


[image: ]







[image: ]







[image: ]




	
		[image: ]

	

	
		[image: ]

	







神喰のエクスマキナ








草薙アキ







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ


一　いらない勇者がやってきた

二　女の園そのと鎧よろいの核かく

三　神かみ喰ぐらい

四　月に焦こがれて

五　エクスマキナ
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　プロローグ




　灰かい燼じんと化していく市街地に溢あふれているのは、人を喰くらいし異形の獣けものだった。

〝神かみ喰ぐい〟と呼ばれたやつらは、人を喰い、動物を喰い、同族ですら喰い殺し、緑豊かだった世界に破は滅めつをもたらした。

　大地は荒こう廃はいし、種の半数以上を失った人類は、日々やつらの脅きよう威いに怯おびえながら、それでも〝生きたい〟と必死に抗あらがい続けていた。

　だがこの場にいる人々は、そのほとんどが地に伏ふし、血ち塗まみれで瀕ひん死しの状態だった。

　神かみ喰ぐいどもにとっては、格好の餌え食じきであっただろう。

　しかしやつらの視線は、御ご馳ち走そうであるはずの彼女らには、見向きもしていなかった。

　──鬼おに。

　そう、やつらの視線が向けられていたのは、白のざんばら髪がみと、三本の角を持つ鬼き神じん然とした存在だったのだ。

『──』

　市街地にいたほぼ全すべての神かみ喰ぐいどもが、一いつ斉せいにその鬼に向かって駆かけ出した。

　中には一〇メートルを優に超こえる神かみ喰ぐいの姿もあった。

　鬼の身長は多く見積もっても三メートル前後──どう考えても勝てるはずがなかった。

　物量にしてもそうだ。たった一体の鬼に対し、神かみ喰ぐいの方は一〇〇どころの話ではない。

　二〇〇──いや、三〇〇以上はいるように見えた。

　一心不乱に襲おそい来る神かみ喰ぐいどもの群れを前にし、鬼はこの上なく歯を食い縛しばり、怒いかりの表情で佇たたずんでいた。

　他ほかの誰だれでもない──自分自身の腑ふ甲が斐いなさに対する極限の怒り。

　守ると誓ちかった人たちを守れず、笑え顔がおにしなければならない人たちに、涙なみだまで流させてしまった──無力な自分への憤ふん激げき。

　それは神かみ喰ぐいどもが近づけば近づくほどに強くなり、その胸と両りよう肩かたに宿っていた三つの蒼あおい輝かがやきは、渦うずを巻くように鮮せん血けつの鮮あざやかさへと変へん貌ぼうを遂とげる。

〝怒りの炎ほのお〟──まさにそう呼べるものが、鬼の身体からだ中に浮うき上がっているかのように。

　そして。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」

　大おお太た刀ちの一ひと振ふりが、神かみ喰ぐいどもを吹ふき飛ばした。







　一　いらない勇者がやってきた







「──次、ルナティ＝アスラシア」

「はい」

　呼ばれ、一人の少女が皆みんなの視線を浴びながら、模も擬ぎ戦せん闘とう用のフィールドへと歩を進める。

　ともすれば、砂金にも見み紛まがうほどに壮そう美びで艶つややかな光こう沢たくを放つ、金きん髪ぱつの美少女だ。

　人形のように均整のとれた怜れい悧りな顔立ちに、晴天よりも遥はるか広大な蒼を閉じ込めた瞳ひとみ。

　凜りん然ぜんと真まっ直すぐ前だけを見み据すえる彼女は、先月一七歳になったばかりだった。

　服装は他の騎き士したちと同様の、白を基調とした制服。

　中に着込まれた黒のインナーが、微かすかに見えるようになっている。

　プリーツ加工されたスカート丈たけも、長すぎず短すぎずを保っていた。

　立ち振ふる舞まいの一つ一つからも、決して位の低くはない気品が感じられた。

　訓練生時代から、常に他を圧あつ倒とうし続ける彼女に、同期の騎士たちの誰しもが憧あこがれを抱いだき、その姿に魅み入いっていた。

　ルナティと対たい峙じするのは、彼女たち騎士よりも上位の騎士。

〝聖騎士〟のアーク＝アーティファクター教官だ。

　年ねん齢れいはルナティよりやや上のように見えた。

　燃え盛さかる灼しやく熱ねつの太陽が如ごとき真しん緋ひの頭とう髪はつと、豪ごう奢しやな装そう飾しよくの制服に身を包んでいる。

　純白の槍やりを構えるルナティに対し、余よ裕ゆうを感じさせつつも、鋭するどく威い圧あつ的な眼光を向けていた。

　彼女が握にぎるのは、身の丈の二倍はあろうかという大きさを誇ほこる──白銀の大たい剣けん。

　その華きや奢しやな肢し体たいの、どこにあれだけの金属塊かいを片かた腕うでで持ち上げる膂りよ力りよくが秘められているのか。

　なんとも不可思議な光景であった。

　両者が間合いを詰つめ始め、その緊きん迫ぱくした空気にフィールド外の騎士たちが固かた唾ずを飲んだ──瞬しゆん間かん。

「「──っ！」」

　両者がほぼ同時に大地を蹴けり、跳ちよう躍やくする。

　が、その刹せつ那な。

『──っ!?』

　唐とう突とつにフィールドの中央が爆ばく発はつし、その場にいた全員が驚きよう愕がくに目を見開いた。

　当然、ルナティとアークも咄とつ嗟さに踏ふん張りを利きかせ、数歩後退して体勢を立て直した。

　砂すな煙けむりが上るフィールドを、ルナティは訝いぶかしそうに見つめる。

（……今の爆発は一体なんだ？　外部からの攻こう撃げき……いや、フィールドは安全のために四方を結界術式で覆おおってあるし、その可能性は低い）

「ならば今の攻撃は副隊長の……？」

　眉まゆ根ねを寄せるルナティは、ふと砂煙の中に、揺ゆらめくシルエットがあることに気づいた。

　彼女はそれが、恐おそらくはアークであろうと、再び自身の頼たよれる相棒を握り直す。

　と。




「──はーっはっはっはっ！　勇者の登場だぜぃ！　待たせたなお前らっ！」




　力の限り指を差しながら、何やら変な人が現れた。




「──って、おいこら!?　なんで俺が牢ろう屋やにぶち込まれなきゃいけねえんだよ!?　俺は勇者だぞ!?　変な検査までしやがって！　早くここから出しやがれ！」

「あーもうっ！　さっきからうるさいぞ君はっ！　こんなことなら《翻ほん訳やく》の魄はく術じゆつなんかかけるんじゃなかった！　勇者だかなんだか知らんが、少しは大人しくしろ！」

　ガンッ！　と荒あら々あらしく特とく殊しゆ合金製の格こう子しに蹴りを入れるルナティ。

　普ふ段だんからクールな彼女にしては、珍めずらしく感情が高ぶっているようだ。

　だがそれも頷うなずける話ではある。

　何せ、模擬戦闘訓練の最中に、突とつ如じよとして見ず知らずの少年が現れたのだから。

　それも結界術式で何重にも防ぼう壁へきが張られた、大聖堂内のフィールドにである。

　シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だん本部──通つう称しよう〝大聖堂〟への空間侵しん入にゆう。

　都市防衛の要かなめであるゆえ、セキュリティの強固さでは王宮以上とも言われていたのだ。

　この前代未聞の事態に、他国の間者ではないかと、隅すみ々ずみにまで動どう揺ようが広がっていた。

　しかし何よりも彼女たちを驚愕させていたのは、それだけの事態を引き起こした人物が〝男性〟であるということだった。

「ほら、少しは落ち着かないと。せっかくの可愛かわいい顔が台無しよ？　ルナ」

「……冗じよう談だんを言っている場合ではないでしょう、副隊長。こいつのおかげで、騎士団の機能が麻ま痺ひしかけているんですよ？」

「こいつじゃねえ！　俺には〝斎さい賀が諫いさ斗と〟っていう名前が」

「勇者うるさい！」

「む、ぐう……」

　ルナティに一いつ喝かつされ、諫斗は頰ほおを膨ふくらませつつも、大人しく黙だまり込んだ。

　納なつ得とくいかない反面、〝勇者〟と呼ばれたことが、何気に嬉うれしかったりもしたのだ。

「そういえば、あなたは自分のことを〝勇者〟だと名乗っていたわね？　よかったら、お話を聞かせてもらえないかしら？　一応私たちは、あなたを聴ちよう取しゆしなければならない立場だからね」

　言って、アークは諫斗が収容されている監かん房ぼうの前で片かた膝ひざを突ついた。

「ふ、副隊長!?　こんな得体の知れないやつ、そんなに近づいたら危険です！」

　声を荒あららげるルナティに、しかしアークはいたって落ち着いた口調で言う。

「大だい丈じよう夫ぶよ。この牢が格子の外側と内側に、二重で結界術式を施ほどこしてあることは知っているでしょう？　それに彼は四し肢しに拘こう束そく具ぐを取りつけてあるわ。あれはたとえ私たち聖騎士であったとしても、そう簡単には抜ぬけ出せない。そして何より──彼は〝男性〟よ」

「で、ですが……」

「ふふ、そんなに私が心配？」

　アークに微ほほ笑えみかけられ、ルナティは思わずたじろいでしまった。

「べ、別にそういうわけではありません。ただ、その……」

　ほのかに赤い顔で、両手の人差し指同士をくっつけたり離はなしたりしているルナティ。

　何を思ったのか、アークは腰こしを上げ、ぎゅっと彼女を抱だき締しめた。

「ちょ、な、何を……」

「ごめんなさい。でも、なんだか急にこうしてあげたくなっちゃったの」

　ルナティの小さな頭を、その豊満な胸むな元もとに抱かかえ込み、アークは彼女の頭を優やさしく撫なでた。

「ねえ、ルナ。いつも言ってるけれど、幼おさな馴な染じみなんだし、二人きりの時は、あの頃ころのように接してくれても構わないのよ？」

「それは……」

　柔やわらかい感かん触しよくと甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐり、なんだか懐なつかしい気持ちになるルナティ。

「……まったく、また子ども扱あつかいして……」

「ふふ、ごめんなさい」

　仲なか睦むつまじくも、何やら百ゆ合り色の香かおりを漂ただよわせる二人の光景が展開されること数秒。

　それを傍はたから眺ながめざるを得なかった諫斗は、冷たい監房の中で一人呟つぶやいた。

「……あ、あのー、一応俺もいるんだけどー……」
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「──なるほどね。大ざっぱにまとめると、あなたは〝異世界の勇者〟というものにずっと憧れを抱いていて、何年も修しゆ行ぎようを積みながら、異世界へ行ける方法を研究していた」

「ああ」

「それでついにその方法が完成したから、準備を万全に整えた後、空間に干かん渉しようしてここへとやってきた。そういうことになるのかしら？」

「おう、そんな感じだ」

　事情を簡潔にまとめたアークに、諫斗は素す直なおに首しゆ肯こうする。

　彼女の言った通り、諫斗はこの一〇年間、ただひたすら異世界の勇者となるべく時間を費ついやしてきた。

　潰つぶれかけの剣けん術じゆつ道場を営む祖父に弟で子し入りし、血ち反へ吐どを吐はき尽つくすほどの修行に明け暮れる日々。

　それだけではなく、並行して世界中に点在する魔ま術じゆつや錬れん金きん術じゆつといった、超ちよう常じよう現象関連の書物を取り寄せては読み解く。

　そうしてようやく異世界へと通ずるであろう、空間の扉とびらを開くことに成功したのである。

「異世界って……ぷっ。しかも不ふ審しん者扱いを食らってこの様とは……ぷぷっ」

「人の偉い業ぎようを笑うなよ!?」

「ふん、笑いたくもなるだろう？　大体〝異世界〟などあるはずがない」

「いや、普通にあるぞ？　現に俺はそこから来たわけだし。てか、〝ない〟と決めつける方がおかしいだろ？　金パッツン」

「金パッツン!?」

　その蒼あおい双そう眸ぼうをかっと見開き、ルナティは赤い顔で身体からだをわななかせた。

　彼女はそのまま右拳こぶしで虚こ空くうを叩たたき、空間に亀き裂れつを入れた。

　驚おどろく諫斗の前で亀裂は砕くだけ散り、どす黒い闇やみの穴だけが残った。

　すると、闇の中から細い棒状のものがゆっくりとその姿を現し、ルナティはそれを力任せに引き抜いた。

　──純白の槍。

　それが闇の中から現れた物体の正体だった。

「口の利き方には気をつけろよ、このバカ勇者……っ。今すぐ細切れにして、〝神かみ喰ぐい〟どもの餌えさにしてやるからな……っ」

　憤ふん怒ぬの表情で槍を振ふりかざすルナティを、アークは「やめなさい、ルナ」と少々呆あきれ気味に諭さとした。

「大聖堂内での〝鎧マ霊キ装ナ〟の使用は、訓練と戦せん闘とう時以外禁じられているはずでしょう？」

「うっ……」

「仮に使用出来たとしても、勇者君のいる監房は、特殊合金製の格子と、多重結界術式で守られているわ」

「ぐ、むぅ……」

「それに鎧マ霊キ装ナの威い力りよくだと、警報まで鳴ると思うし、瞬またたく間まに監かん守しゆ登場のおまけつきよ？　それでもいいなら私は止めないけれど……」

「む、むううううにゅにゅにゅ～……っ」

　元から赤かった顔をさらに赤くさせ、ルナティは膨れ面つらのまま、少々涙なみだ目めになっていた。

　アークの言っていることは、基本的に正論で反論の余地もないのは分かっている。

　だが一度湧わき上がった怒いかりは、そう簡単に冷めてはくれなかったのだ。

　このやり場のない怒りをどこへぶつけてくれようかと散々悩なやんだ挙げ句、「ふんっ！」と鼻息荒く槍やりを消失させるルナティ。

　横目で諫斗を睨にらみつけているところを見る限り、怒りの矛ほこ先さきは決定済みのようだった。

　そんなルナティの様子に苦笑いを浮うかべつつ、アークは諫斗に向き直る。

「それで、勇者君は具体的にここで何をしたいのかしら？」

「魔王を倒たおす！」

　即そく答とう。これにはさすがのアークも一いつ瞬しゆん言葉を失ってしまった。

「ま、魔王って……。あのね、勇者君。私はあなたが噓うそを吐ついているようには見えないから、あなたが言っていることを真実だと仮定して言うのだけれど……。この世界に〝魔王〟なんて存在はいないわよ？」

「ええっ!?　じゃあ俺は一体何しに来たんだよ!?」ショックで白目をむく諫斗。

　自じ称しよう勇者が呼んでもいないのに現れたのだ。

　最初から別にお呼びでないのは当たり前の話だった。

「ふん、分かったかエセ勇者め。異世界だかなんだか知らないが、分かったらさっさとお家に帰るんだな」

　相変わらず仏頂面なルナティに、そう冷たくあしらわれ、諫斗は小さくため息を吐いた。

「なんでお前はさっきからそんなにけんか腰ごしなんだよ？　顔は可愛いのに性格悪いぞ」

「う、うるさいっ！　私は元々こういう性格なんだ！　そ、それに私は別にか、かか可愛くなんか……」

　最後の方はぼそぼそと呟くような感じだったため、諫斗にはよく聞き取ることが出来なかった。

　いきなり怒おこり出したかと思えば、急に静かになったりと、よく分からない少女だと諫斗は思った。

「……うん？」

　その時、ふと背筋が寒くなるような気配を感じた気がして、諫斗は辺りを見回し、

「「……」」

　半眼のアークと目が合った。

（……な、なんかすげえ睨まれてる気が……）

「どうかしたの？　勇者君」

「あ、いや……。なんでもない……」

「そう。それじゃ私たちの聴取はこれくらいにしておきましょう。早く自由の身になりたい気持ちは分かるけど、あなたには上の人たちも興きよう味み津しん々しんなのよ」

「そうなのか」

「ええ。とりあえず明あ日すにでも、王宮でもう一度お話を聞くことになると思うから、そのつもりでいてね。ではまた会いましょう、勇者君」

　それだけ告げると、アークは踵きびすを返し、さっさと来た道を戻もどっていった。

　ルナティもそれに続こうとしたのだが、「ちょ、ちょっと待ってくれ！」と諫斗に呼び止められた。

「お、俺の刀はどこいったんだ？」

「……かたな？　なんだそれは？」

　本当に聞いたことがないらしく、ルナティは眉み間けんにしわを寄せていた。

「俺が持ってきた剣けんのことだよ。背負ってた風ふ呂ろ敷しきの中に入れておいたんだ」

「ああ、君の荷物なら、この後に私が鑑かん識しき室で検査をする予定だ。物ぶつ騒そうなものを持って来られたら堪たまらないからな」

「け、検査だろうがなんだろうが構わんけど、ちゃんと後で返せよ？　あれはじいちゃんがめちゃくちゃ大事にしてたもんなんだからな」

「そんな代しろ物ものを持ってくるなよ……」

　ルナティに突つっ込まれるも、諫斗は気にした素そ振ぶりを見せず、誇ほこらしげに話し始める。

「俺の家に代々伝わる名刀らしくてな。なんでも人間六人を通り越こして、土台に刃はが届くくらいの切れ味なんだってさ。〝絶対に触さわるな〟って、じいちゃんには言われてたんだけど、異世界に行くんなら、やっぱりそのくらいの業わざ物ものは必要だと思ってな」

「だからそんな代物をだな……」

　頭痛がしそうになり、堪らず眉間を押さえるルナティ。

「とにかくあれだけは返してくれ。大事なものなんだ」

「まあ返すうんぬんは置いといて……。忘れていなかったらな」

「なんか頼たよりないなあ……。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　槍の人」

「槍の人じゃない！　私の名は〝ルナティ＝アスラシア〟だ！」

　鼻から蒸気のような息を噴ふき出し、大きな足音を立てながら、ルナティは去っていった。

　先ほどまでの喧けん騒そうが噓のように静かになる監かん房ぼう内。

　一人残された諫斗は、拘こう束そくされたままの四し肢しを見下ろし、素そ朴ぼくな疑問を独りごちた。

「……ところでこれ、トイレとかどうするんだろう……？」




　大聖堂内の鑑識室にて。

「……なんで私がこんなものまで検査しなければならんのだ……」

　真っ赤な天てん狗ぐの顔が印刷されたトランクスを広げ、半眼でそんなことを呟つぶやくルナティ。

　彼女は諫斗が持ってきた唐から草くさ模も様ようの風呂敷の中身を、一人机に向かいながら、黙もく々もくと検査していた。

　興味なしとばかりに後ろ手でトランクスを投げ捨てる。

　それは彼女の後ろに山積みにされていた、検査済み物資の頂上にふわりと乗っかった。

　風呂敷内にあった物を目視で確かく認にんした後、スキャン用の小型機器を用いて再度検査する。

　もちろん細さい菌きんやウイルス兵器などの可能性も加味し、あらかじめ大まかなスキャンは行われている。

「これも異常なしだな。……うん？　これは身分証か？」

　マッチ箱を後ろに放ほうり投げた後、ルナティは手の平より少し小さめなサイズのそれを覗のぞき込む。

《翻ほん訳やく》の魄はく術じゆつを使っているので、大体の文字はルナティにも読むことが出来た。

「……二年二組、出席番号七番、斎賀諫斗……。ふむ、あのエセ勇者は学生なのか？　しかし相変わらずの間ま抜ぬけ面だな……」

　顔写真で見事にポーズをとっている諫斗の姿に、ルナティは嘆たん息そくし、静かに手帳を閉じた。

　見み渡わたせば、風呂敷の中にあった物資は、あらかた検査し終わっていた。

　ぐうっと背を伸のばし、肩かたのこりをほぐしたルナティは、再び机に向き直る。

　机上に残っているのは、黒い布ぬの袋ぶくろに包まれた棒状のものだけだった。

　長さは一メートルくらいであろうか。

　片かた端はしがしっかりと紐ひもで結ばれており、触った感じ、かなり硬かたい〝何か〟がおさめられているようだ。

「どうやらこれで最後のようだな。随ずい分ぶんと大事に扱あつかわれているような感じだが……」

　結び目を解き、巻かれていた紐を巻き取る。

　すると、布袋の口から深ふか紫むらさき色いろの柄つか糸いとが姿を現した。

「これは……」

　ルナティは目を見張りながら、柔やわらかい流線型を描えがく〝それ〟を布袋から取り出す。

〝それ〟は黒くろ塗ぬりの鞘さやにおさめられた一ひと振ふりの剣だった。

　──〝日本刀〟だ。

〝折れず〟〝曲がらず〟〝良く斬きれる〟という三つの要素にこだわり続けた、刀工たちの技術の結けつ晶しよう──日本刀。

　その壮そう麗れいな刀身は、まさに芸術の域にまで達すると言われている。

　諫斗との会話を思い出したルナティは、鞘から刀身をゆっくりと抜いてみることにした。

「これがあいつの言っていた〝刀〟というやつか。しかしこれは……凄すごいな……」

　ルナティは思わず見み蕩とれてしまった。

　こんなにも綺き麗れいな刀身を持つ剣は、今までに見たことがなかったのだ。

「……と、いかんいかん……」

　払ふつ拭しよくするように頭を振り、刀身を再び鞘へとおさめる。

　ルナティはそれを布袋の中にしまい、口を固く紐で結んだ。

「とりあえずこれだけは提出しておこう。他ほかのはどれもガラクタばかりだったが、この剣だけは調べる価値がありそうだ」




「……凄すぎて言葉も出んわ」

　ため息混じりにそう呟いたのは、目元に仮面をつけた小こ柄がらな女性だった。

　だが一四〇センチ程度しかない身長のせいか、何分見てくれが幼い。

〝女性〟と言うよりは、むしろ〝少女〟とでも言った方が正しいだろう。

　──ヴァストール＝セシュトゥーヴ。

　見た目はこのような感じであるが、これでもシルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんの団長を務めている人物だ。

　現在団長室では、アークを含ふくめた聖騎士が五人と、その前方で書類に目を通しているヴァストールの姿があった。

　室内はちょっとした会議室のような造りになっており、右に三、左に三、前方に一という配置で、楕だ円えん卓たくと椅い子すが設置されていた。

　一人分空席があるところを見る限り、聖騎士が一人欠席しているようだ。

「例の小こ僧ぞうが持ってきたとかいう剣の分ぶん析せき結果じゃが……。信じられぬと思うが、刀身が三万以上の層で出来ておるそうじゃ」

『──なっ!?』

　ヴァストールの言葉に、聖騎士たちの目が一いつ斉せいに丸くなった。

　皆みな一様にありえないといった表情で、卓上に安置されている一振りの剣を見み据すえている。

　日本刀を造る際、〝折り返し鍛たん錬れん法〟という日本独自の技法が用いられる。

　これは加熱した鉄を槌つちで叩たたき、延ばしてからそれを折り曲げ、再度加熱して叩いては、また延ばして折り曲げるというものだ。

　一いつ般ぱん的な刀は、この工程を約一五回ほど繰くり返すという。

　そうやって鍛きたえた鉄は、打ち抜きのものよりも遥はるかな強度を誇る。

　折り返す度たびに鉄の層が幾いく重えにも加えられていくため、一五回ならば優に三万をも超こえるのだ。

「アークが小僧に聞いた話じゃと、この剣は〝刀〟という類のもので、なんでも異世界の剣らしいぞえ」

「異世界……ですか？」聖騎士の一人が胡う乱ろんげに言った。

「うむ。小僧はそう申しておるそうじゃが……まあそれはよい。しかしこんな馬ば鹿かげた技術の剣が実在しておるとは思わなんだ」

　小さく息を吐はき、ヴァストールは両手を目の高さで組んだ。

「のう、そなたはどう思う？　アーク」

「どう思うか、と申されましても……」

　思っていた通りのリアクションをされ、ヴァストールは口を窄すぼめた。

「はぐらかすでない。申さんでも分かっておるくせに……」

「……申しわけございません」

「いや、よい。話を戻すが、これだけの代物を持って、小僧は……とりあえず異世界としておこう──そこからやってきたのじゃ。身体検査の結果を見ても、小僧が生半可ではない鍛え方をしておるのは分かっておる」

「ええ、見事なものです」手元の書類を一いち瞥べつするアーク。

「うむ。一体どれだけ己おのれの身体からだを酷こく使ししてきおったのか……。あれだけ身体中に傷きず痕あとを負った者も珍めずらしいわ。……ただまあそれよりも問題なのは──」

　そこで言葉を切り、ヴァストールは仮面の奥の瞳ひとみに憂うれいを帯びさせた。

「──小僧の〝鎧がい核かく適てき合ごう値ち〟が、馬鹿みたいに高いことじゃのう」

　努めて冷静に分析するヴァストールに、アークは「そうですね……」と静かに頷うなずく。

「私も団長と同じことを杞き憂ゆうしております。彼がもし、私たちに匹ひつ敵てきまたは凌りよう駕がするほどの戦せん闘とう力を備えていた場合──問題はそこでしょうね」

「うむ、その通りじゃ」

　大きく頷いた後、ヴァストールは眼前の聖騎士たちを見回した。

「妾わらわたち女子おなごが、今この地位に就つくことが出来たのは、女子おなごたちの方が男たちよりも遥かに〝鎧がい核かく適てき合ごう値ち〟が高かったからじゃ。生身の力では勝てずとも、鎧マ霊キ装ナ化かし、魄はく導どう力りよくを得ることで、男たちに勝まさることが出来るようになった」

『……』

　ヴァストールの言葉を、聖騎士たちは全員が全員無言で聞き入っていた。

　過去の歴史の中では、男たちが腕わん力りよくにものを言わせて、女たちに非道な行いをしたことも多々あったからだ。

「そして何より、その鎧マ霊キ装ナがあったからこそ、我らは忌いまわしき神かみ喰ぐいどもに抗あらがうことが出来た。それゆえ女子おなごたちの方が発言力が強うなり、男たちもかなり肩かた身みの狭せまい思いをしておるとは思うが──しかし妾はそれでよかったと思っておる」

「ええ、それには私も同感です」とアーク。

「うむ。男たちは我らを怖おそれ、それを超えるため、科学の発展に没ぼつ頭とうするようにもなったしのう」

「はい」

「せっかく先代さまたちが苦心して造り上げてきた秩ちつ序じよじゃ。当然、これを壊こわしとうはない。じゃがもし小僧の力が我らより上ならば、野心家どもは挙こぞって小僧に取り入ろうとするじゃろう。最悪、国家の転てん覆ぷくが起こるやもしれん──男たちを主導としたな」

　ごくり、と息を飲む音が周囲から聞こえた。

「もちろん小僧一人で我ら全員と渡わたり合えるとは思っとらん。我が国の騎士たちは、他国と比べても皆優ゆう秀しゆうじゃと自負しておる。それに〝あやつ〟には及およばんでも、アークは最強に近しい騎士じゃと申してよいからのう」

「恐れ入ります」

「うむ。じゃがな、妾の得た情報じゃと、東のセシュバ帝てい国こくでは〝魄はく術じゆつ兵器〟が目覚ましい発展を遂とげておると聞く。それこそ鎧マ霊キ装ナを使えぬ男たちですら、神かみ喰ぐいのＥランク級どもを殲せん滅めつ出来るほどにまでなっておるとな」

「しかし魄はく術じゆつ兵器は、我がヴァリエニスでさえ、未いまだ未完成な技術だと聞きましたが？」

　アークがそう意見すれば、ヴァストールは腕うでを組み、背もたれに体重を預けた。

「確かに我らは未だ〝完成〟という形にはいたっておらぬ。じゃがそれは〝人命を厭いとっておるから〟じゃ。その点で申せば、セシュバが完成させておっても、なんら不思議ではない。あれはそういう代しろ物ものなのじゃよ」

「そう、ですか……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで返答するアークを横目に、ヴァストールは小さく息を吐く。

「気落ちするのはまだ早いぞえ？　この情報には続きがあってのう。向こうでは魄はく術じゆつ兵器の他に、鎧がい核かく適てき合ごう値ちを持たぬ者たちに対し、人工的にそれを備えさせる研究も進んでおるそうじゃ」

『──っ!?』言葉を失う一同。

「最近はちょくちょく国境線付近にもちょっかいをくれとるようじゃしのう。それがもし小僧の身体を調べることで、今後さらなる発展を遂げ、男たちまでもが鎧マ霊キ装ナを得るようなことになれば……」

『……っ』

　発言の意図を理解し、一同が渋しぶい顔を作って手に汗あせを握にぎる。

　魄はく術じゆつ兵器だけでも厄やつ介かいな代物だと言うのに、それを鎧マ霊キ装ナ化かされた男たちが手にするようなことがあれば、瞬またたく間まに女性の地位は剝はく奪だつされるだろう。

　そして再び男性が主権を握る世が訪おとずれることになる。

　女性優位であったからこそ保たれてきた秩序が、無残にも崩ほう壊かいさせられてしまうのだ。

　だが女たちだって、そのような事態はまっぴら御ご免めんだ。

　である以上、両性の対立は激しさを増す。

　争いに歯止めは利きかなくなり、憎にくしみの赴おもむくままに殺し合うことになる。

　たとえそれでどちらかが降こう伏ふくし、争いが終わったとしても、根底の憎しみは簡単に消えはしない。

　負けた方は以前よりも遥かに酷こく薄はくな扱あつかいを受け、いずれかまた再び火種は燻くすぶり、争いが繰り返される。

「まああくまでも仮定の話なわけじゃが、それだけの可能性を、この剣けんと小僧は秘めておるのじゃよ」

『……』

「何せ、男が鎧がい核かく適てき合ごう値ちを持っておるなどというケースは前代未聞じゃからな。どうなるのかは妾にも見当がつかぬ。最悪、今のうちに小僧を殺しておくという手もないことはないのじゃが……。それでは過去の男たちとなんら変わりなくなってしまうからのう」

　大きく肩かたを落としたヴァストールだったが、ふいに面おもてを上げ、「そこでじゃ！」と何やら声に抑よく揚ようをつけて言った。

　途と端たん、聖騎士たちは揃そろって嫌いやな予感に見み舞まわれた。

　ヴァストールがこういう声を出す時は、大たい抵ていろくでもないことを考えている時なのだ。

「──妾たちの方が、先に小僧をものにしようと思う！」

　ほら来た。

　聖騎士たちは一斉に俯うつむいた。

「……団長。まさかとは思いますけど、彼を鎧マ霊キ装ナ化かさせ、騎士として育て上げる気ではないでしょうね？」

　半眼のアークに問われるが、ヴァストールは嬉き々きとしてそれに頷いた。

「もちろんじゃ。そなたが小僧に聞いた話じゃと、小僧は〝勇者〟になりたがっておるのじゃろう？　そしてそのためにここに来たとも」

「ええ、まあそう申してはおりましたけど……」

　瞬しゆん間かん、ヴァストールの口元があざとく歪ゆがんだ。

「ならば望みを叶かなえてやればよい。小僧の申す〝勇者〟とは、すなわち〝世界を平和へと導く働きをした者〟のことじゃろうて。その点で申すのなら、神かみ喰ぐいどもと日夜命を賭として戦い続けておるそなたたちを、妾は紛まがう方かたなき勇者じゃと思っておる」

「だから彼をその勇者──騎士にすると？」

「うんむ、その通りじゃ。仮に小僧が本当に〝勇者〟となるべくやって来たとするならば、じゃ。やつは己おのれの幸せを置き去りにし、他者の幸せだけを考える大おお馬ば鹿か者ということになる。そんな馬鹿の極きわみとも申せる者が、仲間となった者たちを裏切るとは到とう底てい思えぬ」

「ですが、それは彼が異世界人の──さらには善人だった時の場合です。もしセシュバ辺りの間者だったらどうされるおつもりですか？」

「相変わらず疑り深いのう……。そんな顰しかめっ面つらばかりしておったら、あっという間にしわくちゃおばばじゃぞ？」

「し、しわくちゃ!?」

　アークが狼狽うろたえている間に、ヴァストールはここぞとばかり話を進める。

「さてさて、幸か不幸か、小僧と剣は我らの手のうちにあるからのう。これは天命やもしれぬな、うむ。というわけで、じゃ。我らの目の届く範はん囲いに置いておくという意味合いも加味し、騎き士しとしてあの小僧を迎むかえ入れるのじゃ！」

『──っ!?』

　ヴァストールの提案に、周囲の聖騎士たちからざわめきが湧わき起こる。

　その中でただ一人、この事態を予測していたアークだけは、小さく嘆たん息そくしながら顔を伏ふせていた。

　シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だん設立以来、男性の騎士が存在した歴史は、過去に一度たりとて存在しない。

　ヴァストールはそれをいとも容た易やすく崩くずしてしまおうと言うのだ。

「それはいくらなんでも……」

「さすがに妥だ協きようしかねます」

「騎士たちの反発は免まぬかれないかと……」

「どうかお考え直しくださいませ、ヴァストール団長」

　これにはさすがの聖騎士たちも反対の意を示しており、

「……まあ確かにこれだけのことを、妾の一存で決めるわけにはいかぬか……」

　と、彼女たちの意を汲くむ素そ振ぶりを見せたヴァストールだったが、その直後。

「──とは申せど、全すべては女王陛下がお決めになられるからのう」

　彼女はどこか楽しそうにそう言った。

『…………はあ』

　一瞬、大きく目を見開いた聖騎士たちだったが、すでに何かを諦あきらめたらしく、やはり大きく肩を落としたのだった。




　翌日、王宮は玉座の間の──しかもど真ん中で、諫斗は一人あぐらをかいていた。

　爽さわやかな青を基調としたカーペットが、入り口から玉座まで一直線に敷しかれている。

　翼つばさと盾たてをモチーフにした国旗のようなものもあり、白はく亜あの壁かべの高いところに飾かざられていた。

　床ゆかも大理石に近い感じの、光こう沢たくと高級感溢あふれた石造りだった。

　周囲には宮きゆう廷てい警護を任されている騎士たちがずらりと並んでおり、その他に昨日会ったルナティたちの姿も見られた。

　というより、諫斗を護送したのが、彼女たちの所属する〝エストーナ小隊〟だったのである。

　名めい称しようからも分かるように、隊長は〝エストーナ〟と呼ばれる人物だ。

　が、彼女自身は現在とある任務を単独で遂すい行こう中らしく、副隊長のアークが隊を任されている。

　隊員はアークとルナティの他ほかに、見るからに健康的な褐かつ色しよく肌はだと、無む邪じや気きな笑え顔がおが印象的なロゼッタ＝スティーアー。

　そして縦巻きに髪かみを縛しばっている、やや高こう慢まんちきそうな性格だが、色いろ香かのあるメナス＝リングロング。

　全員が見み目め麗うるわしい美少女たちばかりなので、不ふ審しん者扱いをされてはいるが、諫斗としてもテンションは鰻うなぎ登のぼりだった。

（……しかしまあなんだ。本当に女の子たちばかりだなあ）周りを見み渡わたす諫斗。

　エストーナ小隊もそうだが、宮廷警護の騎士から大臣と思われる人まで、老ろう若にやくはあっても全員が女性なのである。

　女性に囲まれるのは、男として悪い気はしない。

　だがあきらかに好意とは違ちがった視線を、先ほどから全身で感じている。

（もしかして嫌きらわれてるのかなあ……）

　彼女たちの視線に段々耐たえられなくなってきた諫斗は、何か気を紛まぎらわせる方法はないものかと考えた。

「おーい！　金パッツーン！」

「……っ」

　そう呼ばれてほいほい返事が出来るような状じよう況きようではない。

　女王がまだ姿を現していないとはいえ、ここは厳おごそかな雰ふん囲い気き漂ただよう玉座の間なのだ。

　それを重々承知しているからこそ、ルナティは額に青筋を浮うかべながらも、努めて冷静な態度を装よそおっていた。

「槍やりの人ー！」

「……っ！」

「えっと、なんだっけ……。──あ、ウナティだ！　おーい！　ウナティー！」

「……っっ!!」

「おーいおーい！　ウナティー！　なんかして遊ぼうぜー！　ウナティー！」

「～～っっ!?」

　駄だ目めだった。

「だーもうっ！　さっきからなんなんだ君は!?　人のことを〝金パッツン〟だの〝槍の人〟だの〝ウナティ〟だのと散々言ってくれて！　大体私の名前は〝ウナティ〟ではなく〝ルナティ〟だ！　このアホ勇者！　少しは空気を読んで静かにしていろ！」

「いや、だってなんか雰囲気悪いしさ」

「誰だれのせいだと思っているんだ!?」

「……ウナティ？」

「なわけあるかっ！　──って、私は〝ルナティ〟だ！」

『……はあ』

　諫斗とルナティの掛かけ合いを眺ながめていた一同は、皆みな呆あきれ果て、息を漏もらしていた。

　と、ふいに。




「──ぷっ、あはははははははっ！」




『──っ!?』

　突とつ如じよとして響ひびき渡った笑い声に、一同の意識が一気に引き戻もどされた。

　何事かと思い、声のした方に視線を送れば、豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施ほどこされた玉座に、一人の少女が腰こしを下ろしていた。

　いつの間に現れたのか、彼女はお腹を抱かかえて馬鹿笑いをしている。

　絹糸のように透すき通った白はく髪はつに、真しん紅くの双そう眸ぼうと、口元に生えた愛あい嬌きようのある八や重え歯ばが特とく徴ちよう的だ。

　幼さの際きわ立だつ輪りん郭かくは実に柔やわらかそうで、年の頃ころは一〇歳前後くらいに見える。

　少女は目元の涙なみだを拭ぬぐいながら、やっとこさどツボ地じ獄ごくからの生せい還かんを果たしたようだ。

「……あー、おかしかった。そなた、人並み以上の気品を漂ただよわせておいて、なかなかどうして物事をはっきりと申す女子おなごよのう。まさかそなたのような者が……あのように大口を開けて……顔を真っ赤にして……くふふふふふっ」
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　先ほどのやり取りを思い出したらしく、少女は再びお腹を抱え始めた。

　次し第だいに頭が冷静になってきた周囲の者たちも、ようやく事態を飲み込めたらしい。

　玉座の少女に対して一いつ斉せいに跪ひざまずいた。

「──えっ……あ、ああ……ししし失礼しました！　わ、わたわた私はなんという……」

　少女に言われ、自分がどれだけ気品のない振ふる舞まいをしていたのかを、遅おくれて理解したルナティ。

　彼女は熟うれたトマトのように真っ赤な顔で跪き、涙目になりながらおたおたしていた。

「……なんで皆みんないきなり跪いたんだ？　つーか、あのちびっ子誰？　──ぐあっ!?」

　一瞬にして間合いを詰つめてきたルナティにゲンコツを振り下ろされ、諫斗は悶もん絶ぜつした。

　間かん髪はつを容いれず、ルナティが鬼おにのような形相で詰め寄ってくる。

「ちびっ子ではないこのバカ勇者っ！　あのお方こそ、我がヴァリエニス王国の女王──ウェイレン＝オッド＝ウォーヴァリエニス陛下であらせられるぞ！　指を差すなど以もつての外だ！」

「いや、お前だって今指差してるじゃねえか……」

　突つっ込まれ、ルナティは「えっ？」と呆ほうけた顔になった。

　彼女はウェイレンのことを、それはもう力の限り指で差し、腕うでを上下に振りながら紹しよう介かいしていたのだ。

「あ、いや……こ、これは指差しではない！　た、ただの〝指し突とつ〟だ！」

「もっと駄目だろ!?　それだと相手の鳩みぞ尾おちやら喉のど元もとやらに指を突っ込む技わざみたいじゃねえか!?　女王殺す気かよ!?」

「ち、ちちち違う！　わ、わわ私はただ……」

「よいよい、そなたらは本当におかしいのう。もうそのまま祝しゆう言げんでも挙げてしまえそうな仲に見えるぞえ」

「しゅ、しゅしゅしゅしゅ祝言!?」

「誰だよ、その〝しゅーげん〟って？」

「アホかっ！　人名ではなく……その……け、結けつ婚こんすることだ……」

　最初こそ勢いがあったものの、最後の方は恥はずかしそうに呟つぶやくルナティ。

　両手の人差し指同士も合わせたり離はなしたりしており、恥じらう乙おと女め丸出しであった。

「……そうか。お前、結婚するのか……。おめでとうな」

「あ、ありがとう……。──って、そうではない！　何な故ぜに落ち込んでいるのかは知らんが、私と君が結婚するんだ！」

「マジでか!?　いやあ、あれだけ馬ば鹿かにされてたから望み薄うすかと思ってたけど、こんな俺でもよかったんだな！」

「いいわけあるかっ！」

「ええっ!?」

「何をその気になってるんだ君は!?　このアホ勇者っ！」

「いやいや!?　あんたが今結婚するって言ったんじゃん!?」

「も、もうやめよそなたら……。妾わらわは笑いすぎてお腹なかが苦しい……」

　痙けい攣れんしそうになっているウェイレンの様子に、ルナティははっと冷静さを取り戻し、再び跪いた。

　もちろん諫斗も道連れだ。

　ルナティに後頭部を鷲わし摑づかみされ、強制的に平へい伏ふくさせられていた。

「──」

　その時だ。

　諫斗は昨日感じた、背筋に怖おぞ気けが走るような気配に再度晒さらされていた。

　平伏させられながら、ちらりと視線を送ってみれば、

「「……」」

　やはりすこぶる冷たい瞳ひとみのアークと目が合った。

　が、怖こわかったので、諫斗は早々に視線を外した。

「よいよい、面おもてを上げよ。──さて、先ほどそこの女子おなごが申した通り、妾がこのヴァリエニスを治めておる王──ウェイレンじゃ。以後よろしくのう、異世界の勇者よ」

「お、俺を勇者と認めてくれるのか!?　姫ひめさん、あんたいいやつだな！」

「おいこら！　陛下に向かってなんだその口の利きき方は!?」

「ふふ、構わぬ。まあ認めるかどうかはそなたの働き次第じゃな」

「働きかあ……って、あれ？　この世界って魔ま王おうはいないんじゃなかったっけ？」

　小首を傾かしげる諫斗に、ウェイレンは些いささか沈しずんだ表情を見せた。

「……確かにそなたの申すような、いわゆる〝魔王〟と呼ばれる暴君は存在せぬ。じゃがその代わりと申してはなんじゃが、人を喰くらいし異形の獣けものどもがおってのう。我らはやつら異形どもを〝神かみ喰ぐい〟と呼んでおる」

「神かみ喰ぐい……？」

　諫斗は確かく認にんするようにその呼こ称しようを繰くり返す。

「そう、〝神かみ喰ぐい〟じゃ。名めい称しようの由来は、遥はるか神話の時代にまで遡さかのぼる。この世界を創つくったとされる女め神がみ──〝ルナテシア〟は、突如現れた名も無き異形と戦うも、その強大な力の前に敗れ、喰らわれてしまった」

「そうか……。ウナティは喰われちまったのか……」

「喰われていない！　……まあ確かに私の名も、女神の加護があるようにと、ルナテシアから取られたものだからな。割とありがちな名前だし、間ま違ちがうのも仕方が──って、どこをどう間違えたんだ!?」一人ショックを受けるルナティ。

「……あー、ルナティや。話を続けてもよいかのう？」

「──えっ、あ……は、はい……。も、申しわけございませんでした……」

　再び小さくなったルナティに頰ほおを搔かきつつ、ウェイレンは話を再開する。

「彼女を喰らったことで、その力を手に入れたはずの異形じゃったが、やつの身体からだはみるみる変化し、最終的に一本の大樹となった。それはやつに勝てぬと悟さとった女神が、自らの命を懸かけて行った最後の抵てい抗こうじゃったという話じゃ」

「な、なんかすげえな……」

「まあおとぎ話じゃからのう。それで、今もその大樹はどこかに存在し、溢あふれ出した異形の力が形となって、我らを襲おそい来ている──ゆえにやつらの総そう称しようは〝神かみ喰ぐい〟。神を喰らった異形の獣どもじゃ」

「神を喰った異形、か……」

「そうじゃ。やつらは人や動物どころか、同族すらをも喰らって独自の成長を遂とげ、様々な様相へと変異する」

「変異？」

「うむ。喰らった度合いによって個体差があるのじゃが、最弱のＥランク級からＤ、Ｃ、Ｂ、Ａと格付けされておる。過去に一度だけ現れたことがあるのじゃが、Ｓランク級の力は、単体で大陸の半分を焦しよう土どにしたと聞く」

「は、半はん端ぱねえな……」

「そう──やつらは強い。じゃが我らとて、単に指をくわえておるだけではない。そなたの傍かたわらにおる女子おなごや、そなたらの周囲におる者たちは、皆その神かみ喰ぐいどもと戦うべくして志願した者たちじゃ。これらは皆〝騎き士し〟と呼ばれておる」

　言われて、「なるほど……」と一人頷うなずく諫斗。

「まあそれは分かったんだけどさ、なんで女の子ばかりなんだ？　そんな危ねえやつらだったら、普ふ通つうは男が戦うもんだろ？」

　と、諫斗にとってはなんでもない問いだったのだが、周囲からはざわめきが起こった。

　よくよく聞いてみれば、失しつ笑しようにも似た声がちらほら聞こえてくる。

　一体どうしたのだろう？　と諫斗は瞳を瞬しばたたかせた。

「これ、皆もあまり笑うな。この者は自じ称しよう異世界人ゆえ、我らの常識は存ぜぬのじゃ」

「そうだそうだーっ！　俺は全然知らないんだぞーっ！」

「君もそうやって調子に乗るなよ……」

　騎士たちを諭さとしたウェイレンは、諫斗に向き直り、話の続きを始めた。

「まあ端たん的てきに申してしまえば、ここでは女子おなごの方が力が強いのじゃ。もちろん肉体的な力ではなく、〝魄はく導どう力りよく〟という精神の力みたいなものじゃがな」

「おおっ！　つまりこの世界じゃ、魔法みたいな超ちようパワーが使えるわけだな！」

「〝魔法〟というのが、どういう類のものを指すのかは分からぬが、魄はく導どう力りよくを使って放つ術ならば存在しておるぞ。〝魄はく術じゆつ〟と申してのう。そなたにはそこの女子おなごが《翻ほん訳やく》の魄はく術じゆつをかけておったな。じゃからまあこうして互たがいの言語が理解し合えておるわけじゃが」

「ふむふむ、なるほど」

　魔法に似た力が実在すると聞き、諫斗の瞳には期待の色が濃こく宿っていた。

「そこで話は少し戻もどるのじゃが……。今申した通り、この魄はく導どう力りよくがあるからこそ、妾たちは神かみ喰ぐいどもと渡わたり合うことが出来るようになった。じゃが魄はく導どう力りよくを得るための〝鎧マ霊キ装ナ化か〟には〝性差〟があってのう」

「性差？」

「うむ。生まれつき、男たちにはその資格──〝鎧がい核かく適てき合ごう値ち〟が宿らぬのじゃよ」

「がいかくてきごーち？」

「そうじゃ。鎧マ霊キ装ナ化かを可能とさせる〝鎧がい核かく〟と、どのくらい適合出来るかを数値で表したものでのう。女子おなごにはそれがあるのじゃが、男にはそれがないのじゃよ」

「……だから男は誰だれも戦わないのか？」途と端たんに声のトーンが下がる諫斗。

　表情も先ほどとは違って真しん剣けんみを帯びていた。

「〝戦わぬ〟のではなく、〝戦えぬ〟のじゃ。神かみ喰ぐいの強さは、たとえＥランク級であったとしても、生身で戦えるようなものではない。対神かみ喰ぐい専用の特とく殊しゆ武装──〝鎧マ霊キ装ナ〟を用いて、やっとこさ対等になることが出来るのじゃ」

「……」

「初めから勝てぬと分かっておる相手に挑いどむ馬鹿はおらぬじゃろうて。じゃから男は戦わず、頭を使うことに専念し、科学の発展に力を注いでおる。女子おなごはその逆で、戦せん闘とうの技術を日々磨みがいておる。ゆえに我らの方が発言力が強い。ここはそういう世界なのじゃ」

　平たく言えば、〝女じよ尊そん男だん卑ぴ〟に近いのだろう。

　しかし諫斗の顔は、未いまだ納なつ得とくするにいたっていないように見えた。

「でもそれだと女の子たちの方が危険なんじゃないのか？」

「当然じゃろう。〝危険〟などという言葉では片づけられぬほど、騎士たちの殉じゆん職しよく率りつは高い。任務に出れば、毎回生きて帰って来られる保証などないからのう。じゃから騎士たちは入団する際に、皆みな〝遺書〟を書くのじゃ」

　いつ死ぬかも分からないからこそ、万が一のために遺書を書かせる。

　そんなことを、この世界では年とし端はもいかないような少女たちにさせると、ウェイレンはそう言った。

「……よく分かったよ。ここでは女の子たちの方が色々と強いってことだな」

「まあそういうことじゃのう。じゃから」




「──でも俺には関係ない話だな」




「……なんじゃと？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめるウェイレンなどお構いなしに、諫斗はすっと立ち上がった。

　仮にも相手は一国の王である。

　にもかかわらず、暴言にも似た言葉を吐はいた諫斗に、傍らのルナティは啞あ然ぜんとしたまま固まっていた。

「姫さんたちには姫さんたちなりの事情があるのかもしれないけど、それは俺も同じだよ。姫さんの話を聞いて、やっぱり俺はここに来なくちゃいけなかったんだって思った」

「……それはどういう意味じゃ？　少なくとも妾たちにとっては、そなたなどお呼びではないし、必要でもない存在なのじゃぞ？」

　問われ、諫斗はゆっくりと頷く。

「ああ。俺は別に誰にも呼ばれちゃいないし、自分で来たかったから、無理矢理ここにやって来た。それもただ絵空事の〝勇者〟とかいう存在に憧あこがれて、それになりたかったからっていうだけのくだらない理由さ」

「……」

「けどな、俺はこの世界に来られた時、もしかしたら自分にも何か出来ることがあるんじゃないかって思ったんだ」

「何な故ぜじゃ？」

「何故って言われると、どう答えていいか分からないんだけどさ。俺みたいなやつが、たった一〇年やそこら研究しただけで、ここに来ることが出来るのかなって。もしかしたら、何か別の──〝奇き跡せき〟みたいな力が働いてるんじゃないかなって」

　どこか憂うれいを帯びた表情で、じっと手の平を見つめる諫斗。

　ウェイレンをはじめとした周囲の者たちは、静せい寂じやくという形でじっと彼を見み据すえていた。

　しばらくそうしていた諫斗だったが、ふいに拳こぶしを握にぎり、凜りん然ぜんとした視線をウェイレンにぶつけた。

「──俺の刀を返してくれ。そしたら約束してやるよ。その神かみ喰ぐいとかいう化け物どもを、俺が一いつ匹ぴき残らずぶっ倒たおしてやるって。もう二度と女の子たちに、〝遺書〟なんて縁えん起ぎでもねえものを書かせない世の中にしてやるってな」

『──っ!?』

　いつもの彼女たちならば、男がこんな馬ば鹿かげたことを言った場合、抱ほう腹ふくして罵ば声せいの一つでも浴びせていただろう。

　だが今回だけは何かが違った。

　言葉を発しているのが異世界人だからなのか。

　それとも彼の放つ言葉の一つ一つに、それが言わずとして真意だと知れる重さがあったからなのかは分からない。

　ただどちらにせよ、諫斗の言葉に対して、馬鹿にするような真ま似ねをしようとする者は、一人として現れなかったのだ。

「……そなた、本気でそれを申しておるのか？　確かに妾わらわもそのような世界が来ることを夢に描えがいたことがある。じゃがな──そんなことは不可能じゃ！」

「なんでそう言い切れるんだよ？　単にまだ出来てないだけの話だろ？」

「で、出来ておらぬだけって……」

「あのな、俺は周りから〝不可能〟だって言われ続けてきたことを、〝可能〟にしてここに来たんだ。そりゃあ途と中ちゆうで挫ざ折せつしそうになったこともたくさんあったさ。だけど、最後まで諦あきらめなかったから、今こうして姫ひめさんの前に立ってるんだろ？」

　拳で軽く胸むな元もとを叩たたき、諫斗は自身の言葉を後押しする。

　ウェイレンは何かに気づかされたかのように面おもてを上げた。

「だから俺は諦めねえよ。さっきまでは魔ま王おうがいないとか言われて、正直自分が何をしに来たのか分からなかったけど、今の俺には〝目標〟が出来た」

「目標……」

「ああ。だから戦う。戦って、戦い抜ぬいて──絶対にこの世界を救ってやる！」

「それがそなたの目標じゃと申すのか……？」

「ああ、そうだ」力強く頷く諫斗。

「この世界を救う──それが俺の目標だ。元々そういうつもりで、俺はこの世界に来たんだからな。もしわけの分からない〝因果〟みたいなものが、俺を邪じや魔まするってんなら、そいつごと俺が全部まとめてぶった斬ぎってやるさ。──じゃあそういうことだから」

　踵きびすを返して歩いていくその背姿に、室内にいた全員の視線が向けられること数秒。

　ふと足を止めた諫斗は、退出する前に少しだけ振ふり返り、「最後に一つだけ言っておくよ」と無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。

「青あお臭くさいかもしれないけどさ、俺はずっとじいちゃんに言い聞かされてきたんだ。〝女がいつも笑っていられるようにしてやれ。それが男の務めだ〟って」

『……』

「だから俺は姫さんたちが笑ってすごせるような世界をつくることに決めた。もちろん姫さんたちのやり方を否定するつもりはないよ？　ただそれだけは覚えておいてくれると嬉うれしいかなって。──じゃっ」

　再び歩き始め、諫斗は自分の三倍はあろうかという両開きの扉とびらの向こう側へと、その姿を消していった。

『……』「……あっ」

　残された一同に沈ちん黙もくが広がる。

　が、ふとルナティだけが現状に気づいたらしく、素す早ばやく腰こしを上げてウェイレンに一礼し、駆かけ足で諫斗の後を追っていった。

『……うん？　なんだよ、ウナティ。そんな凄すごい顔して一体どうし──って、おいお前何をするこらやめぐあっ!?　か、顔は駄だ目めだってぎえっ!?』

　数秒後。

「──ただ今戻りました、陛下」

「う、うむ……」

　涼すずしい顔でぐったりとした諫斗を引きずってきたルナティに、ウェイレンはただ頷くことしか出来なかった。

　意外と容よう赦しやのない少女だ……、と一同は思った。

「な、何しやがんだ!?　せっかく人が颯さつ爽そうと退室したってのにっ！」

「君こそ一体何をやっているんだ!?　大体君の扱あつかいは未だに〝不ふ審しん者〟なんだぞ!?　少しばかりかっこいいことを言ったからって、あまり調子に乗るなこのバカ勇者っ！」

　歯を食い縛しばり、互いを牽けん制せいする両者の様子に、ウェイレンはふっと口元を和やわらげた。

「これこれ、やめんか。──さて、話も一段落したことじゃし、これより自じ称しよう異世界人──斎賀諫斗への裁定を下すことにする」

「おう！　どんっとこいや！」

「勇者うるさい！」

「ふふ、さてさてその方の身み柄がらなのじゃが──妾の一存により、シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんで面めん倒どうを見ることとする。ついては世話役の任を、エストーナ小隊はルナティ＝アスラシアに与あたえる。以上じゃ」

「ふん、そういうことだ──って、はい？　は、はいいいいいいいいいいいいいっっ!?」

　突とつ然ぜんの宣告にまったく脳の処理が追いつかず、ルナティは声を裏返らせた。

　満面の笑みを浮かべたウェイレンが、「だって仲が良さそうじゃったからのう」と余計な気配りをしてくれたようだった。

　瀕ひん死しの金魚が如ごとき挙動を繰くり返しているルナティをよそに、ウェイレンは諫斗に告げる。

「それでじゃ、斎賀諫斗よ。妾はそなたに興味が湧わいた」

「ふふふ、モテる男は辛つらいぜ」

「……いや、湧いたのは〝興味〟であって〝好意〟ではないからのう？　そこは勘かん違ちがいするでないぞ？」

「そりゃ残念だな。惚ほれられたのかと思っちまったぜ」

「何をたわけたことを。妾の好みは年上であって、お子さまは趣しゆ味みではないのじゃ」

「お子さまって……。どう見ても俺の方が年上じゃないか」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ウェイレンはこの上なく肩かたを落とし、大きなため息を吐ついた。

「……あのな、そなた。妾はこう見えても……いや、なんでもない。とにかくそなたよりは年上の──れっきとした大人なのじゃ」

「……はっ？　年上って……えっ？　一〇歳とかじゃないの？」

「じゅ、一〇歳とな!?　……はあ、妾についてはもうよい。それよりそなたのことじゃ」

「おう」

「あれだけのことを申してのけたのじゃ。その言葉の重みをよく嚙かみ締しめながら、今後の生活を送るのじゃな。一瞬でも妾の心に期待を抱いだかせたのじゃ。それを裏切るようなことがあれば、ただではおかぬぞ」

「はっ、望むところだぜ。そう言う姫さんこそ、いずれ救世主に渡わたすことになる褒ほう美びを、今のうちからしっかりと考えておくんだな」

「くふふふっ。小こ僧ぞうのくせに、なかなかどうしてこうも妾を楽しませてくれることを申すやつよのう」

　互たがいにほくそ笑んだ後、諫斗はルナティの方を振り返った。

「と、まあそういうことみたいだから、これからよろしくな、ウナティ」

　闊かつ達たつなノリでルナティの肩に手を置く諫斗。

「も、もう好きにしてくれ……」

　せっかくの美少女なのに、白目でこぢんまりしているルナティだった。







　二　女の園そのと鎧よろいの核かく







　ウェイレンの計らいによって、シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんで訓練生の扱いを受けることを許された諫いさ斗と。

　彼は本日も遅おくれることなく席に着き、座学の授業に励はげんでいた。

　他ほかの訓練生たちに余計なプレッシャーを与えないよう念押しされ、諫斗が座るのは最さい後こう尾びの端はじっこだった。

　もちろん隣となりには世話役のルナティも同席している。

　緩ゆるやかな階段状の教室内では、一〇代半ばと思わしき少女たちばかりが授業を受けていた。

　異世界人ゆえ、初めて聞く用語も多いだろうと、ルナティは教官が教えていることの一つ一つを、さらに分かりやすく説明してくれた。

　現在進行形で諫斗が使っている教科書類も、ルナティが訓練生時代に使っていたものだ。

　わざわざ実家の倉庫から引っ張り出してきてくれたと言うのだ。

　怒おこりっぽいだけの少女かと思っていたが、意外と面めん倒どう見みがいいらしい、と諫斗は思った。

　ここ数日授業を受けて、このヴァリエニス王国を中心に、東西南北それぞれに四つの大きな国が存在していることを諫斗は知った。

　その全すべてがドーム状の防ぼう御ぎよ壁へきで守られているということも。

〝騎士〟を初めて生み出したヴァリエニス王国がここにあるからこそ、それが他国間の抑よく止し力りよくとなっているらしい。

　この抑止力のおかげで、無益な争いが起こらずに済んでいるというわけだ。

　もっとも、この世界には〝神かみ喰ぐい〟という化け物がいるので、人間同士で争っている場合ではないと思うのだが。

　後はこの世界にも、向こうの世界と同じようなものがかなりあるということだ。

　食文化から動植物、日常品にいたるまで、様相に多少の相そう違いはあれど、基本的には同じと考えていいものが間々あるのだ。

　見た感じ、市街地の文明レベルは中世ヨーロッパ程度である。

　にもかかわらず、この大聖堂の内部など、一部にだけ突とつ出しゆつした科学レベルの代しろ物ものが存在していたりもする。

　なんとも不思議な世界だった。

「つまりだな、己おのれの身体からだに合った鎧がい核かくを選定し、鎧マ霊キ装ナ化かして魄はく導どう力りよくを得れば、身体能力を著いちじるしく向上させることが出来るんだ」

「おう」

「それで鎧マ霊キ装ナ──ここで言うのは、この前私が取り出した槍やりだな。ああいう武装や魄はく術じゆつなどを用いることで、私たちは神かみ喰ぐいを殲せん滅めつしているわけだ。分かるか？」

「ああ、大体な。男が勝てない理由も分かったよ。細身の女の子でも、身体強化すれば、大の男の何十倍もパワーが出せるんだもんな」

「そうだ。そこに日々の訓練と、魄はく術じゆつや鎧マ霊キ装ナなどを合わせることで、通常を遥はるかに超こえた戦せん闘とう力へと発展させるんだ。多少の優ゆう劣れつはあれ、一いつ般ぱん的な騎士たちはそのような感じだと思ってくれればいい。それから武装にも色々と種類があってだな──」

　横から流れるようにペンを走らせるルナティの横顔が、あまりにも綺き麗れいで、諫斗は思わず見み蕩とれてしまった。

　肌はだは白いし、髪かみの毛はさらさらだし、やたらといい匂においはするしで、次し第だいに頭がぼんやりとしてきた諫斗。

　彼は誘さそわれるがまま、流りゆう暢ちように言葉を発し続けるルナティの唇くちびるに向けて、自分の唇を近づけ始めた。

　彼女の唇が、何故かとても美お味いしそうに見えてしまったのだ。

「……うん？　ちゃんと聞いているのか？」

「──はっ!?　き、聞いてるぞ！　キスにも色々と種類があるんだよな！」

「……何を言ってるんだ君は……。人の顔をじろじろと見ている暇ひまがあるなら、きちんと耳を動かしなさい」

「うぬっ……」

　ペンでおでこを軽く小こ突づかれた諫斗は、突かれた場所を擦さすりながら本音をこぼした。

「……悪かったな。お前の顔があまりにも綺麗だったから、つい見蕩れちまったんだ」

「──なっ!?　い、いいいきなりなんなんだ君は!?　わ、わたわたたたわたっ!?」

　何が彼女をそこまで慌あわてさせたのかは分からないが、真っ赤な顔で席を立ったルナティは、一人慌てふためいていた。

　教室内の厳格な雰ふん囲い気きを一発でぶち壊こわしてくれたルナティに、当然、教室中から視線という視線が突き刺ささる。

「──騎士アスラシア。たとえあなたが世話役の任を受けていたとしても、今は講義中です。訓練生たちの邪じや魔まになるような真ま似ねは慎つつしんでください」

「あ、はい……。すみませんでした……」

　壮そう年ねんの教官に叱しつ責せきされ、ルナティは沈しずんだ表情のまま、「あう……怒られてしまった……」と寂さびしそうに席に着いた。

　悪いとは思いつつも、「なんか可愛かわいいなあ……」と和なごむ諫斗だった。




「おばちゃん、今日も大盛りで頼たのむよー」

「あいよ。ちょっと待ってな、諫斗ちゃん」

　と、新米の諫斗にも笑えみ顔で応こたえてくれるのは、見た目五〇代半ばくらいであろう、恰かつ幅ぷくの良い女性だった。

　大聖堂内の食堂で、厨ちゆう房ぼう長を務める女性だ。

　午前中の座学が終わった諫斗とルナティは、昼食を摂とるために食堂を訪おとずれていたのだ。

「随ずい分ぶんと仲が良さそうだが、いつの間に仲良くなったんだ？　──あ、私は月見のおそばで」

「うん？　ああ、初めてここを使った時からだよ。おばちゃんの話だと、ここの男は研究員に偏へん屈くつなのがいるだけだから、俺みたいに元気なやつは珍めずらしいんだとさ。だからってわけじゃないけど、凄すごく良くしてくれるんだ」

「そうか。それはよかったな」

　そんなことを話していると、女性がどんぶり一いつ杯ぱいに盛ったカツ丼どんと、真ん丸のたまごが乗った茹ゆでそばを持ってきてくれた。

「ありがとー」「すみません」

　きちんとお礼を言い、二人は揃そろって食器を受け取る。

「いっぱい食べて、うんと強くなるんだよ」

「おう、任せとけって！　じゃあお代の方はいつも通りで」

「あいよ。最初からちゃんとルナティにツケてあるから、心配せずにお食べ」

「おう！」

　手て頃ごろな席に着き、向かい合う二人。

「そんじゃ、いただきまーす」

「うん、じゃあ私もいただきま──って、おうい!?　私にツケてあるとはどういうことだ!?」

　ナメクジ並みの反応速度で、ルナティが突っ込みを入れてきた。

　諫斗は沈んだ顔で「……実はこれには深いわけがあるんだ」と言った。

「深いわけだと？」

「ああ、実は俺──金がないんだ」

「……」

　──ごっ。

「ぶっ!?」

　鼻パンチ。

　見事な正せい拳けんだった。

「真ま面じ目めに聞いた私が馬ば鹿かだった」

　心底呆あきれたような表情でそう言い放ち、ルナティはたまごを箸はしでかき混ぜて汁しるをすする。

「……ふう。まあ君は異世界人らしいからな。そこら辺は仕方がないだろう。訓練生とはいえ、一応お給金は出る。それが出るまでの資金については、まことに不本意極きわまりないが、私が面めん倒どうを見てやるよ。不本意だがな」

「……すまんな。恩に着るよ」殴なぐられた鼻頭を擦りながら礼を言う諫斗。

　気を取り直した諫斗は、眼前で白い湯気を放つ、出来立てのカツ丼に手をつけようとするも、




「──よお、意外と馴な染じんでるじゃねえか」




　聞き覚えのある快活な声こわ音ねが響ひびき、思わず手を止めた。

　二人が見上げてみれば、そこには不敵に笑う褐かつ色しよく肌はだの少女と、その隣で不ふ機き嫌げんそうな顔をしている、縦巻き縛しばりな髪かみ型がたの少女の姿があった。

　同じエストーナ小隊のロゼッタとメナスだ。

「おう、ウナティのおかげでな」

「ルナティだ。まあ任務だからな。任せられた以上はきちんとやるさ」

「ルナは真面目だからな。あたしだったら頼まれてもやんねえけど」

　楽しそうに笑い、ロゼッタは諫斗の顔を覗のぞき込みながら笑みを消した。

「さて、ここからが本題だ。気づいてるとは思うが、正直ここにいるほぼ全員が、お前のことを認めちゃいねえ」

「ロゼ!?」

　勢いよく席を立ったルナティを片手で制し、ロゼッタは話を続ける。

「お前もそれを承知でここにいるんだろ？」

「まあな」

「なら話は早い。あたしたちはな、国や大事なやつらを守るために命を懸かけて戦っている。当然、信しん頼らい出来る〝仲間〟にしか背中を預けたくはねえんだ」

「そうだろうな」

「ああ、そうさ。だが今のお前はあたしたちの仲間じゃねえ。いや、この先仲間になれる可能性も限りなく低い。世界を救う勇者さま？　──舐なめんのもいい加減にしろっ！」

　荒あら々あらしく叩たたき込まれた拳とテーブルの衝しよう撃げき音が、食堂内を一いつ瞬しゆんで剣けん吞のんな空気へと変える。

　辛しん辣らつな言葉をぶつけられた諫斗は、無言でロゼッタと視線を交かわしていた。

　そんな彼女の横から、相変わらず憮ぶ然ぜんとした表情のメナスが口を開く。

「正直な話、私たちはあなたにここから出て行ってもらいたいと思っていますわ」

「め、メニィまで……。ちょ、ちょっと待ってくれ！　それでは陛下の」

「ルナは黙だまっていてくださいな。あなただって本当は思っているのでしょう？　殿との方がたが騎き士しになるなんて認めないと」

「そ、そんなことは……」

　何か反論しなければいけないのは分かっている。

　だがルナティは思うように言葉が出てこなかった。

　心のどこかで、メナスの言うことに同調する自分がいた気がしたのだ。

「ほら、見なさいな。反論出来ないのでしたら、結局はあなたも彼を疎うとましく思っているということですわ」

「わ、私は……違ちがっ……うぅ……」頭を抱かかえ込んでしまうルナティ。

「おいおい、そろそろやめとけよ。ルナはこう見えて結構傷つきやすいんだからさ。それにあたしたちはルナじゃなくて、こいつに用があって来たんだろ？」

　見かねたロゼッタが仲裁に入り、メナスは「……そうでしたわね。ごめんなさい、ルナ……」とルナティに頭を下げた。

「い、いや、私は……」

　些いささか重苦しくなった雰囲気の中、




「──ごちそうさまでした！」




　両手を合わせ、突とつ如じよ諫斗が声を張り上げた。

　見れば、いつの間にやら諫斗の前にあったどんぶりの中身が、見事に空になっていた。

「お、お前、いつの間にメシ食ったんだよ!?　さっきまで手もつけてなかったじゃねえか!?」

「うん？　普ふ通つうに今だぞ？　俺は食うのが早いからな」

　腰こしを上げ、諫斗は背筋を伸のばしてからロゼッタたちと向き合う。

「話は大体分かったよ。だけど、俺にはまだここでやることがあるんでな。悪いけど、お前たちの話は聞けない」

「そうかい。言っておくが、お前がやることなんてここにはなんにもねえ。勇者ごっこがしてえんなら、そこら辺のガキたちとでも遊んでんだな」

　ロゼッタの声に釣つられ、周囲から失しつ笑しようが飛んでくる。

　諫斗は不思議そうに首を傾かしげ、ロゼッタに問うた。

「お前は俺がここに遊びに来たと思ってるのか？」

「当たり前だ。確かにお前には適合値がある。それも今まで見たことがないほどの、馬鹿みたいな数値がな」

「じゃあ問題ないだろ？　俺にはその〝適合値〟ってのがあって、〝鎧マ霊キ装ナ化か〟だかが出来る。そうすりゃもっと強くなれて、お前らを守ることだって出来る。何が問題なんだ？」

「そんな簡単な話じゃねえんだよっ！」再度テーブルに拳を叩きつけるロゼッタ。

　今回の一撃は、周囲のざわめきをも完全に奪うばい去った。

「あたしたちはな、今日死ぬかもしれねえ恐きよう怖ふの中で、それでも生き延びるために必死で戦い続けてんだ！　それを勇者だのなんだのと抜ぬかすてめえに横よこ槍やり入れられて、黙ってられるわけねえだろうがっ！」
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　いきり立つロゼッタの肩かたにそっと手を乗せ、「落ち着きなさいな、ロゼ」とメナスが前に出る。

「確か……斎さい賀が君、でしたわね？」

「……ああ」

「あなたには酷こくかもしれませんけれど、今のがここにいるほぼ全員の思いですわ。私たちは〝覚かく悟ご〟を持って騎士の任に就ついています。あなたにはその〝覚悟〟がおありですの？」

　問われ、諫斗も凜りん然ぜんとした表情で首しゆ肯こうする。

「当然だ。俺はこの世界を救うんだからな」

「言葉ではいくらでも繕つくろえますわ」

「ならどうすりゃいいんだ？」

「そんなの決まってんだろ？　世界を救うとか抜かすお前の──その覚悟のほどを、あたしたちの前で証明してみせろ」




　諫斗がロゼッタたちと模も擬ぎ戦を行うという話は、瞬またたく間まに大聖堂中を駆かけ巡めぐった。

　自じ称しよう異世界出身で、かつ史上初の男性訓練生となった諫斗がどういう戦い方をし、そしてどれほどの力を秘めているのか。

　噂うわさは噂を呼び、模擬戦開始時刻には、ほぼ全すべての騎士たちが模擬戦せん闘とう用フィールドの観戦席に着座していた。

　中には聖騎士たちや団長──ヴァストールの姿もあり、皆みなが皆嬉き々きとして開戦の合図を待っていた。

　が。

「いや、刀は使わないって」

「だからそんな甘いことを言って勝てる相手ではないと言っているんだ」

　控ひかえ室では、開戦前だというのに、諫斗とルナティが軽く言い争いをしていた。

　一応模擬戦ということで、一時的な刀の返へん還かん許可が下りたのだが、諫斗はそれを頑かたくなに拒きよ否ひしていたのだ。

「ほら、早くしないと試合が始まってしまうぞ」

　刀を渡わたしてくるルナティの手を優やさしく押し戻もどし、諫斗は今一度告げる。

「あのな、俺はたとえ模擬戦でも、女の子に刃やいばを向けるつもりはないんだって」

「まだそんなことを」

「分かってる。お前は俺のことを思って言ってくれてるんだろ？」

「べ、別に君のことを思っているわけじゃ……」

「いいっていいって。お前、結構優しいやつだもんな。お前のそういうところ、正直俺は好きだぞ」

「──っ!?」

　色白なルナティの顔にかあっと朱しゆが差す。

　そのまま固まってしまったルナティの肩を軽く叩き、諫斗は無手のままフィールドへと入っていった。

　ルナティの硬こう直ちよくが解けたのは、それから数秒ほど後のことだった。




　諫斗がフィールドに入ってきた途と端たん、大ブーイングが場内を包み込んだ。

　しかし諫斗はとくに気にした素そ振ぶりも見せず、逆に大きく両りよう腕うでを振りながら、すでに会場入りしていたロゼッタたちの前に立った。

「随ずい分ぶん遅おそかったじゃねえか。びびって逃にげちまったんじゃねえかと思ってたぜ」

「はっはっはっ、これでも勇者なんでな。誰だれかを逃がすことはあっても、自分が逃げることはないよ」

「そりゃご立派なことで。──メニィ」

　呼ばれ、メナスは一度頷うなずき、諫斗に言う。

「あなたのお相手は、こちらのロゼッタがいたしますわ。確かあなたはまだ鎧マ霊キ装ナを使えませんでしたわよね？　ならばハンデとして、こちらも」

「いや、いい」

「……はい？」メナスの眉み間けんがハの字に寄る。

　それはロゼッタも同じで、二人は訝いぶかしげに諫斗を見た。

「座学で聞いたけど、その〝鎧マ霊キ装ナ〟ってのがお前らの武器なんだろ？　だったら使えばいいじゃん」

「……あなた、それを本気で言ってますの？」

「おう」一いつ切さいの逡しゆん巡じゆんなく首肯する諫斗。

　諫斗のこの発言に、会場内が一瞬どよめいた。

　彼は鎧マ霊キ装ナ化かもしておらず、武器も持っていない。

　にもかかわらず、諫斗は焦あせった様子をおくびも見せず、ロゼッタに鎧マ霊キ装ナを使えと言う。

　自分たち騎き士しを馬ば鹿かにしているのか。

　それともそれだけの実力を秘めているのか。

　それが分からないギャラリーたちは、少しの間ざわついた後、真しん剣けんな眼まな差ざしをフィールド内に向けることで落ち着いた。

　場内に静けさが戻ったのを見計らい、ヴァストールが立ち上がる。

「──さて、皆も聞いたと思うが、そこな自称異世界人は、ロゼッタに鎧マ霊キ装ナを使えと申した！　そうでなければフェアではないと！　その心意気──男にしては見事なものじゃ！　ならば小こ僧ぞうの申した通り、ロゼッタは鎧マ霊キ装ナを使えばよい！」

　瞬しゆん間かん、場内が沸わいた。

「そして自称異世界人に後こう悔かいさせよ！　我らの力を、その身に嫌いやと言うほど叩たたき込んでな！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　大だい歓かん声せいを浴びながら、ヴァストールは再び腰を下ろし、八や重え歯ばが見えるほどに口を歪ゆがませる。

（くふふっ、さあどうする？　異世界人。そなたの力、存分に確かめさせてもらうぞ）




　一人控え室に残ったルナティは、布ぬの袋ぶくろに入ったままの刀を膝ひざの上に置きながら、ディスプレイに映る諫斗の様子を窺うかがっていた。

「あのバカ勇者……っ」

　刀を握にぎる手にぐっと力を込こめ、ルナティは苛いら立だちを隠かくせずに吐はき出す。

　わざわざメナスがハンデをつけてくれようとしたのに、何な故ぜそれを断ったのか。

　ルナティには諫斗が何を考えているのか、まったく理解が出来なかった。

〝女の子に刃は向けない〟というくだらない理由で、諫斗自身は無手のままだ。

　せっかくチャンスだと教えてやったにもかかわらず、それではむざむざ負けに行くようなものではないか。

　皆に自分の存在を認めさせたくはないのか？

　それとも無手で鎧マ霊キ装ナを使う騎士に勝てる自信があるとでもいうのか？

　俯うつむき、ルナティは考えを巡らせるが、答えが出るはずもなかった。

　だがそれとは別に、ルナティはふとあることに気がついた。

「……私は、あいつに勝って欲しいのか……？」




『──お前、結構優しいやつだもんな。お前のそういうところ、正直俺は好きだぞ』




「──っ!?」

　先ほど諫斗に言われた言葉が、瞬間的に思い起こされ、ルナティは顔から湯気を立ち上らせたのだった。




　メナスが控え室に戻り、代わりにジャッジとしてアークが姿を現した。

「さて、それじゃ模擬戦を始めてもらうわ。勇者君は初めてだと思うけど、基本的には相手を倒たおすかギブアップさせれば勝ちよ」

「おう」

「もちろん分かっているとは思うけど、相手の命を奪うような行こう為いは厳禁。ただしやむを得ない〝事故〟の場合は、それも仕方がないと判断されるわ」

「〝事故〟か。なるほどね」

「ええ。模擬戦だからこそ、負傷すればすぐに医務室に運ばれるけれど、実戦ならそうはいかないわ。敗北はすなわち〝死〟と同義なの」

「だからなるべく実戦に近い形式でやるわけだな」

「そうよ」

「一つだけ聞いてもいいか？」

「何かしら？」

「ああ、どの程度の怪け我がまでなら大だい丈じよう夫ぶなのかなと思って」

「あら？　それはロゼを医務室送りにするということかしら？」

「ん、まあそんなところだ」

「そうね、頭や心臓──つまりは鎧がい核かくを飛ばされない限りは大体大丈夫じゃないかしら。腕うでや足の欠損くらいなら、なんとでも再生出来るわ」

「そうなのか。そりゃよかった」

「ふふ、でも喜んでもいられないわよ？　無手で勝てるほど、簡単な試合じゃないわ。本当にそのままでいいのね？」

　アークの問いに、諫斗は「ああ」と笑え顔がおで答えた。

　その笑顔に、アークは一瞬だけ固まってしまったが、予定通り開戦の合図を告げた。

「よっしゃーっ！　歯ぁ食い縛しばれやーっ！」

　叫さけぶと同時にロゼッタが両拳こぶしで虚こ空くうを叩き、ひび割れた空間から飛び出してきた物体が、彼女の両手足に纏まとわりついた。

　──蒼あお色いろの籠こ手てと脛すね当あてだ。

　野生味溢あふれるロゼッタにはお似合いの──近接格かく闘とう用鎧マ霊キ装ナだった。

　それに対し、諫斗は無手のまま構え、呼吸を深く吐いた──瞬間。

「おらあっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、ロゼッタの剛ごう拳けんが高速で飛んでくる。

　顔面めがけて真まっ直すぐ飛んでくるそれを、見み逃のがすまいと真剣な眼差しで見続ける諫斗。

　彼は左腕で彼女の拳を受け止めようとした。

「その程度の攻こう撃げきで、この俺がぶべげええええええええええええええええっっ!?」

　が、受けきれず、断だん末まつ魔まな叫びとともにぶっ飛んでいった。

「……はっ？」

　殴なぐった体勢のまま、啞あ然ぜんとするロゼッタ。

　それは場内にいた騎士たちも同じだったみたいで、皆一様に鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をしていた。

　螺ら旋せんを描えがきながら宙を舞まった諫斗は、そのままルナティが待つ控ひかえ室へと突つっ込んでいった。




「……う、ん……」

　ルナティは自分の身に何が起こったのかを、必死に理解しようとしていた。

　ディスプレイの中で諫斗が殴られたかと思えば、次の瞬間には近くでもの凄すごい音がして、気づいたら床ゆかに倒れていた。

　その状じよう況きようから察するに、恐おそらくは飛んできた諫斗が控え室のドアを破って、自分とぶつかったのだろう。

　まったく、だから刀を持っていけと──。

「……？」

　起き上がろうとしたルナティは、そこで自分の上に〝何か〟が覆おおい被かぶさっていることに気がついた。

　彼女の上に覆い被さっているのは、何やら微かすかな熱を帯びた物体で、しかも口元にも何か湿しめっぽいものが……。

「──っ!?」

　そこでルナティは全すべてを知ってしまった。

　自分の上に覆い被さっているのが、件くだんの諫斗であり、そして口元の湿っぽいものは、彼の唇くちびるであるということを。

「な、なななななああああああああああああああああっっ!?」

　ルナティ大絶ぜつ叫きよう。

　時同じくして、アークが控え室に飛び込んでくる。

「だ、大丈夫!?　ルナ──きゃっ!?」

　と、同時に彼女の豊満な胸むな元もとに、やはり〝何か〟がたゆんっと埋うまってきた。

　それが白目をむいている諫斗だと気づいたアークもまた、ルナティ同様大絶叫を轟とどろかせたのだった。




　控え室を飛び出し、廊ろう下かを駆かけるルナティだったが、その顔は灼しやく熱ねつの炎ほのおを思わせるアークの頭とう髪はつ以上に真っ赤だった。

「あああああああああああああああああっっ!?」

　道すがら、奇き声せいを上げながら両の手で頭を殴りつける。

　彼女の頭の中では、羞しゆう恥ちと後こう悔かいにも似た感情が、渦うず潮しおよりも高速で渦巻いていた。

　あんなどこの馬の骨かも知れないようなバカ勇者に……よりにもよって自分の唇が奪うばわれてしまった……。

　しかも……しかも初めてだったのに……っ。

「なあああああああああああああああんっっ!?」

　ルナティの奇声と奇行は、大聖堂を出るまで延々と続いた。

　乙おと女め心ごころは複雑だった。




　模も擬ぎ戦は〝諫斗の敗北〟という形であっけなく幕を閉じた。

　興味はあったが、元々期待をしていたわけではない騎士たちは、やっぱりかと各おの々おの納なつ得とくしながら去っていった。

　一時は錯さく乱らんし、「にゃあああああああああああっ!?」と自室で床を転がっていたルナティも、なんとか自我を取り戻もどしていた。

　そうして模擬戦から一夜明けた今日。

　諫斗が医務室送りになっていることで、本日のルナティは少々予定に空きがあった。

　そこで、彼女は模擬戦以降、ずっと気になっていた顔の火ほ照てりについて、アークに相談を持ちかけていた。

　一応医務室で検査をしてもらったのだが、別段異常などは見られなかったのだ。

　アークの部屋を訪おとずれたルナティは、ベッドに腰こしかけ、元気なく項うな垂だれていた。

「はい、どうぞ」

「あ、ああ……。すみません……」

　アークからティーカップを受け取るルナティ。

　中で揺ゆれるのは、とても香かおりの良いお茶だった。

　しかしルナティはお茶に手をつけず、ただ揺れる湯面をぼーっと眺ながめていた。

「それでどうしたの？　検査は異常なかったのでしょう？」

　椅い子すに腰を下ろし、足を組んでお茶を嗜たしなむアーク。

　彼女にそう問われたルナティは、「……はい」と弱々しく頷うなずいた。

「だったら気にすることはないわ。たぶんちょっと疲つかれているんじゃないかしら？　ずっと勇者君に付きっきりなのでしょう？」

「──っ!?」

〝勇者君〟という単語を聞いた瞬しゆん間かん、ルナティの鼓こ動どうが爆ばく発はつ的てきに高鳴った。

　切なそうな表情で胸元に手を添そえるルナティを、アークは不思議そうに見つめている。

「あ、あの、副隊長……」

「何かしら？　と、その前に、二人きりの時は子どもの頃ころのように接してくれて構わないと言っているでしょう？　幼おさな馴な染じみなんだし」

「す、すまない……。そ、その……アークは……き、き、き……」

「き？」

「……き、きき近代的な戦せん闘とうの論述試験」

「なんてものはないわよ？」

「……そ、そうだった……」

　顔を上げて拳を握にぎったルナティだったが、アークに一いつ蹴しゆうされ、再び俯いた。

　そんな彼女の様子に思うところがあったらしく、アークは「勇者君のことかしら？」と核かく心しんに触ふれた。

「い、うあぅ……」思わず口ごもるルナティ。

「……ふう。本当にルナは昔から全然変わってないわね。まあそうやって慌あわてるところも可愛かわいいのだけれど」

「か、からかわないでくれ！」

「あら、私は本当のことを言ったまでよ？　それより今は勇者君のことでしょう？　何があったの？」

　尋たずねられ、ルナティは一人無言で決意し、口を開く。

「そ、その……出来れば正直に答えて欲しいんだ……」

「ええ、分かっているわ」

「……ありがとう。あ、アークは……その……、




　──アークはキスをしたことがあるか!?」




「……えっ？　き、キスぅ!?」

　予想外の問いに、アークは珍めずらしく頰ほおに朱しゆを散らせ、声を裏返らせていた。

「い、いきなり何を言っているの!?」

「ま、真ま面じ目めな話なんだ！　ど、どうなんだ？　やはりアークはそういう経験が豊富」

「なはずないでしょう!?　わ、私はまだ誰だれとも……」

　今度はアークの方が俯うつむいてしまった。

「そ、そうか……。そうだよな……」

「ま、まあ私のことは置いといて……。でもどうしてそんなことを聞いたの？」

「そ、それは……」




　──諫斗とキスをしてしまったから。




「──っ!?」

　ことさら赤くなった顔で、そんなこと言えるはずがないと、大おお仰ぎように頭を振ふるルナティ。

　彼女はカップの中のお茶を一気に飲み干して立ち上がった。

「す、すまない！　私の気のせいだったみたいだ！」

「えっ？　ルナ？」

「あ、ありがとう！　お茶美お味いしかったぞ！　ではまたぐあっ!?」

　ぎこちない動きで部屋を去ろうとしたルナティは、そのままドアに顔をぶつけて蹲うずくまった。

　コンソールの操作を忘れていたのだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　駆け寄ってきたアークがドアを開けると、ルナティは蹲ったまま無言で頷いた。

　そうしてルナティは、器用にもその状態のまま小刻みに足を動かし、てこてこと部屋を出ていった。

「……っ」

　再びドアが閉じる寸前、歯が欠けるような音が忽こつ然ぜんと響ひびいたが、当然、ルナティには届いていなかった。




　それから数日経たった深夜のこと。

「──っ」

　月明かりの下、体液塗まみれになった頭髪を風になびかせている、一人の騎き士しがいた。

　彼女は積み上げられた神かみ喰ぐいどもの死し骸がいを何度も踏ふみつけ、己おのが鬱うつ憤ぷんを晴らそうとしていた。

　それなりの立場である以上、感情だけで動くわけにはいかないことが、彼女は歯は痒がゆくて堪たまらなかった。

　だが何十という神かみ喰ぐいを殺しても、その胸中に渦巻くものは、まったく晴れる気配を見せなかった。

　それは御ぎよせぬほどに膨ふくれ上がった憎にくしみだった。

　愛いとしい者の唇を奪い、そして自分の身を汚けがしたあの少年に対する根底からの殺意。

　彼と最初に出会った時から、どこか気に入らなかった。

　初対面にもかかわらず、あんなにもルナティは我を剝むき出しにした。

　自分にさえ、あそこまで感情を露あらわにしたことはなかった。

　どこにそれだけの魅み力りよくがある？　彼は男なのに……っ。

　歯を嚙かみ締しめ、彼女はすでに屍しかばねとなっている神かみ喰ぐいに己が剣けんを突つき刺さす。

　とても片手で扱あつかえるようには見えない、金属塊かいとも言えるその大剣を。

　すると、神かみ喰ぐいどもの死骸が音を立てて弾はじけ飛んだ。

「……」

　冷たい瞳ひとみを残したまま、彼女──アークは悠ゆう然ぜんと夜よ闇やみへその姿を溶とけ込ませていった。




「──なんで手を抜ぬいた？」

　やっとこさ医務室から出られるようになった諫斗に、開口一番ロゼッタが突っかかってきた。

　傍かたわらには腕うでを組んだメナスの姿もあり、諫斗は「参ったな……」と頭を搔かいた。

「他ほかのやつらは騙だませてもな、あたしらの目は誤ご魔ま化かせねえんだよ」

　鋭するどい視線を向けてくるロゼッタに、しかし諫斗は穏おだやかな口調で告げる。

「あれが俺なりの〝覚かく悟ご〟だよ」

「手加減して殴なぐられることがか？」

「確かに手は抜いた。それでお前を傷つけたって言うなら、それはすまなかったと思う。この通りだ」深々と頭を下げる諫斗。

「はっ、今度は媚こびを売ろうって腹か？」

「違ちがう。俺が言いたいのは──」

　だがその先を続けたのは、諫斗でもロゼッタでも、ましてやメナスでもなかった。




「──女子おなごに手を上げるくらいなら、自らが傷ついた方がよい──そなたはそう申したいのじゃろう？」




　目元の仮面が特とく徴ちよう的な、このシルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんの団長──ヴァストール＝セシュトゥーヴだったのだ。

　どこから現れたのか、ヴァストールは壁かべに背を預け、棒についた飴あめを舐なめていた。

「……団長が何な故ぜこちらに？　それに今のはどういう意味でしょうか？」とメナス。

「何、そのままの意味じゃよ。小こ僧ぞうは女子おなごが傷つくのを何より嫌きらう。それは模擬戦じゃろうとなんじゃろうと関係ない。女子おなごには刃やいばを向けず、手も上げぬ。その誓ちかいを胸に立てた状じよう況きようで、そなたらに〝覚悟〟とやらを見せるには──さて、どうすればよいかのう？」

「「……」」沈ちん黙もくするロゼッタとメナス。

　ヴァストールは「くふふっ」と小さく笑った後、棒の先の飴を突きつけながら言った。

「──自らを〝敗北〟へと追いやる。それも周囲には気付かれぬほど、卓たく越えつした技術を行使してな。先の模も擬ぎ戦では、そうすることでしか己が〝覚悟〟を伝えることが出来なかった。そしてそのために腕を一本犠ぎ牲せいにすることも厭いとわなかった。違うかえ？　小僧」

「いや、別にそこまで考えてたわけじゃないんだけどな……。ただ俺の〝覚悟〟って何かなって考えたら、やっぱり〝女の子を守ること〟が一番最初に出てきたんだ」

「そ、そんなの納なつ得とく出来るかっ！　あたしは〝戦う覚悟を見せろ〟と言ったんだ！　確かに手を抜いて、まともじゃない受け方をしたのはあたしにだって分かる！　けど、それが覚悟だなんて……っ。あたしが言いたいのは──あーっ！　もうわけ分かんねえーっ！」

　声を荒あららげ、ぐしゃぐしゃと髪かみの毛を搔きむしるロゼッタ。

　彼女は大きく肩かたを落としたかと思えば、そのまま「……もういい」と考えるのを放ほう棄きしたらしく、背を丸めて来た道を戻もどっていった。

「ふむ、ロゼッタにはちと難しい話じゃったかのう。要は〝女子おなごを守る〟という覚悟を見せたという話じゃったのじゃが……」

「いや、言われてる俺もよく分かんなかったんだが……」

「そなたはいいのじゃよ──ただの阿あ呆ほうじゃからな」

「……」

　微び妙みようにショックを受けている諫斗を差し置き、ヴァストールはメナスに問う。

「で、そなたはどう思ったかえ？」

「……よく、分かりません。ですが、斎賀君のような行動──いえ、〝覚悟〟を持つことは、並なみ大たい抵ていの精神力では出来ないと思います。不本意ですが……」

「まあそうじゃろうな。まったく、面おも白しろい可能性を秘めた小僧じゃよ。──って、そなたはいつまで真っ白になっておるのじゃ？　そろそろルナティのところに行く時間じゃろうて。ほれ、しっかりせんか」

「お、おう……」

　ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで、諫斗はルナティの下もとへと向かっていった。




　その後、なんとかショックから立ち直った諫斗は、ルナティとともに廊ろう下かを歩いていた。

「んで、その〝イカロス〟だかって人が、俺に鎧マ霊キ装ナを使えるようにしてくれるのか？　ウナティ」

「……」

「……ウナティ？」ルナティの顔を覗のぞき込む諫斗。

「──えっ？　な、なんなんだ君は!?　こ、今度は私に何をするつもりだ!?」

　脱だつ兎との如ごとく壁まで後退し、ルナティは両りよう腕うでで肩を抱だきながら、顔を赤らめていた。

「いや、何をするつもりだとか言われても……。つーか、何もしたことないだろ？」

「わ、わわわ分かっているぞ!?　き、君のことだから、今すぐにでも私を押し倒たおして……あぅあ～……そ、そうして私は君の子を身み籠ごもってしまうのだ……。で、でも子に罪はない……。名前はどうしよう……男の子ならルナト……女の子ならイサティ……ぶつぶつ」

　蹲り、壁の方を向きながら頭を抱かかえているルナティに、諫斗は困こん惑わくしてしまった。

「なんかよく分かんないけど……最近変だぞ？　ウナティ」

「……この場合、あいつの方が婿むこ養よう子しになるから……ぶつぶつ」

「おーい！　ウナティー！」

「だ、だから〝イサティ〟だと何度も言ってるだろう!?」

「……イサティ？」

「な、何故君がその名を知っているんだ!?　な、なんなんだね君は!?」

「なんなんだねって……。まあなんでもいいんだけどさ……。で、〝イカロス〟って人のところに行くんだろ？」

「ど、どこをどう聞き間違えたら、〝シトラス〟が〝イカロス〟になるんだ……」

　嘆たん息そくするルナティの案内で、大聖堂の一角にある兵技研──すなわち〝兵器開発技術研究局〟へと足を運んだ諫斗たち。

　彼らを出で迎むかえたのは、見るからに〝理系〟というような臭においを漂ただよわせる、渦うず巻まき眼鏡に白衣の男性だった。

　身体からだも瘦そう軀くで、どう見ても不健康そうだ。

「……君が異世界から来たという斎賀諫斗君ですか？」

「あ、はい」

「そうですか。さて、単刀直入に言いますが──解かい剖ぼうしていいですか？」

「おう──って、いいわけねえだろ!?　思わず頷うなずいちまったじゃねえか!?」

「これは失礼。いえね、異世界人なんて私も初めて見るものですから、本当かどうかついバラしてみたいなあと」

「……」

　当然、どん引きの諫斗だった。

「そんなことより、シトラス局長はどこだ？」

「ああ、そういえば局長にご用があったんでしたね。どうぞついてきてください」

　言われ、二人は歩き始めた男性の後をついていく。

　道すがら、辺りを見回してみれば、何やら怪あやしい薬品類が煮にえていたり、透とう明めい度の高い薄うす緑みどりの球体が置いてあったりした。

　球体の中には武器類が浮うかんでおり、傍らにいるのは、全員白衣を纏まとった男性だった。

「なんかすげえな……」

「当然だ。ここには我らの科学力の粋すいが結集しているのだからな」

「どうりで。やっぱりこの世界って、俺の世界よりも遥はるかに科学が発達してるんだな」

「ふっふっふっ」

　何故か勝ち誇ほこったように胸を張るルナティ。

　張るほどの胸がないのが、諫斗的にはなんとも悲ひ哀あいを感じるところだった。

　男性の後をしばらくついていくと、とある扉とびらの上に〝局長室〟と銘めい打うたれたプレートが見えてきた。

　どうやらこの部屋の中に、件くだんのシトラスとやらがいるらしい。

　男性が扉の横に設置されていたフォンに、「局長、斎賀君が見えられました」と告げる。

『……入って』

　フォン越ごしに聞こえたのは、どこか病的な感じの、か細い女性の声だった。

「ではどうぞ。私はここで失礼しますので」

　促うながされると、局長室の扉が横にスライドした。

「感謝する」と礼を述べて歩くルナティに続き、諫斗も軽く頭を下げ、室内に入った。

　が。

「うわあ……」思わず声が出てしまう諫斗。

　しかしそれも頷ける話ではあった。

　──ゴミ屋や敷しき。

　まさにそんな言葉を包装して贈おくりたくなるほど、室内は足の踏ふみ場もないくらい、様々な物資で溢あふれ返っていた。

「相変わらず酷ひどいな……。局長、以前きちんと整理すると仰おつしやっていませんでしたか？」

「……やっぱり面めん倒どうだった。……どうせまた汚よごれるし」

　ぼそぼそと呟つぶやくような小声で話す女性と、ルナティが会話をしている。

　今まで足元が覚束なかった諫斗は、やっとこさ二人の下へと辿たどり着いた。

「さて、一応紹しよう介かいしておくが──彼女はシトラス局長。鎧マ霊キ装ナ化かなどの兵器開発を生なり業わいとしていて、兵技研の局長を務められているお人だ。君は知らないだろうが、立場的には陛下に次ぐくらい高い人なので、粗そ相そうのないようにな」

「お、おう」

「……あなたが自じ称しよう異世界の人？」

　そう眼鏡越ごしに上目で尋たずねてくるのは、ルナティよりも小こ柄がらな体たい軀くの少女だった。

　顔の左半分と頭に巻かれた包帯姿が痛々しいものの、諫斗は彼女の乏とぼしい表情の方が気になっていた。

　良く言えば大人しい感じで、悪く言ってしまえば、根暗なイメージだ。

　あきらかにサイズの合っていない、ぶかぶかでくすんだ色の白衣を羽織っている。

　シトラスは書類群に埋うめ尽つくされたデスクの奥で、静かに腰こしを下ろしていた。

「あ、うん。俺は斎賀諫斗。よろしくな」

「……よろしく。……私はシトラス＝ファファニール」

　挨あい拶さつし、互たがいに握あく手しゆを交かわす。

　握手をして初めて気づいたが、包帯が巻かれているのは、何も頭部だけではなかったらしい。

「それにしても、その怪け我がはどうされたのですか？　先日お会いした時は、そのような包帯を巻いてはいなかったはずですが？」

「……実験に失敗した。……とてもショック」

　残念そうに言いつつも、表情は相変わらずぴくりとも変わらないシトラス。

　本当に残念がっているのかは怪しいところだが、怪我のこともあるので、実験に失敗したというのは事実なのだろう。

「あまり無茶なことはされないでください。実験で命を落とされては、元も子もないのですから」

「……ありがとう、ルナ。……その心こころ遣づかいに感謝する。……やっぱり男が出来ると違ちがう」

「──うなっ!?　だ、だだだ誰だれに男が出来たと仰るのですか!?」

　真っ赤な顔で問いただすルナティに、シトラスは小首を傾かしげた。

「……違うの？　……唇くちびるも許したのに？」

「な、ななな何な故ぜそれを……っ!?」

「……前にルナの様子がおかしいとアークに言われた。……だから控ひかえ室の監かん視し映像を二人で見た」

「みゃああああああああああああああっっ!?」絶ぜつ叫きようしながら床ゆかを転がるルナティ。

　書類や物資が撒まき散らされ、元々なかった足の踏み場が、加速度的になくなっていった。

　若じやつ干かん引き気味の諫斗に、何事もなかったかのようにシトラスが話しかけてくる。

「……それで、自称異世界の人。……あなたに聞きたいことがあるの」

「いや、ウナティはあのままでいいのか……？」

　未いまだに転がり続けているルナティを一いち瞥べつするシトラス。

「……問題ない。……で、あの剣けんの造り方を教えて欲しい」

　しれっとそんなことを言ってくるが、それは無理というものだった。

「うーん、教えてあげたいのは山々なんだけど……。俺は刀を使う方であって、造る方じゃないんだよ」

　その返答を聞いたシトラスは、「……そう」と無表情ながらも落らく胆たんしているようだった。

「……少しでも知っていることはないの？　……あの三万以上の層をどうやって生み出すのか、とか」
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「ああ、それなら詳くわしいやり方までは知らないけど、あれは金属を鍛きたえる際に何度も延ばしては折り返すから出来るらしいぞ」

「……折り返す？　……打ち抜ぬくんじゃないの？」

「えっと、この世界の武器ってのは、打ち抜いた金属で造ってるのか？」

「……そう。……硬こう度どの高い合金に《圧縮》の魄はく術じゆつをかけたものを打ち抜いたりして造るの。……戦せん闘とう中はさらに装者の魄はく導どう力りよくが武器──つまりは鎧マ霊キ装ナに通るから、より強度が増す」

「す、すげえな……。そういえば、確かに強きよう烈れつな一いち撃げきだったもんな……。てか、それに比べたら、俺の刀なんて大したことないんじゃないのか……？」

　自信を喪そう失しつしかけている諫斗に、しかしシトラスはかぶりを振ふって否定した。

「……とんでもない。……あなたの剣ほど何かを〝斬きる〟ということに特化した武器は存在しない。……科学者として頭が下がるほどの執しゆう念ねん」

「おおっ！　さすがじいちゃんの名刀！」

　が。

「……でも文明レベルは低い」

「……いや、まあ確かに古いものだけどさ……」

　なんとも複雑な気持ちの諫斗だった。

「……製法さえ分かれば、きっと再現出来るとは思う。……けれど、現段階ではあれ以上に精せい巧こうな武器は存在しない。……だからあれを鎧マ霊キ装ナ化かすれば、従来よりも強力な鎧マ霊キ装ナが出来るはず」

「そ、それは本当ですか!?」

　意外にも食いついたのは、諫斗ではなく、床を転がっていたルナティの方だった。

　ちなみに彼女の整えられていた髪かみ型がたは、乱れに乱れて誰だか分からなくなっていた。

「……ええ、たぶん。……でも失敗した」

　俯うつむき、包帯の巻かれた腕うでを擦さするシトラス。

「……半信半疑だけど、やっぱり異世界の物質で出来たものは、同じ異世界の人にしか扱あつかえないのかもしれない。……この剣──〝童どう子じ斬ぎり〟は、あなたと一いつ緒しよに鎧マ霊キ装ナ化かさせようと思う」

　デスクの下から見覚えのある布ぬの袋ぶくろを取り出したシトラスは、それを諫斗に手て渡わたした。

「おお、よかった……」

　刀を受け取った諫斗は、まるで愛いとしい者にでも逢あったかのような笑えみを浮うかべ、刀を撫なでていた。

　ロゼッタとの模も擬ぎ戦以降、久しぶりに戻もどってきたからだ。

「……そういえば、今の話で二つほど疑問に思ったことがあったんだけど……」

「……何？」

「まず一つ。その〝鎧マ霊キ装ナ化か〟ってのは、武器と一緒にするものなのか？」

　諫斗の問いに、シトラスはこくりと頷うなずいた。

「……ええ、そう。……その話に関して、まず覚えておいて欲しいのは、鎧マ霊キ装ナ化かの装置が基本的に〝ロストテクノロジー〟だということ」

「ロストテクノロジー？」

「……ええ。……あなたも気づいたと思うけれど、この世界の文明レベルは、場所によって天と地ほどに差がある」

「ああ、確かに言われてみれば……」

「……通常の文明レベルは〝地〟の方にあたる。……他ほかの技術は全すべて古代人が残したテクノロジーを、なんとか解かい析せきして使っているにすぎないの」

「なるほど。だから一部だけ馬ば鹿かに近未来的な感じなんだな」

「……そう。……だから何故武器とともに鎧マ霊キ装ナ化かするようになったのかとか、そういう起源については、正確に答えることが出来ない」

「おう、分かった」

「……ええ。……ところであなたは〝鎧がい核かく適てき合ごう値ち〟について何か知ってる？」

「まあ少しだけな。なんかその鎧マ霊キ装ナ化かだかに必要な資格っていうか、数値なんだろ？」

「……そう。……あなたは例外として、鎧がい核かく適てき合ごう値ちというのは、この世界で女性のみが持ち得ていたもの。……鎧がい核かく──つまりは〝神かみ喰ぐいのコア〟と融ゆう合ごうするために必要な値あたい」

「神かみ喰ぐいの、コア……!?」

　諫斗の眉み間けんに意図せず力がこもる。

「まさか鎧マ霊キ装ナ化かってのは……」

「……あなたが考えている通り。……鎧マ霊キ装ナ化かは、人工的に制せい御ぎよした神かみ喰ぐいのコアを、人と融合させることで、人に神かみ喰ぐいの力を備えさせるためのもの」

「そんな……っ」

　大きく見開かれた双そう眸ぼうには、驚きよう愕がくよりも、むしろ〝怒いかり〟が色いろ濃こく浮かび上がっていた。

「じゃ、じゃあ局長さんやウナティたちも……？」

「ああ。私たちはすでに神かみ喰ぐいのコア──鎧がい核かくと融合している。だから〝魄はく導どう力りよく〟などという超ちよう常じよう的てきな力が使え、一緒に鎧マ霊キ装ナ化かした武器類も、〝鎧マ霊キ装ナ〟という形で取り出すことが出来る。それが私たち〝騎き士し〟と呼ばれる者たちだよ」

　騎士──それは異形と戦うために、自らを異形と化した者。

（つまりウナティたちはもう……）

「──人ではない、とそう思っているのだろう？」

「あ、いや……」

「ふふ、構わんさ。それも私たち騎士が怖おそれられている理由の一つだからな。完全に制御しているとはいえ、その身に人を喰くらいし異形を宿しているのだ。怖れるなと言う方が無理な話さ」

　ふっと自じ嘲ちようの笑えみすら浮かべているルナティだったが、ふいに「……ごめんな」という泣き声のようなものが、室内にか細く響ひびいた。

「えっ……」

　見れば、諫斗が苦く渋じゆうに満みちた表情で俯いていた。

「……ごめん。俺はウナティたちがそうまでして戦いに身を投じてきたとは知らなかった。だから何も知らずに無神経なことばかり言っちまった。本当にごめん……」

　恭うやうやしく頭を下げる諫斗に、ルナティとシトラスはどう反応していいのか分からなかった。

　今まで他人から怖こわがられることはあっても、このように謝られた経験などなかったからだ。

　頭を上げた諫斗は、シトラスに向き直り、凜りん然ぜんとした表情で問うた。

「──局長さん。一度融合したコアを分ぶん離りさせることは出来ないのか？」

「……分からない。……難しいとは思うけど、でも不可能ではないと思う」

「そうか、分かった」

「……君、一体何を考えているんだ？」

　力強く頷く諫斗に、ルナティは恐おそる恐る尋たずねる。

　彼女の問いに、諫斗はやはり力のこもった眼まな差ざしを向けて言った。

「決まってるだろ。この戦いをさっさと終わらせて、ちゃんと皆みんなが人としての生を歩んでいけるようにするんだ」

「それは……」

「〝無理〟かどうかはやってみなけりゃ分からんさ。前に姫ひめさんにも言っただろ？　〝まだ出来てないだけだ〟って」

「そ、それはそうかもしれないが……」

「大だい丈じよう夫ぶさ。なんとかしてみようぜ。俺もお前たちの覚かく悟ごが真しん剣けんだってことを身に染しみてよく分かったからな。だからもう一方的に守るとは言わない。──一緒に戦おう。その上で俺は皆を守れるように頑がん張ばるからさ」

「諫斗……」

「それにな、たとえどんな姿になったとしても、お前らは人間だ。他のやつらがどう言おうと関係ない。俺はそう思ってるし、必ず元に戻してやるから」

「……ま、まあ期待しないで待ってるさ」

　ぽっ、とその白い頰ほおに桜色が宿り、そっぽを向くルナティ。

　彼女は心なしか鼓こ動どうの強くなった胸むな元もとを、無意識のうちに押さえていた。

「──よし、じゃあ早さつ速そくその鎧マ霊キ装ナ化かってやつをやってくれ」

「……それは構わない。……団長からの許可は下りてるし。……でも本当にいいの？」

　相変わらずの鉄仮面だが、諫斗の身を案じてくれているであろう問いに、彼は一いつ切さいの逡しゆん巡じゆんもなく「おう！」と頷いた。

「……分かった。……じゃあついてきて」

　シトラスが席を立った時、諫斗が「あっ」と思い出したように声を上げた。

「……何？」

「いや、もう一つの疑問なんだけど……この刀って〝童どう子じ斬ぎり〟って名前なの？」

「「……」」

　こっちの方が聞きたいという視線をたっぷりと浴びた後、シトラスに「……柄つかの中を見ればいい」と助言をもらった諫斗だった。




　諫斗たちが兵技研でシトラスと会っていた頃ころ。

　ここ団長室では、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きの中、ヴァストールに意見する一人の聖騎士──アークの姿があった。

「そんなに気に入らないのかえ？」

「これは気に入る入らないの問題ではありません。確かに彼の鎧がい核かく適てき合ごう値ちは飛び抜けていますが、だからと言って鎧マ霊キ装ナ化かを行うことには反対です。男性騎士の危険性について、もっと熟考してから判断を下すべきです」

「まあ確かにそなたの申したいことも分かる。じゃが、あの者は決して我らを欺あざむくような輩やからではないぞえ？」

「……何な故ぜそう言い切れるのですか？」

　眉まゆ根ねを寄せるアークに、ヴァストールはどこか嬉うれしそうに言った。

「決まっておろう──あれが真性の〝阿あ呆ほう〟だからじゃ」

「阿呆……？」

「そうじゃ。あの小こ僧ぞうはお人好しにもほどがあるほどの阿呆じゃ。何度誰だれかに欺かれようとも、自らは決して誰かを欺こうとはせぬ──そういう小僧じゃ」

「……」

「それにそなたも気づいたじゃろう？　あの小僧、模擬戦でロゼッタに完敗したと見せかけるために、わざと変な受け方をして、腕を一本犠ぎ牲せいにしおった。あれは相当腕に覚えがなければ出来ぬ所行じゃ。そうまでして女子おなごとの争いを避さけようとする者じゃぞ？」

「……っ」言葉に詰つまるアーク。

　どういう魂こん胆たんかは分からないが、ヴァストールは完全に諫斗のことを信用している。

　ならば今の彼女には何を言っても無む駄だだ、とアークは歯を嚙かみ締しめた。

「それにほれ、小僧にはルナティもついておる。なんだかんだ申しつつも、最近は上う手まくやっとるようじゃしのう。仲良きことは良いことじゃて」

「……」

　ほっほっほっ、と茶化したように笑うヴァストールを、アークは冷たい眼差しで見つめていた。

「──失礼します」

　そして足早に団長室を後にしたのだった。




「……で、これに入れって？」

　引き攣つった顔でそう言う諫斗の眼前には、直径五メートルはあろうかという半はん透とう明めいの球体がそびえていた。

　球体の中には、この薄うす暗ぐらい部屋の中を照らすかのように、ほのかな光を放つエメラルド色の液体が満たされていた。

「……そう。……服は邪じや魔まだから全部脱ぬいで」

「こ、ここでか？」

　戸と惑まどう諫斗に、シトラスは無情にも首しゆ肯こうする。

（全部脱げと言われても……）

　視線をずらしてみれば、その先には腕うでを組みながら球体を見上げている、ルナティの姿があった。

「……うん？　わ、私のことは気にしなくてもいいぞ？　ま、まあだが君が恥はずかしいと言うのならば仕方がない。どうせ鎧マ霊キ装ナ化かには時間がかかるからな。私はまた終わった頃辺りにこっそり……げふんっ。く、来ることにするよ」

「ああ、そうしてくれ……」

　なんだか少々気き疲づかれした諫斗をよそに、ルナティは「で、ではな」とラボを出ていった。

　ルナティが去ったことで、若じやつ干かんの静せい寂じやくに包まれた室内。

　しかしその静寂は、シトラスの「……一つだけ話しておくことがある」という発言で容た易やすくも破られた。

「なんだ？」

「……鎧がい核かくの話。……鎧がい核かくが神かみ喰ぐいのコアだということはもう話したと思う」

「ああ」

「……これからあなたには、その鎧がい核かくと融合してもらう。……けれど、そのためには事前の検査で判明した、鎧がい核かく適てき合ごう値ちに準じた鎧がい核かくを用いなければならないの」

「つまり俺専用の鎧がい核かくがあるのか？」

　静かに頷うなずくシトラス。

「……ただあなたの場合、鎧がい核かく適てき合ごう値ちが〝一万八千〟もあった」

「そ、それはどうなんだ？」

「……ずば抜ぬけて高い」

「へ、へえ……」

　微び妙みように嬉しかったらしく、冷静を装よそおう諫斗の鼻の穴は些いささか膨ふくらんでいた。

「……それで本題はここから」

「お、おう」

「……私もここまで高い適合値に見合う鎧がい核かくを作るのは初めてだった。……鎧がい核かくは神かみ喰ぐいの特性を受け継ついでいるから、同じ鎧がい核かくを捕ほ食しよくして取り込むことで成長──適合値を伸のばしていく。……だからあなた専用の鎧がい核かくを作っていたら、鎧がい核かくの在庫が全すべてなくなった」

「え、えっと……なんかごめん」

「……別に構わない。……今、あの液体の中にはその鎧がい核かくがいて、あなたが来るのを待っている。……ルナも言っていたけど、鎧がい核かくがあなたと融ゆう合ごうするには、約二日ほどの時間がかかるの」

「随ずい分ぶん長いんだな」

「……それは仕方がない。……人と鎧がい核かく、そして武装の三つの異物が一つになるのだから、それ相応の時間がかかるのは当たり前。……あなたの剣けんも、すでに鞘さやごとセット済み」

「ん、分かった」

　小さく息を吐はき、諫斗は覚悟を決める。

　異世界の勇者になりたいと、この一〇年間ただひたすらに修練してきた。

　そして今自分は異世界にいて、皆を守るために人ではなくなろうとしている。

　それが正しいことなのかは、正直分からないけど──でも怖くはない。

　──決めたんだ。

　もう誰にも〝遺書〟なんてものを書かせない世の中をつくるって。

　そのためにこの力が必要だと言うのなら、自分は迷わずその力を受け入れてやる。

　でも本当に親不孝なやつだよな……、と苦く笑しようし、諫斗は衣服を全て脱ぎ捨てた。

「……ぽっ」

「頼たのむからガン見するのやめてくれないか……？」

　伝えれば、シトラスは赤い顔のまま、視線だけを明後日あさつての方へとずらした。

　表情は相変わらずだが、ちゃんとこういう感情表現は出来るらしい。

　そういうところは素す直なおに可愛かわいいと思う諫斗。

「よっしゃ、じゃあまあやるかっ！」

「……ええ。……球体の外がい膜まくに触ふれたら、そのまま前に進んで。……そうしたら中に入れるし、中では呼吸も出来るから」

「おう、分かったよ」

「……後はこちらからスリープ状態にさせるから、あなたは何も苦痛に感じることはない。……段々眠ねむくなって、起きたらもう終わっているから」

「はは、そりゃ助かる。手術みたいなもんだな」

「……ええ、そう。……スリープは念のため。……昔は意識のある状態で鎧マ霊キ装ナ化かさせていたみたいだけど、苦痛で自ら命を絶った人もいたらしいから」

「そ、そうなのか……？」

「……ええ、そうなの。……それじゃあ行ってらっしゃい」

「い、行ってきます……」

　覚悟が揺ゆらぎそうになった諫斗だった。




　諫斗が鎧マ霊キ装ナ化か用の球体に入ってから五時間ほどが経たち、やっとこさシトラスはコンソールから手を離はなした。

「……ふう」

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで球体を見上げるシトラス。

　球体の中では、全ぜん裸らの諫斗が、まるで母の胎たい内ないで羊水に浸つかる赤子のように、背を丸めて眠っていた。

　見れば、彼の身体からだはサナギのような膜にすっぽりと覆おおわれている。

　バイタルも安定しているし、ここまでくればとりあえずは一安心だろう。

　男の鎧マ霊キ装ナ化かは自分にとっても初めての経験だったが、後はこのまま融合が順調にいってくれればと思う。

　それにしても……、とシトラスは諫斗のバイタルが記録されているディスプレイに、再び視線を落とした。

　鎧がい核かく適てき合ごう値ち一万八千──この異常なまでの数値には本当に驚おどろかされた。

　もちろん適合値が馬ば鹿かみたいに高いからと言って、それがそのまま戦せん闘とう力に繫つながるわけではない。

　ルナティの時は四千二百程度だったし、聖せい騎き士しのアークだって、諫斗の三分の一以下──五千五百相当だった。

　過去最高の適合値保持者でさえ、七千ちょいくらいだったのに、諫斗はその倍数を軽く凌りよう駕がしている。

　異世界人というのは、この世界の住人よりも鎧がい核かくとの相あい性しようがいいのだろうか。

「……とりあえず静観」

　そう呟つぶやき、シトラスは席を立った。

　何か異常が起これば警報が鳴るし、後は終わるまで放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　白衣を翻ひるがえらせたシトラスはドアまで歩き、最後に今一度その薄暗い室内を見み渡わたした。

　と。




「──入るぞ」




　突とつ如じよとしてドアが開き、こつこつと乾かわいた音を響ひびかせながら、一人の騎士が室内へと大おお股またで入ってきた。

「……団長？　……どうしてここに？」

　シトラスの問いかけを背に受けながら、騎士ことヴァストールは、鎧マ霊キ装ナ化か用球体の中で眠る諫斗に視線を送る。

　かと思えば、コンソールに目を移し、慣れた手つきで操作して、

『スリープモードを解除しますか？　Ｙ／Ｎ』

　迷わず〝Ｙ〟のボタンを押した。

「……団長!?」

　駆かけ寄ってきたシトラスを「よい」と手で制すヴァストール。

「この異世界人には、間ま違ちがいなく〝あれ〟を使用したのじゃな？」

「……ええ。……でもストックの鎧がい核かくを全て使っても、起こすのが精せい一いつ杯ぱいだった」

「そうか。じゃがそのくらい寝ね坊ぼ助すけの方がよいわ」

「……何な故ぜスリープの解除を？」

　横に並んだシトラスに尋たずねられ、ヴァストールは一いつ拍ぱく置いてから告げた。

「──足りぬからじゃ」

「……足りない？」

「そう、足りぬ。小こ僧ぞう自身も申しておったが、妾わらわも小僧が自らの力だけでこの世界に来たとは、到とう底てい思えぬのじゃ」

「……やはり団長も何かしらの〝力〟が働いていると考えているの？」

「うむ。でなければ、〝あれ〟の封ふう印いんを解いたりはせぬ。妾は小僧の〝可能性〟に賭かけてみたくなったのじゃ」

「……それでスリープを解き、彼の可能性を試ためそうと？」

「まあそんなところじゃ。寝起きとは申せど、〝あれ〟とスリープなしでの融合など、通常ならば出来ぬじゃろうからな」

「……確かに。……異世界の人には言わなかったけれど、苦痛の度合いは鎧がい核かくの等級が高ければ高いほど強くなる。……過去の記録では、スリープなしでＢランク級クラスの鎧がい核かくと融合を成功させた者はいない」

「ならば小僧は死ぬかもしれぬな」

「……ええ。……通常ならば間違いなく死ぬ」

「じゃがスリープは騎士を弱くさせた──違うか？」

「……それは恐おそらく事実。……過去の記録に残る聖騎士の数は、今とは比にならないほど多い」

　途と端たん、くくっとおかしそうに笑うヴァストール。

「つまり小僧の鎧マ霊キ装ナ化かが成功すれば、この地上で最強の騎士が生まれるやもしれぬな」

「……その可能性は否いなめない。……でももし失敗したら？」

　シトラスの問いに、ヴァストールは笑えみを消し、冷めた表情でこう告げた。




「──その時は小僧もそれまでじゃったということじゃ。〝あれ〟に喰くわれ、未み来らい永えい劫ごう〝あれ〟の一部となる──ただそれだけのことじゃよ」




「……そう」

「妾を冷れい酷こくじゃと思うか？」

「……上に立つ者に決断力は必要不可欠」

「そうじゃな。そう申してくれるそなたを、妾は素直にありがたく思うぞ」

「……構わない。……あなたには返しきれない恩があるから」

「……そうか。では妾はゆるりと待つとしようかのう──〝勇者の帰き還かん〟とやらをな」

「……分かった。……じゃあこの部屋には誰だれも入れないようにしておく」

「うむ。頼むぞ、シトラス」




（……熱い）

　身体中を苛さいなむ不快感の中、諫斗はぼんやりと目を覚ました。

　未いまだ覚かく醒せいしきれていない意識の中で、わけも分からず薄うす目めを開ける。

　起きた時には全てが終わっていると、シトラスは言っていた。

　ということは、自分の鎧マ霊キ装ナ化かはもう済んだのだろうか。

　そんなことを考える諫斗だったが、どうにも様子がおかしいことに気づく。

（……暗いな）

　何も……見えない。

　薄くだが、自分は確かに目を開けているし、瞬まばたきだってしている。

　それなのに、視界になんの景色も映ってこない。

　……ここはどこなのだろう。

　自分はどうなってしまったのか……分からない……。

（それにしても熱いな……）

　身体中がまるで沸ふつ騰とうしているかのような感じだ。

　ルナティたちも皆みんなこういう経験をしたのだろうか。

　だったら自分も我が慢まんしないといけないよな。




　──……ラエ。




（……？）

　今何か声のようなものが聞こえた気がした。

　気のせい……いや、確かに聞こえる。

　──喰ラエ。

（……喰らう？　何を？）

　──仇あだナス全すべテ。

（……何故？）

　──絶対ノ高ミニ在あルタメ。

（……お前は一体……）

　朦もう朧ろうとした意識の中で狼ろう狽ばいする諫斗に、しかしその声は語りかけ続ける。

　──喰ラッテ喰ラッテ喰ライ尽つクセ。

　──ソウスレバ貴様ニ力ヲ与あたエテヤル。

　──貴様ノ意志デ我ヲ受ケ入レルノナラバ、コノ脆ぜい弱じやくナ〝楔くさび〟ナド何ノ意味モ持タヌ。

（……力……）

　──ソウダ。

　──貴様ニ仇ナス全テヲ喰ライ、ソシテ我ヲ受ケ入レヨ。

　──我ガ力ヲ全テ貴様ニクレテヤル。

　──貴様ノ望ム力ヲクレテヤル。

　──我ガ首ヲ斬きリ落トシシ剣けんヲ持ツ貴様ナラバ、彼ノ者ノ血ヲ引ク貴様ナラバ、我ガ〝器うつわ〟トナルニ相応ふさわシイ。

　──ダカラ我ヲ──……。




「……あれ？」

　おぼろげに瞳ひとみを開ければ、視界に白はく亜あの天てん井じようが映り込んできた。

　何か夢を見ていた気がするが、さっぱり思い出せない。

　ここはどこだろうか……、と辺りを見渡せば、どうやらベッドの上に寝ねかされているということが分かった。

　微かすかに臭におう薬品類の香かおりから鑑かんがみて、恐らくここは医務室か何かなのだろう。

「うっ……」

　身体を起こそうとするが、途端に激しい倦けん怠たい感に襲おそわれ、また横になる。

　何かしらのリスクがあるとは思っていたが、やはりまだ身体が順応しきれていないのかもしれない。

　と。




「──や、やっと目が覚めたか！　こ、この寝坊助め！」




　聞き覚えのある澄すんだ声が室内に響き渡わたり、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女と視線が合った。

「ウナティ……？」

「ルナティだ。まったく……一度くらいちゃんと呼んでくれてもいいのに……」

　やや口を窄すぼめながら、ルナティは綺き麗れいに揃そろえられた前まえ髪がみをいじる。

　彼女の頭とう髪はつは触さわる度たびに、爛らん々らんとまるで純金のような輝かがやきを放っていた。

　ちなみに彼女の発した言葉は、途中から声量が小さくて、諫斗の耳には届いていなかった。

「……と、それはいい。そ、それより身体からだの調子はどうだ？　さっきまではアークが看みていてくれたようなのだが、起きる気配がまったくないと聞いていたのでな」

「ああ、なんか凄すごくダルいけど、他ほかは大丈夫だよ」

「そ、そうか。……本当によかった」

「うん？」

「い、いや。まあ最初は誰でもそんなものだ。もうしばらく休んでいればいいさ」

「おう、そうさせてもらうよ」

　諫斗が再び瞳を閉じようとすると、ふいにふわりと心ここ地ちよい香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　何かと思えば、ルナティがベッド脇わきの椅い子すに腰こしを下ろし、何やら危なっかしい手つきでリンゴらしき果くだ物ものの皮を剝むいていたのだ。

「……何やってんだ？」

「見ればっ……分かるだろう？　君のために……ああっ……これを……ぬう」

　むきむきざくっがりっびちゃっ──。

「……ふう、完かん璧ぺきだな。ほれ、食え」

「いや、食えって……」

　このまさしく〝Ｉ〟と形容出来る物体のどこを食えと言うのか。

　いや、確かに皮を剝いていたはずなのに、途中から実の方まで削そぎ落としていたのは知っていたけど……。

「ほ、ほらっ」

　やたらと可愛かわいい笑顔で、いわゆる〝芯しん〟のみを差し出してくるものだから、諫斗としても素す直なおに受け取ることしか出来なかった。

「じ、実は私は意外ともったいない精神の持ち主でな」

　そんなことを言いながら、削ぎ落とした実の方を咀そ嚼しやくするルナティ。

「……」

　とりあえず気にしないことにした諫斗だった。

　なんとか上体を起こし、芯に残った僅わずかな実を味わいながら、諫斗は先ほどから疑問に思っていたことを問う。

「なあ、ウナティ」

「なんだ？　……もぐもぐ」




「いや──なんでお前泣いてるのかなって」




「えっ……？」

　言われて気づいたらしく、ルナティは双そう眸ぼうに溜たまっていた涙なみだを袖そでで拭ぬぐった。

「べ、別に大した理由ではない。……ただ少し昔のことを思い出しただけだ」

「昔のこと？」

　尋たずねられ、ルナティは「……ああ」と肩かたを落とし、沈しずんだ表情で語り始めた。

「元々私が騎き士しになったのは、母を殺した神かみ喰ぐいどもに復ふく讐しゆうするためだったんだ」

「……」

「だから訓練生時代、私はただ目の前の敵を倒たおすことだけを考えていた。やつらを駆く逐ちくすることで、私は母の仇かたきを討うっている気になっていたんだ」

　自じ嘲ちようの笑みすら浮うかべ、語り続けるルナティに、諫斗は無言で耳を傾かたむけていた。

「当然、周りから見れば、私の行動はただの独断専行。訓練生にしては高かった戦せん闘とう力に、憧あこがれを抱いだいてくれる者たちもいたが、私は周囲のことなど考えてはいなかった。〝神かみ喰ぐいを殺す〟──ただそれだけを考え、槍やりを振ふり続けていたんだ」

　そして……、とルナティは拳こぶしを握にぎる。




「──私の身勝手な行動が原因で仲間を……いや、友人を……死なせてしまった……っ」




　声を震ふるわせ、大おお粒つぶの涙を何度も滴したたらせるルナティ。

「彼女は同期で、私と歳としも同じで……。でも才能には恵めぐまれていなくて……。ずっと努力してきたのに……。なのに私なんかを庇かばって……。あんなに冷たくした私に……いつも明るく声をかけてくれていたのに……。私は……私は……っ」

「……」

「何な故ぜかは分からない……。だが君の寝ねす姿がたが、あの時の意識を取り戻もどさない彼女と重なってな……。つい涙が出てしまったんだ……」

　拭っても拭っても溢あふれ出てくる涙を、ルナティは必死に堪こらえようとしていた。

「私は馬ば鹿かだったよ……。目先のことに囚とらわれて、母が教えてくれたことさえ忘れていたんだ……。いつも聞いていたはずなのに……。自分の力は、〝守るべき者を守るための力〟だという、母の……言葉を──んぐっ!?」

　いきなり削ぎ落とした実のかけらを口に突つっ込まれ、ルナティは眉み間けんをハの字にした。

　もちろんやったのは、にっと歯を見せる諫斗だ。

　いいから聞けと言わんばかりに、諫斗は実を食べるよう促うながす。

「悪かったな。なんか変なことを思い出させちまって」

「……っ」ぶんぶんと首を横に振るルナティ。

「おう、ありがとう。でももういいんじゃないか？」

「？」

「お前は十分反省して、今はしっかりと騎士の務めを果たしている。それなのに、いつまでも自分を責めて泣いてたら、その子もお前のお母さんも、心配で生き返っちまうだろ？」

「いや、それはさすがにないと思うが……」

　咀そ嚼しやくしていた実を飲み込み、ルナティは俯うつむきながら言う。

「まあなんだ、難しいことはよく分かんないけどさ、大事なのは〝繰くり返さないこと〟だと思うぞ」

「繰り返さないこと……？」

「ああ。俺が見る限り、ウナティは仲間思いのめっちゃいいやつだし、真ま面じ目めで優やさしい立派な騎士だ。だったらお前がやることは、いつまでも過去の自分を責めることじゃなくて、お母さんの言葉通り、〝皆みんなを守るために力を使い続けること〟なんじゃないのか？」
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「そ、それは……」

「なっ？　だからそうやって泣くのは、もうこれで最後にしようぜ。そんで一いつ緒しよに戦おう──皆を守るためにさ。きっと二人とも、お前の笑え顔がおを見たいはずだしな」

「……うん」

　頰ほおを朱しゆに染め、ルナティは潤うるんだ瞳で諫斗に熱めの視線を送る。

　そんな彼女に対し、諫斗も屈くつ託たくのない笑顔を向け続けていた。







　三　神かみ喰ぐらい







　諫いさ斗とが大聖堂内のラボで鎧マ霊キ装ナ化かしてから一週間が経たった。

　ルナティが見み舞まいに来てくれた日こそは横になっていたものの、翌日には驚きよう異いの回復力を見せ、午後からは訓練にも参加した。

　最初は生まれて初めて得た、〝魄はく導どう力りよく〟という異能の力に振り回されたりもした。

　しかしそれも二回目、三回目と訓練を重ねていくことで、段々と力の制せい御ぎよも出来るようになった。

　そして現在──模も擬ぎ戦せん闘とう用のフィールド内では、ダミーの神かみ喰ぐいを相手に、流星が如ごとき激しさを以もつて戦う諫斗の姿があった。

　魄はく導どう力りよくで身体能力を強化し、凄すさまじい速力でダミーに斬きりかかっていたのだ。

「はあああああああああっ！」

　咆ほう哮こうとともに繰り出された怒ど濤とうの斬ざん撃げきで、ダミーの神かみ喰ぐいが粉こな微み塵じんになって消える。

「……ふう。まあこんなもんか」

　着地と同時に納刀し、一息吐つく諫斗。

　一連の戦闘を傍はたから眺ながめていた他ほかの訓練生たちは、野次馬の騎士たちとともに、息をすることすら忘れてしまっていた。

　戦闘の激しさもさることながら、〝強い男〟というものを初めてその目にしたからだ。

　以前模擬戦で見た時とは、雲うん泥でいの差とも言える強さの諫斗に、騎士たちからも驚おどろきの声が上がる。

「あの馬鹿みたいな剣けん速そくはなんだ……」

「鎧マ霊キ装ナ化かしただけであんなにも変わるものなのか……？」

「男の騎士か……」

　だが聞いた感じ、諫斗に対する評価も微び妙みように変化しているようだった。

　と。




「──それがお前の実力ってわけか？」




　タオルを投げつけながら、ロゼッタが憤いきどおりを孕はらんだ声こわ音ねで言ってきた。

　彼女の傍かたわらには、涼すずしい顔のメナスもいた。

　一言お礼を言った後、諫斗はタオルで汗あせを拭ふき始めた。

「確かお前は、あたしたちとは戦わねえが、神かみ喰ぐいどもはぶっ殺すって言ってたよな？」

「ああ、そうだぞ。でも今は少し違ちがうな」

「……何？」

「なんと言われようと、俺の中では女を守るのは男の役目だ。それは今後何があっても変わることはない。でも局長さんと話した時、俺はお前らの覚かく悟ごの深さを知った。だからもし今度模擬戦があったなら、俺も本気でそれに望もうと思う。まあ刀は使わないけどな」

　諫斗の話を聞いたロゼッタは、以前と同じように「ああああああっ!?」と両手で頭を搔かきむしった。

「てめえのそういうところが胡う散さんくせえっつってんだよ！　本気でやるのに武器は使わねえだ!?　馬鹿にすんのもいい加減にしろっ！」

「いや、馬鹿にしてるつもりはないって。俺はただ」

「もういいっ！　てめえと話してるとこっちまで胡散臭くさくなりそうだ！　──おい、メニィ！　こんなやつ放ほっといて行こうぜ！」

　憤ふん慨がいして大おお股またで去っていくロゼッタに、メナスも続こうとしたのだが、彼女は途と中ちゆうで足を止め、振り返った。

「──斎さい賀が君。ロゼはああ言いましたけれど、私は自分を犠ぎ牲せいにしてまで、それを貫つらぬこうとするあなたを、少しだけですが認めています。でも勘かん違ちがいはしないでくださいな。本当に少しだけですからねっ」

　言って、メナスはスカートの裾すそを上げて一礼した後、小走り気味にロゼッタの後を追っていった。

「……ありがとな」

　メナスが残した言葉に、ほのかな温かさを覚えた諫斗だった。




　それからたっぷりと汗を流した諫斗が、訓練を終えて廊ろう下かを歩いていると、ふいに館内放送が流れた。

　それは彼が所属する、エストーナ小隊を招集するための放送だった。

　呼び出しから数分の後、第三ブリーフィングルームには、副隊長のアークをはじめとした小隊員＋αの姿があった。

　アーク、ルナティ、ロゼッタ、メナス、諫斗（補欠）、そしてシトラスの六人である。

　局長であるシトラスがいることで、一同は諫斗関連の議題だと即そく座ざに理解した。

　ルーム内は最低限の机や椅い子すなどの簡素な造りだったが、それでも優に五〇人は収容出来る広さを誇ほこっていた。

　正面には大型のディスプレイが設置され、現在進行形でヴァリエニス王国を中心とした、詳しよう細さいな地形図が映し出されていた。

「──さて、今回ここに集まってもらったのは、他でもない勇者君の初実戦についてよ」

　室内にいた全員が着席したことを確かく認にんしたアークが、登とう壇だんした後に告げる。

「おお、ついに実戦かっ！」

　テンション高めな諫斗とは違って、ルナティの方は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめていた。

「じ、実戦って……。まだ鎧マ霊キ装ナ化かしてから一週間ほどしか経っていないんだぞ？」

「ええ。通常ならば一ヶ月ほどは調整期間として扱あつかわれるのだけれど、彼の成長具合から判断した結果だそうよ」

「確かに戦せん闘とう力で言うなら、実戦に出ても申し分ないとは思うが……。しかしまだ魄はく術じゆつも覚えていないし……」

　腕うでを組んで唸うなるルナティの眉間には、すこぶるしわが寄っていた。

　戦闘力の高さと生存率の高さは、必ずしも比例するわけではないと、彼女自身よく分かっていたからだ。

「ふむ……」

　だがネガティブに考えていても、物事は決して上う手まくはいかない。

　一いち抹まつの不安を残しつつも、ルナティは前向きに考えることにした。

「まあいいんじゃねえの？　小隊でサポートってことみてえだし。それにそいつはめちゃくちゃ強いんだろ？」

　模擬戦で手を抜ぬかれたロゼッタは、当然のことながら不ふ機き嫌げん極きわまりない投げやりな返事だった。

「そうね。皆ももう知っているとは思うけど、彼は自じ称しよう異世界人であり、男性初の騎き士し訓練生でもあり、かつ鎧マ霊キ装ナ化か成功者でもあるの」

「はっはっはっ、実はそうなんだぜ！」

「うるさいぞバカ勇者！　人が話している時は大人しく聞いていろ！」

　ルナティに一いつ喝かつされ、諫斗は口を窄すぼめて小さくなった。

　そんな二人の様子に嘆たん息そくしつつ、アークは話を続ける。

「……それで今回は初めてだから、主にヴァリエニスの外部防ぼう御ぎよ壁へき付近にいる、Ｅランク級辺りを掃そう討とうしようと思っているわ。それと、シトラス局長がデータ収集のために同行することになっているから」

「……よろしく」

　シトラスの言葉に続いて、全員が軽く会え釈しやくをする。

「他に何か意見とかあるかしら？」

　アークが隊員たちを見回すと、その言葉を待っていたかのように、ルナティが機き敏びんに手を挙げた。

「はい、ルナ。何かしら？」

「ああ。鎧マ霊キ装ナ化かから一週間程度なら、まだこいつは神かみ喰ぐい本来の倒たおし方を知らないはずだ。一応説明しておいた方がいいと思う。とくに〝コアの捕ほ食しよく〟についてはな」

「コアの捕食？」

　小首を傾かしげる諫斗に、アークは「そうね。じゃあそこら辺を説明しておきましょうか。──局長、お願いします」とディスプレイに向き直った。

　ディスプレイに映っていた地形図が、怪かい異い的な生物の画像に移り変わる。

「うわあ……」

　どん引きしている諫斗の眼前に映し出された三体の生物の姿は、なんとも気味の悪いものだった。

　現在確認されているという、Ｅランク級に属される神かみ喰ぐいだ。

　一応教科書に絵が載のっていたのだが、これほど詳細なものではなかった。

　こいつらの行動原理は、主に〝食しよく欲よく〟のみで、知性は欠片かけら程度しかないという。

　一体目の体長は一メートルほどで、甲こう殻かく類るいにも似た胴どう体たいから、多関節の足が八本ほど生えている。

　頭部という頭部は見当たらなく、胴体の前方に鋭するどい歯し牙がを剝むき出しにした、口のような器官が備わっていた。

　名前は〝タラン〟というらしい。

　二体目は、同じく体長一メートルほどで、鳥人型とでも言えばいいだろうか。

　両手足が翼つばさのような感じになっており、真しん紅くの大きな瞳ひとみと、さらに巨きよ大だいな大おお顎あごが特とく徴ちよう的だ。

　名前は〝ザーフェ〟というらしく、浮ふ遊ゆうするタイプの神かみ喰ぐいだ。

　最後のＥランク級は、〝オクトーバ〟という名前で、これは軟なん体たい動物のような感じだ。

　中心に袋ふくろ状じようの頭部があり、その周りを何本もの触しよく手しゆが覆おおっているというものである。

　触手を合わせた全長は、優に三メートルを超こえるという。

「……まず神かみ喰ぐいというのは、大まかに二つに分けられる。……握にぎり拳こぶし大くらいの本体──〝コア〟と、それを守る〝外がい殻かく〟の二つ」

　その小さな両手を開いたり閉じたりし、シトラスは説明を続ける。

「……本体であるコアの力が強ければ強いだけ、外殻もより強きよう靭じんなものを形成することが出来る。……コアの力を上げるには、他の神かみ喰ぐい──つまりはコアを捕食して、自らの糧かてとしなければならない」

「……共食い？」

「……そう、分かり易やすく言えば〝共食い〟。……これはコアを元に生成された私たちの〝鎧がい核かく〟も同じで、鎧マ霊キ装ナを使って神かみ喰ぐいのコアを捕食し、魄はく導どう力りよくを上げることが出来るの。……もちろん神かみ喰ぐいの方も、私たちの鎧がい核かくを捕食することだって出来る」

「ふむふむ」

「……厄やつ介かいなのは、神かみ喰ぐいはコアを捕食しない限り、何をしても殲せん滅めつさせることが出来ないということ。……そして外殻は、鎧マ霊キ装ナと同様に魄はく導どう力りよくが通っているから、通常兵器ではほとんど傷をつけられないということ」

「だから鎧マ霊キ装ナを使うのか」

「……そう。……これが私たちのような騎士でしか、神かみ喰ぐいと戦えないという理由の一つ。……どんなに外殻を破は壊かいしたとしても、コアを叩たたかない限りは、また周囲の生物を取り込んで再生する」

「再生か……。確かに厄介だな」

「……ええ。……だから神かみ喰ぐいを倒すには、積極的にコアを捕食、または魄はく術じゆつで隔かく離りしなければならない。……後ほど鎧がい核かくとして生成するために」

「なるほど。それでそのコアを捕食するためには、具体的にどうすればいいんだ？」

「……それは簡単。……外殻に守られていないコア自身は脆ぜい弱じやくだから、ただ鎧マ霊キ装ナで斬きりつけるなり貫くなりすればいい。……後は勝手に鎧マ霊キ装ナがコアを吸収して、私たちの中にある鎧がい核かくの糧となるから」

「よし、分かった。要は攻こう撃げきしまくって、動かなくなったところで本体をずばっとやってやりゃあいいんだな？」

「……端たん的てきに言えばそう。……コアの場所が分かるのなら、外殻の上から一気に貫くという手もあるけれど、なかなかそう上手くはいかない。……だから異世界の人は普ふ通つうに戦えばいいと思う」

「了りよう解かい。てか、どうでもいいけど、コアの〝鎧がい核かく〟と、外側を覆ってる〝外殻〟が同じ呼び方で分かりづらいな……」

「……そこら辺は感覚で判断すればいい。……じゃあコアの捕食については、これで最後にする。……私たちはこの殲滅の仕方のことを、〝神を喰くった者を喰らう〟という意味合いを込こめて、〝神かみ喰ぐらい〟と呼んでいる。……覚えておくといい」

「神かみ喰ぐらい、か。分かった」

「……ええ。……じゃあ具体的な作戦行動については、アーク副隊長に任せる」




　作戦会議の末、行動開始は明朝ということになった。

　陣じん形けいとしては、ルナティを筆頭として、諫斗とロゼッタの前衛組で対象を叩く。

　魄はく術じゆつをメインとしているメナスと、データ収集を目的としているシトラスは、副隊長であるアークの庇ひ護ごの下もと、後衛として配置される。

　たとえ相手が最下級のＥランク級であろうとも、戦場では予期せぬ事態が起こるのが常である。

　そこら辺も全すべて踏ふまえた上での作戦かつ陣形だ。

　作戦会議を終え、自室へと戻もどった諫斗は、禁止行こう為いと知りながらも、己おのが鎧マ霊キ装ナ──童どう子じ斬ぎりを顕けん現げんさせていた。

　鞘さやごと鎧マ霊キ装ナ化かさせたのだが、今は刀の方だけを握っている。

　というのも、帰りがけにルナティから聞いた話が、未いまだに尾おを引いていたからだ。




『──鎧マ霊キ装ナには〝クラス〟があってな。ランクの高いコアを神かみ喰ぐらいすることで、クラスが上がり、その形態が変化するんだ』




　そうルナティは話してくれた。

　彼女の槍やりも、元々は家に代々伝わる普通の槍で、神かみ喰ぐらいを繰くり返したことで、次し第だいに純白になっていったのだと。

「だったらこいつも……」

　いつかは今ここにあるこの形状とは、異なる形状へと変化してしまうのだろう。

　刃は紋もんの波打つ刀身を眺ながめながら、ふとそんなことを思う。

　すでに鍔つばの部分が少々変わってしまったが、この童どう子じ斬ぎりは元々じいちゃんが大切にしていたもので、自分のものではない。

　しかもこいつは斎賀の家に代々伝わる家宝でもあるのだ。

　もし元の世界に帰ることがあったなら、間ま違ちがいなくじいちゃんに殺される気がする……。

「うへぇ……」

　身み震ぶるいしてしまった諫斗は、今一度その刀身を目に焼きつけるかのように見つめた後、部屋の灯あかりを落とした。




　翌日の早朝。

　諫斗たちエストーナ小隊は、ヴァリエニス王国をぐるりと囲う、外部防御壁の南側に通ずる、エレベータの前に集合していた。

　外部防御壁というのは、特とく殊しゆ合金で出来た高さ三〇メートルほどの強固な防壁のことだ。

　それだけでもかなりの防御力を誇ほこっているのだが、有事の際はさらに諫斗のいた監かん房ぼうと同系統の結界術式が、大規模に張られるのだ。

　ただそれだけ完かん璧ぺきに防御壁を展開したとしても、せいぜい防げるのがＢランク級までだという。

　神かみ喰ぐいという異形の恐おそろしさに、改めて怖おぞ気けが走りそうな諫斗だった。

　ヴァリエニスをはじめとした国々の多くは、ドーム状の防御壁内に居住を構えている。

　防御壁上部は〝大天てん蓋がい〟と呼ばれ、近辺にいる神かみ喰ぐいの状じよう況きようによって、開かれたり閉じたりする。

　なるべく陽ひの光で国中を照らしたいと考えているウェイレンにより、ヴァリエニスの大天蓋開閉率は、周辺諸国の中で最も高い。

「離はなれすぎた時は、各自《念心》の魄はく術じゆつを使うこと。勇者君はまだ覚えていないと思うけど、《念心》は初歩の魄はく術じゆつでもあるから、余よ裕ゆうがあったら試ためしてみてね。やり方は魄はく導どう力りよくを使うのと大して変わらないわ。声を飛ばすようにイメージすることが大事よ」

「お、おう」

「さてと、それじゃ戦せん闘とう中の指示は私が出すから。分かっているとは思うけど、自分勝手な行動は厳禁よ？　自分だけならまだしも、小隊の仲間たちまで巻き込むことになるからね」

　アークの言葉に、皆みんなが真しん剣けんに耳を傾かたむける。

「作戦も大事だけど、生き残ることが最優先。どうしても無理だと感じた時は、素す直なおに退たい却きやくすること。いいわね？」

「「「「了解っ！」」」」「……了解」

「よろしい。じゃあ行きましょうか。──エレベータを起動してもらえるかしら？」

『分かりました』

　エレベータのフォンを通じて、防ぼう御ぎよ壁へき警護担当の騎き士しから返答が入る。

　直後、地鳴りのような音を轟とどろかせながら、眼前の扉とびらが真ん中から割れ、左右にそれぞれスライドしていった。




「うおぉ……」

　この世界に来てから、ヴァリエニス王国の外に一度も出たことがなかった諫斗は、初めてその光景を目まの当たりにした。

　諫斗の中では、ひたすらに青い空と、優やさしい風になびく青々しい草原がどこまでも続いていると思っていたのだ。

　が、予想とは反して──眼前の世界は酷ひどく空くう虚きよだった。

　遥はるか彼方かなたにそびえる山々も、地じ肌はだが剝き出しになっており、ところどころに人工物と思われるものが朽くちた様が見えた。

　空気はやたらと澄すんでいるのに、地上にあるほぼ全てのものだけが、無残にも破壊し尽つくされていたのだ。

「酷いな……。これが全部神かみ喰ぐいの……」

「そうだ。この地上に最も早はや人類の居場所はほとんど存在しない。だから私たちは防御壁の中に身を隠かくし、いずれ地上をやつらの手から取り戻そうとしているんだ」

「……そうか。事態は俺が思っているよりもずっと深刻なんだな……」

「……でもまだ希望はある。……私たちが生きているのが何よりの証しよう拠こ」

〝希望〟という言葉を聞き、諫斗の身体からだに些いささかの力が入る。

　この世界の人々が築き上げてきた文明は、人を喰らいし異形の獣けものによって破壊し尽くされた。

　けれど、人々は希望を捨てず、いずれ防御壁の外で暮らせる日が来ることを、心から願っている。

「──よしっ」

　丹たん田でんに力を込こめ、諫斗は気分を一新させる。

　自分がこの世界に来たのは、その日を来させるためだと言っても過言ではないのだから。

「ふふ、君も少しは成長したようだな」

「まあ勇者だからな」

　相好を崩くずす諫斗に、「そのすぐ調子に乗るところさえなければな……」と呆あきれつつも、口元を綻ほころばせるルナティだった。




　アークの指示に合わせて行動を開始した諫斗たちは、外部防御壁に沿って時計回りに移動していた。

　ルナティが先導し、それに諫斗とロゼッタが併へい走そうして続く。

　その後ろをメナスとシトラスが追い、しんがりをアークが務めるという件くだんの陣形だ。

　なんでもこの周辺に現れる神かみ喰ぐいどもは、防御壁の中に、いわゆる〝餌えさ〟がたんまりといることを知っているという。

　だから頻ひん繁ぱんに防御壁を突とつ破ぱしようと現れるらしい。

　もちろん突破などさせるわけにはいかない。

　ゆえに外部防御壁警護の騎士と、内部防御壁警護の騎士、そして大天蓋警護の騎士たちが、二四時間態勢で任務に就ついている。

　今回はその任の一つを、諫斗の初実戦のためだけに、少しだけ譲ゆずってもらったのだ。

　初の実戦ということもあり、やや緊きん張ちようした面おも持もちの諫斗。

　しかしその気持ちは、五分ほど外部防御壁の外周を移動した辺りで、一気に吹ふき飛んだ。

　先のディスプレイで見たＥランク級──〝タラン〟を二体発見したからだ。

　だが一体は、コアを捕ほ食しよくされてしまったのか、微び動どうだにしていなかった。

「敵対象を確かく認にんしたから、これから戦闘行動に移るわ。勇者君とロゼで対象を攻撃。ルナは二人の援えん護ごをしつつ、行動を停止しているもう一体に注意を払はらって。それから私を含ふくめた残りの三人は、散開して対象を三方向で囲みつつ、周囲の警けい戒かいをお願い」

「「「「了解っ！」」」」「……了解」

　後方から聞こえてきたアークの指示に全員が頷うなずき、即そく座ざに行動を開始する。

「はあああああっ！」

　突とつ進しんの勢いをそのままにして、ルナティの鋭するどい突つきがタランの口元付近に深々と突き刺ささる。

「──キギャアアアアアアアアッッ!?」

　瞬しゆん間かん、タランはこの世のものとは思えない悲鳴を上げた。

　ルナティは勢いを殺さずに跳ちよう躍やくし、まるで棒ぼう高たか跳とびの選手が如ごとくタランの頭上を飛び越こえ、向こう側へと着地した。

　ルナティと同じく、すでに鎧マ霊キ装ナを顕現させていた諫斗とロゼッタは、続くように二方向からの斬ざん撃げきと蹴しゆう撃げきを叩たたき込む。

「ケギャキャヤアアアアアアアッッ!?」

　諫斗の斬撃でタランの脚あしが三本吹き飛び、ロゼッタの蹴撃がその剝むき出しの歯し牙がを粉々に破は砕さいさせる。

　諫斗たちの周囲にはメナス、シトラス、アークの姿があった。

　それぞれ薄うす桃もも色いろのレイピア、データ収集用の小型機器、白銀の大たい剣けんという鎧マ霊キ装ナやら小道具やらを握にぎっている。

　先の三撃ですでに虫の息のように思われたタラン。

　そう思っていたのも束つかの間、残りの脚で大地を思いきりぶっ叩き、反動で空中に舞まい上がった。

「ルナ！」

「くっ……」

　アークの叫さけびが空気を伝った直後、ルナティを押し潰つぶすかのようにタランが降ってきた。

　ルナティはそれを後ろに飛ぶことで躱かわし、砂すな埃ぼこりを巻き上げながら体勢を立て直す。

　再びタランに視線を戻もどしてみれば、やつは先ほど自分がコアを捕食したもう一体の外がい殻かくを、一心不乱に貪むさぼり喰くらっていた。

「うおぅ……」

　水音混ざりの咀そ嚼しやく音を響ひびかせながら、共食いするタランの姿を目まの当たりにし、諫斗は食しよく欲よくが失うせそうだった。

　凄すさまじい速さで外殻を喰らい尽くしたタランに変化が生じる。

　斬きり落としたはずの脚が瞬またたく間まに再生し、口も先ほどロゼッタが粉ふん砕さいした時よりも、鋭い歯牙で埋うめ尽くされていたのだ。

「よく見ておけよ。コアを神かみ喰ぐらいしたりしない限り、神かみ喰ぐいどもはこうやって他ほかの生物を喰らって、どこまでも再生と成長を続けるんだ。もちろんただ単に食欲を満たすためだけに喰らう場合もある。そしてそれは私たち人間も対象だ」

「ああ、分かってるさ」

　だからこそ自分は今ここにいるんだ。

　この世界に存在する全すべての神かみ喰ぐいを倒たおし、皆が平和に暮らせる世の中をつくるために。

　そしてもうこれ以上、女の子たちに〝遺書〟なんて馬ば鹿かげたものを書かせないために。

　諫斗は今一度柄つかを握る手に力を込こめ、正眼に構える。

「じゃあ皆、一気に決めましょう。──メニィ」

　アークの呼びかけに、メナスは力強く首しゆ肯こうする。

　彼女はレイピアをタランに向け、「《捕ほ縛ばく》っ！」と白光する鎖くさり状じようの魄はく術じゆつを放った。

　それはまるで自分の意志を持っているかのように動き、タランの身体に絡からみついていく。

「キギャアアアアアアア──ギッ!?　グ、ゲキャアアア──……」

　ほぼ全員による集中攻こう撃げきを受けたタランは、ほとんど〝肉にく塊かい〟と表してもいいくらいに、無残な有り様へと変へん貌ぼうした。

　思わず目を背そむけたくなる光景だが、未いまだ痙けい攣れんしているところを見る限り、やはりまだ生きているのだろう。

　諫斗は神かみ喰ぐいのコアというものを初めて見た。

　タランの外殻から剝き出しになっているそれは、弱々しくも脈打っており、ほのかに赤黒い輝かがやきを放っていた。

　なんか心臓みたいだな……、と諫斗は思った。

　そういえば、鎧マ霊キ装ナ化かした鎧がい核かくも、人の心臓に取って代わると座学で聞いている。

　やはりそういう類の部位なのだろう。

「さて、後は神かみ喰ぐらいするか隔かく離りして終わりだな。鎧がい核かくのストックがないと聞いていましたが、隔離しておきますか？　シトラス局長」

「……ううん、大だい丈じよう夫ぶ。……また防御壁警護の人たちから回してもらえばいいから」

「そうですか。なら今回は初実戦ということもあるから、諫斗に神かみ喰ぐらいさせてやろうと思うのだが……」

「あたしは構わねえぜ？」

「……私も」

「まあ初めてですし、経験を積まれた方がよろしいのではなくて？　不本意ですけれど」

「皆ありがとう。それで……」

　ちらっとアークを見やるルナティ。

　勝手に話を進めてしまったが、最終的な判断は副隊長であるアークが下すことになっているのだ。

　ルナティの視線に気づいたアークは、微ほほ笑えみながら無言で頷いた。

「──よし。そういうわけだから、今回は君がこいつを神かみ喰ぐらいしたまえ」

「おうよ！　えっと……確か突くなり斬るなりすればいいんだっけか？」

「そうだ。後は鎧マ霊キ装ナがコアを吸収し、鎧がい核かくの糧かてとなる」

　なんて便利なのだろう、と思いながら、諫斗は目下で脈打つコアに、童どう子じ斬ぎりの切っ先を突き刺した。

　瞬間、内側から吸い取られているかのようにコアが縮小し、みるみるうちに刀身へと同化していった。

　コアが完全に刀身に吸収されると、今まで小さく痙攣していた外殻がその動きを止めた。

　どうやら完全に生命活動を停止したらしい。

「……これでいいのかな？」

　さしたる変化が見られなかったので、些か拍ひよう子し抜ぬけする諫斗。

「ああ、これで神かみ喰ぐらい完かん了りようだ。今は何も変わっていないように感じると思うが、何度も繰くり返していけば、実感も得られるようになるさ。Ｅランク級同士でさえ、かなりの数を捕食しなければ、Ｄランク級に変異することはないからな」

「そういうものなのか……」

　要はゲームで言うところの〝経験値〟みたいな感じなのだろう。

「もっとも、私たちの鎧がい核かくは、すでに〝Ｃ〟だの〝Ｂ〟だのというランク級と同等の力を秘めているのだがな」

「どういうことだ？」

　よく意味の分かっていない諫斗に、鎧がい核かく関係の事情に詳くわしいシトラスが説明する。

「……鎧がい核かくは人工的に制せい御ぎよされた神かみ喰ぐいのコア。……コア本来の意志を完全に抑おさえ込んで、捕食本能とその魄はく導どう力りよくだけを取り出しているの。……〝鎧マ霊キ装ナ〟という制御された力の範はん囲い内でね」

「つ、つまりなんだ？　元々はもっと強い力があるのか？」

「……そう。……適合値が五千以上でＢランク級、一万以上でＡランク級と同等の力を持っている。……あなたの場合は一万八千だから、ほとんどＳランク級」

「俺すげえなっ！」

　と、喜んだのも束の間。

「……でも人の身で取り出せる力には限界があるから、今のあなたは普ふ通つうの騎き士しより下」

　思いきりずっこけた。

　まさに天国から地じ獄ごくに突き落とされた気分だった。

「まあそういうことだ。だから私たちは〝神かみ喰ぐらい〟という形でコアを取り込み、鎧マ霊キ装ナを強化させることで、魄はく導どう力りよくを上げているというわけさ。武装と一いつ緒しよに鎧マ霊キ装ナ化かしているのはそのためなんだよ」

「え、えっと、つまり俺たちは〝鎧がい核かく〟ってのから制御出来る限界まで力を引き出している。でもそれじゃ足りないから、鎧マ霊キ装ナからも力を引き出せるようにしてあるってことか？」

「……ええ、そう。……人の持つ適合値は生まれつきのものだから、上げることも下げることも出来ない。……それにそれ相応の鎧がい核かくを用意しないと、鎧マ霊キ装ナ化かが失敗して鎧がい核かくに取り込まれる危険性もある」

「と、取り込まれるのか……」ごくりと唾つばを飲み込む諫斗。

「……大丈夫、あなたは成功しているから」

「お、おう」

「……続ける。……確かに神かみ喰ぐらいによって鎧がい核かくの適合値は少しずつ上がっていくし、それに身体からだも順応していく。……けれど、人の身体はそんなに頑がん丈じようには出来ていないから、取り出せる魄はく導どう力りよくには限界がある」

「ふむふむ」

「……それを補うために、私たちは武装を身体の一部とすることで、それを成長させて魄はく導どう力りよくの限界を無理矢理上げているの」

「なるほどなあ。コアを捕ほ食しよくしたのはいいけど、力を出しすぎると身体がヤバイことになるから、代わりとして武器の方に無理をさせるっていう仕組みか」

「そうだな。だから前にも言った通り、君の〝刀〟という剣も、段々と今とは違ちがう形状になっていくはずだ。ただ一度鎧マ霊キ装ナ化かすれば、ヒビが入ろうが折れようが勝手に自己修復するからな。メンテナンスフリーという利点もあるぞ」

「おう、了りよう解かいだ」

　それで皆みんなを守れる力が得られると言うのなら、きっとじいちゃんも許してくれるよな。

　ふっと口の端はしを歪ゆがめる諫斗だったが、その時。




　──モットダ。




「──っ!?」

　一瞬胸の鼓こ動どうが強くなった気がして、胸むな元もとに手をかざす諫斗。

　しかし鼓動はいつも通りに元気なリズムを刻んでいるだけで、とくにおかしなところは感じられなかった。

「……どうした？」

　小首を傾かしげるルナティに、「いや、なんでも」と笑顔で返す諫斗。

　その後、半日かけて外周部を周り、タラン三体と、オクトーバ二体を神かみ喰ぐらいした諫斗たちは、空が茜あかね色いろに染まった頃ころ、大聖堂へと帰き還かんした。

　日ひ頃ごろから鍛きたえているとはいえ、さすがに初実戦からの連戦は諫斗的にも少々堪こたえたと見え、自室に戻るなり、ベッドに倒れ込んだ。

　もっとしっかりしないといけないな……、と思いつつも、そのまぶたは重く閉じられていくのだった。




　それからしばしの時間が経たち、丑うし三みつ時どきと呼ばれる時間帯をすぎた頃。

　灯あかりの落とされた兵技研の局長室では、シトラスが一人コンソールに向かって指を動かし続けていた。

　事案は主に先の戦せん闘とう──というよりは、むしろ初めての男性訓練生である諫斗についてだった。

　ディスプレイに映し出されたデータでは、諫斗をはじめとしたエストーナ小隊の魄はく導どう力りよくが、グラフと数値で表されている。

　だが期待とは裏腹に、諫斗の値あたいは最下位であった。

　確かにまだ彼は鎧マ霊キ装ナ化かしたばかりだし、神かみ喰ぐらいも数えるほどしかしていない。

　である以上、この数値は妥当だと言えるのだが……。

「……ちょっと残念」

　それがシトラスの正直な感想だった。

　異世界人。

　男性。

　精せい巧こうな武器。

　そして適合値一万八千という四つのイレギュラー要素。

　これらがあるはずなのだから、少しくらいは自分を驚おどろかせてくれてもいいのに。

　それなのに彼の力は、一いつ般ぱん的な騎士──いや、それ以下程度でしかない。

　これではわざわざ〝あれ〟を鎧がい核かくとして使用した意味がない。

　それとも今はまだ静観している段階なのだろうか……分からない。

　とりあえず彼のデータ収集だけは続けるとしよう。

　たとえ自分の期待に応こたえてくれなかったとしても、それはそれで貴重な研究材料になるのだから。

　そんなことを考えていたシトラスは、ふとドアの外に人の気配を感じた気がした。

「……誰だれ？」フォンのスイッチを押して問う。

　すると、フォン越ごしに芯しんの通った女性の声こわ音ねが返ってきた。

『──私よ。開けてもらえるかしら？』

　アークだ。

　こんな時間に一体なんの用だろうか。

　シトラスは怪け訝げんに思いながらも、ロックを解除し、彼女を室内に招き入れた。

「ありがとう。夜遅おそくにごめんなさいね」

　そう軽めの会え釈しやくをし、薄うす暗ぐらい部屋の中でも優ゆう雅がに歩を進めるアーク。

　局長室の足の踏ふみ場の無さは、彼女も知っているはずなのだが、とりわけ意味をなさなかったようだ。

「……それは構わない。……ところで何か用でも？」

「ええ。出来れば正直に答えてもらいたいことがあるの」

「……それは内容次し第だい。……いくら聖騎士のあなたでも、答えられないこともある」

「分かっているわ。今のあなたは〝局長〟だものね」

　ふふ、といつもと変わらない微ほほ笑えみを浮うかべるアークに、しかしシトラスは表情を崩くずさない。

「……それで何を聞きたいの？」




「──勇者君の鎧がい核かくについて」




　即そく答とうしたアークの言葉に、一瞬だがシトラスの鉄仮面が微かすかに歪む。

「……なんのことはない。……あれは普通の鎧がい核かく」

「下手な噓うそは吐つかない方がいいわ。一万八千もの適合値に見合う鎧がい核かくを作るのに、一体どれだけのコアが必要だと思っているの？」

「……たまたまストックがあっただけ」

「そうね。たまたま残っていたのよね──Ｓランク級神かみ喰ぐい〝アフリクシオン〟のコアが」

「……」

　彼女は全すべてを知った上で、自分に問いかけている。

　ならばその目的は何？

「そんな怖こわい顔をしないでくれるかしら。私は別に〝あれ〟を使うことに関して、それを責めに来たわけではないの。ただどうして彼なのか──そこが腑ふに落ちないのよ」

「……適合値の問題という答えでは？」

「納なつ得とく出来ないわ」首を横に振ふるアーク。

「ただそれだけの理由で、あの災悪の元げん凶きようを解き放っていいはずがない。あなたも過去の記録は見たのでしょう？」

「……ええ」

「〝あれ〟は何百万という人々と騎き士したちを喰らい、大陸の半分をも壊かい滅めつさせた最凶最悪の神かみ喰ぐいのコア。その強きよう靭じん無比なる力は、空間にさえ干かん渉しようしたというわ。しかも討とう伐ばつ当初は神かみ喰ぐらいしようとすれば、逆に喰らわれる特性すら持っていた」

「……ええ、そう。……だから先代の騎士たちは、手に負えないそれを、大聖堂の地下深くに外がい殻かくと分けて封ふう印いんした」

「そうね。ただまあさすがに三〇〇年以上の時間をかけただけあって、今は大人しくしているようだけど」

「……私たちが封印を解いた時、何な故ぜかは分からないけれど、あのコアはすでに力を失っていた。……でも元々はＳランク級。……その力は計り知れない」

「……」

「……だから私たちは〝あれ〟を彼に使うことにした。……起こすだけでも鎧がい核かくのストックを全部持っていかれたし、適合値に差さ違いがあったから、私はやめた方がいいと忠告したけれど」

「団長──いえ、女王命令？」

　アークの口元が不気味に歪む。

「あなたも知っているでしょうけど、彼女はあの可愛かわいらしい外見とは裏腹に、意外と冷れい酷こくよ。少しでも適合値に差違があれば、普ふ通つうは鎧マ霊キ装ナ化かさせないはずなのに、捕食されるかもしれないと知った上でそれを強行する。さすがの私もあの人みたいにはなれないわ」

「……あなたの目的は何？　……何故そこまで知っていながら私にそれを問うの？」

「言ったでしょう？　納得出来ないのよ。確かに勇者君は男性なのに適合値を持っていた。異世界人というのも真実かもしれないし、やや青あお臭くさい性格だけど、真ま面じ目めで良い子よ」

「……なら問題はないはず。……団長は彼が秘めている〝可能性〟を信じている」

「問題はない？　可能性を信じている？　あなたは本気でそれを言っているの？　だったら私は前言を撤てつ回かいせざるを得ないわ」

「……どういう意味？」

「言葉通りの意味よ。そんな確証もない理由で、素す性じようの分からない男性に対して〝あれ〟を使った──その重大さを理解しているの？」

「……」

　アークの口調に険が混じり始め、シトラスは口を噤つぐんだ。

「もし勇者君がその力に溺おぼれ、私たちを裏切ったらどうするつもり？　もし〝あれ〟が勇者君の身体からだを奪うばって暴走を始めたら、あなたたちはどう責任を取るつもりなのかしら？」

「……あなたの杞き憂ゆうは分かる。……でもそうならないと団長は信じている」

「話にならないわ。ただでさえ危険な〝あれ〟を、男性が持つということに対して、なんの懸け念ねんも持っていないの？」

「……持っていないと言えば噓になる。……でもそう言うしかない。……封印されていた〝あれ〟を解き放ったのも、彼のずば抜ぬけた適合値に見合う鎧がい核かくがなかったからじゃない。……彼ならば、もしかしたらあの強大な力を使いこなしてくれると信じていたから」

「……っ」

　その時、アークの方から歯を嚙かみ締しめたような音が響ひびいた。

「だから話にならないと」

「……あなたは何を怖おそれているの？」

「……なんですって？」アークの眼光がさらに鋭するどくなる。
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「……エストーナを除けば、〝最強〟と言ってもいい聖騎士としての誇ほこりが失われること？　……いいえ、違ちがう。……正論を述べてはいるけれど、本当のあなたはルナが──っ!?」

　瞬しゆん間かん、鉄仮面を貫つらぬいているシトラスの双そう眸ぼうが、大きく見開かされた。

　何故なら、彼女には捉とらえることが出来ないくらいの速力を以もつて、そのか細い喉のど元もとに鋭えい利りな切っ先が突つきつけられていたからだ。

　遅おくれて微かな風が彼女の髪かみをなびかせ、シトラスは固かた唾ずを飲みながら、視線を切っ先からその奥へと移動させる。

「……口がすぎるわよ、シトラス」

「……」

　明確とも言える本気の殺意。

　やはり彼女は……。

「あなたたちが彼に期待を抱いだくのは勝手よ。でもね、これだけは覚えておきなさい。私は私の大切なもの〝だけ〟を守るために騎士になった。そして守ってきた。それはこれからも変わることはない」

「……」

「もしあなたたちが直接的であれ、間接的であれ、私の大切なものを私から奪おうとするのなら、私は容よう赦しやなく障害を排はい除じよするわ」

　言い放った後、アークは大たい剣けん型の鎧マ霊キ装ナを消失させ、踵きびすを返して歩いていく。

　そして室内から出ていこうとした最後の一瞬、音もなく振り返り、

「──そうね。もし本当に彼がこの世界を救う運命を担になっているというのなら、たとえどんなことが起こっても生き延びるわよね」

「……」

　普段穏おだやかな彼女からは、到とう底てい想像することも出来ないような顔でほくそ笑んだ。

　それはもうシトラスの知る、副隊長としてのアークの顔ではなかった。







　四　月に焦こがれて







　諫いさ斗とがこちらの世界に来てから、おおよそ一ヶ月の月日が流れた。

　午前中は座学と基き礎そ体力訓練に出て、午後からは模も擬ぎ戦せん闘とう訓練を行い、たまに外に出て実戦を経験する。

　他ほかの訓練生たちとなんら変わらぬ生活サイクルを繰くり返してはいたのだが、傍はたから見ても、彼の成長は著いちじるしかった。

　とはいえ、魄はく導どう力りよくでは訓練生たちの中でも大した値あたいではなく、そこら辺は持ち得た技術でカバーしていた。

「どうじゃ？　そろそろこっちの生活にも慣れてきたかのう？」

「おう、もうばっちりだぜ」

　そんな会話をしながら、互たがいにお茶をすするヴァストールと諫斗。

　諫斗の近きん況きようを知るため、ヴァストールは時折こうやって彼を団長室に呼んでいたのだ。

　訓練生として入団した初日に、小隊の面々でヴァストールに挨あい拶さつをしに行ったことがあった。

　が、そこで諫斗は「あれ？　姫ひめさんじゃねえか？」とうっかり口を滑すべらせてしまったのだ。

　ヴァストールことウェイレン自身は、自分の正体がバレていないと思っているらしい。

　それが騎士団内に存在する、暗あん黙もくのルールの一つだと、諫斗はルナティに羽は交がい締じめにされたまま聞かされた。

　その場はなんとか繕つくろって事なきを得たが、もし駄だ目めだったらどうなっていたことか。

　なんでもウェイレンは、一度ご機き嫌げんを損そこねると、しばらく部屋に閉じこもって出てこないという。

　なので、なるべく彼女のしたいようにさせてあげているのだとか。

　子どもかと突っ込みたくなるが、それでも団長としての業務は十二分なくらいにこなしているらしい。

　それならまあいいのではないか、という結論にいたったという話だ。

　随ずい分ぶんと適当な人事だとは思うが、相手が女王なので、どうしようもないのだろう。

「そうかそうか、それはよかった。して、そなた。こっちの方はどうなのじゃ？」

　何やらいやらしそうに小指を立ててくるウェイレン。

　こういうところだけはおっさん臭くさいなあ……、と諫斗は内心呟つぶやいた。

「どうもこうもないよ。俺は別にイケメンってわけでもないし、元々モテるタイプじゃないからな」

　バレンタインだって母親と妹、後はばあちゃんくらいにしかチョコもらったことないし。

「ふむ、そなたは女子おなごに興味はないのかえ？」

「まさかあ。俺だってお年とし頃ごろだからな。興味はあるし、彼女だって欲ほしいよ」

「ほほう、ならばここはそなたにとって理想郷のような場所じゃな」

「はは、まあな……」

　それはほとんどの女子たちから敵意を向けられていない場合なのだが……。

「まああれじゃぞ。ここでそなたが特定の女子おなごと恋こい仲なかになるのは一向に構わぬ。じゃが、人気のある者を己おのがものとした場合の〝反感〟なるリスクを、しっかりと踏ふまえた上で行動するのじゃな」

「そうだな。これ以上嫌きらわれてもいいことないもんな」

「うんむ。そうじゃな、小隊の中では誰だれかおらぬのか？　気に入った女子おなごは」

「小隊の中でかあ……」

　腕うでを組み、唸うなりながら小隊一人一人の顔を思い浮うかべていく諫斗。

「副隊長は……綺き麗れいだし、優やさしそうだし、胸は大きいし……言うことないな」

「うむうむ。じゃがああいうタイプは一度病やんだら手がつけられん」

「や、〝ヤンデレ〟ってやつか!?　ヤンデレはちょっとなあ……」

　というわけで、諫斗は申しわけなくもアークにパスを出す。

「ロゼッタは……うん。今は嫌われてるけど、性格もさばさばしているし、一いつ緒しよにいたら楽しいタイプだとは思うよ」

「うむうむ。じゃがあのタイプはがさつじゃから、子こ煩ぼん悩のうではあっても家事は全ぜん滅めつじゃな。実家が飯屋じゃったはずじゃが、厨ちゆう房ぼうに立つのを禁じられておるとか……」

「まさかの〝メシマズ嫁よめ〟か……。勇者の死因が〝食中毒〟ってのもちょっと……」

　苦く笑しようしながらのパスを出し、諫斗は胸の中で「すまない……」とロゼッタに告げる。

「メナスは……性格きついけど、無む駄だに色っぽいし、意外と優しいところもあるんだよな。まあ俺にはあんまり優しくしてくれないけど……。ただツンデレは俺たちの世界でも需じゆ要よう高いし」

「うむうむ。じゃがお嬢じようさま気質かたぎのタイプゆえ、まあ金銭感覚の違いでアウトじゃな」

「どうせ俺は庶しよ民みんだよ……」

　がっくりと肩かたを落とす諫斗に、ウェイレンはくふふと笑う。

「さあ最後の一人じゃ！　そなたはルナティのことをどう思っておるのじゃ？」

「どうって言われても……。つーか、なんでそんなに嬉うれしそうなんだよ……」

「ほれほれ、ここだけの秘密にするから素す直なおに申してみよ。意外と良いと思っておるのじゃろう？」

　ウェイレンが肘ひじで小こ突づきながら問うてくる。

「……まあ確かにウナティは可愛かわいいし、すぐ怒おこったりもするけど、見み舞まいに来てくれたりもするからな。優しいやつだと思うよ」

「ほほう、それでそれで？」

　何な故ぜルナティの時だけそんなに鼻息を荒あらくする必要があるのだろうか。

「それでって……」

「他にもあるじゃろう？　逢あい引びきしてみたいとか、接せつ吻ぷんを交かわしたいとか」

「……団長さん、あんたは俺に一体何をさせようとしているんだ？」

　半眼で問えば、ウェイレンは逆に薄うすい胸を張って、

「決まっておろう──〝泥どろ沼ぬま三角関係〟じゃ！」

　救えなかった。主にこの人の頭の中が。

「泥沼三角関係って……。俺を抜きにしても、すでにウナティにアプローチしてるやつがいるってことか？　てか、あいつならモテモテだろ？」

「いんや、男たちは騎き士しを心底怖おそれておるからのう。まあそれとは別として、あやつのことが大好きで大好きで堪たまらぬ輩やからならおるのじゃがな」

　含ふくみありきにそう言うウェイレン。

　男たちはルナティのことを怖おそれているのに、彼女を好きで堪らない人がいるというのは、一体どういう状じよう況きようなのだろう。

　元々自分は男女関係とか、そういうのを全部後回しにして、今にいたっている。

　だからそれ関係の話題には疎うとい節があるのだ。

「──さて、随分と長話をしてしまったようじゃな。そろそろ戻もどるがよい。妾わらわもこの後アークと話さねばならんことがあるからのう」

「おう、今日も楽しかったよ。いつもありがとな」

「よいよい。それよりも妾の申したことを、よくよく肝きもに銘めいじておくようにのう」

「あいよ。出来るだけ人気者には手を出さないように気をつけるさ」

「うんむ。ではのう」




「──失礼します」

「うむ」

　団長室に姿を現したアークに、席に着くよう促うながすウェイレン。

　だがアークはこのままで構わないと、ウェイレンの前に立つ形で落ち着いた。

「確か小こ僧ぞうの〝夜間訓練〟の話じゃったな」

「はい。失礼を承知で申し上げますが、団長は彼に随分と入れ込んでいるように思えます」

「ほっほっほっ、まあの。あやつは実に面おも白しろい輩じゃ」

「それは彼の適合値が高いからですか？」

「それも確かにあるのう。じゃがそれだけではない。今のあやつは〝真っ白〟じゃ。いや、〝空っぽ〟とでも申した方がよいかのう」

「空っぽ？」眉まゆをひそめるアーク。

「うむ。つまりは〝可能性に満ちている〟ということじゃ」

「……っ」

　──可能性。

　またその言葉か……っ、とアークの中で何かが膨ふくれる。

　しかしウェイレンは、その微かすかな動どう揺ようすら見み逃のがさなかった。

「アークや」

「はい」




「──そろそろ腹を割ったらどうじゃ？」




　ぴくり、とアークの眉が一いつ瞬しゆん動く。

「……質問の意味が分かりません」

「でははっきりと申すとしよう。──小僧にルナティを奪うばわれるのが、そんなに悔くやしいのかえ？」

「──っ!?」

　核かく心しんに触ふれたウェイレンに、アークは大きく目を見開いた後、すっと冷れい酷こくな瞳ひとみでウェイレンを見下ろした。

　ヴァストールがウェイレンであることは、当然、アークも知っている。

　言わずもがな、ウェイレンはこのヴァリエニス王国の現女王である。

　にもかかわらず、アークは彼女に向けて、真正面から蔑さげすんだ視線をぶつけていた。

　我を剝むき出しにしたアークに、ウェイレンも口元を歪ゆがませる。

「……仰おつしやる通りです。私はルナを愛しています。彼女を守るためなら、私はたとえ相手があなたであろうとも──躊ちゆう躇ちよ無く殺します」

「くふふっ、齢よわい二〇にも満たぬ小こ娘むすめが、これはまた大きく出たのう」

「年功序列の時代は疾とうに終わりを告げましたからね──〝千年女王〟陛下」

「くふふふふふふふふっ、年の功をあまり舐なめるものではないぞえ？」

　仮面を外し、八や重え歯ばを見せて笑うウェイレン。

　互たがいの視線が重なり合い、室内の空気が不ふ穏おんに歪む。

　が。

「やめじゃやめじゃ！　今は小僧の話じゃろうて。何か企たくらみがあるのじゃろう？」

　戯たわむれはここまでと言わんばかりに、背もたれに体重を預け、仮面を付け直すウェイレン。

　アークの方も、横おう溢いつしていた殺気がほとんど消えていた。

「お話が早くて助かります。出来ることならば、私は彼を排はい除じよしたいと考えております」

「妾はしたくないがのう。で、どうしたいと？」

「──〝アグラールの樹海〟。彼の夜間訓練を単独かつそこで行うことを提案します」

「アグラールの樹海、か。そなたは本気で小僧を葬ほうむりたいと見えるのう」

「当然です」即そく答とうするアーク。

「私からルナを奪う者は、誰であろうと排除します──二度と彼女に近づけないように」

「見事な過保護ぶりじゃな」

「恐れ入ります」

　嫌いやみですら真顔で受け入れるアークに、ウェイレンは内心「筋金入りじゃのう……」と嘆たん息そくした。

「まあよいわ。妾も小僧の可能性を試ためしたいと思っておる。〝神かみ喰ぐいの巣そう窟くつ〟とも申されておるアグラールの樹海での単独夜間訓練──大いに結構じゃ」

「では承しよう諾だくしていただけると？」

「うんむ、好きにするがよい。死んだら死んだで仕方ないわい」

「随ずい分ぶんと薄はく情じようなのですね？」

「そなたにだけは申されとうないわ」半眼のウェイレン。

　言われたアークはどこ吹ふく風だった。

「じゃがまあ本気でこの世界を救うのならば、アグラールの樹海如ごときで倒たおれるようでは話にならん。我ら人類に必要なのは、さらなる高みにおる者なのじゃからな」

「……」

「ではゆくがよい。そなたの思おも惑わくが外れることを、妾は心から願っておるよ」




「夜間訓練？」

　夕食を終えて部屋に戻った諫斗に、通信用ディスプレイに映し出されたアークからの第一声がそれだった。

『ええ、そうよ。他ほかの子たちはもう終わらせているけど、あなたはまだだったわよね？』

「……たぶん」

『一応あなたには騎士の訓練課程を全部やってもらうように指示が出されているの。だから私としてもそうしたいのだけれど……。今夜は大だい丈じよう夫ぶそう？』

「ああ。俺の方は問題ないけど、他のメンバーはどうなるんだ？」

『いないわ。私と勇者君だけの二人きりよ』

「二人きり!?」

　途と端たんに思い出されたのは、昼間のウェイレンとの会話だった。

　ああいうことを言われると、変に意識してしまうから困る。

　確かにアークは綺き麗れいで優やさしいお姉さんっていう感じだけど……ヤンデレ……。

『……どうかしたの？　もしかして私とじゃ嫌かしら？　……ルナの方がよかった？』

「ま、まさか！」

　何か背筋が凍こおりそうな気配を感じ取った諫斗は、慌あわてて否定した。

「それで、俺はどうすればいいんだ？」

『そうね。じゃあこれから防ぼう御ぎよ壁へき東側のエレベータ前に集合で。夜通しになるから、軽い野営が出来る程度の装備で来てね』

「了りよう解かい。野宿は慣れてるから大丈夫だよ」

『ふふ、頼たのもしいわね。それじゃまた後で』

　通信が切れ、アークの柔にゆう和わな顔もディスプレイから消失する。

　しかしお年とし頃ごろの男女が二人きりでの夜間訓練か。

　色々と変な妄もう想そうをしてしまいそうになるが、そこは気合いで踏ふみ止とどまらないと。

　自分はそんなことをするために、わざわざこの世界に来たわけではないのだから。

「……でも、やや期待しちまうのが男の子だよな……」

　小さく嘆息し、諫斗はそう独りごちたのだった。




　集合場所にはすでにアークの姿があり、〝軽い野営が出来る装備〟と言っていた割には、彼女の姿はいつもと変わらなかった。

　わざわざ風ふ呂ろ敷しきにあれこれ詰つめ込んできた自分が馬ば鹿かみたいだ……、と諫斗は肩かたを落とした。

　とんとん拍びよう子しにエレベータが開門し、アークに続いて夜の帳とばりが下りた、常とこ闇やみの世界へと足を踏み出していく諫斗。

　今夜は雲がやや厚めなため、月明かりという自然の照明には頼たよれなさそうだった。

「その訓練ってのは、どこでやるもんなんだ？」

「それは着いてからのお楽しみよ。ところで、勇者君は東の〝セシュバ帝てい国こく〟を知っているかしら？」

　魄はく導どう力りよくで身体強化をしながら荒こう野やを進んでいく道すがら、ふいにそう問われる。

　セシュバ帝国と言えば、なんでも軍事力にやたらと力を入れているとかで、他国への侵しん略りやくを常々計画している国だとか。

　神かみ喰ぐいどもがいるこの世界で、人同士で争っている場合ではないとは思う。

　けれど、いつの世も人は愚おろかな争いを繰くり返しているからな。

「ここ最近、ヴァリエニスとの国境線付近に、ちょくちょくとセシュバ帝国の騎き士したちが姿を見せているらしいの。だから私はあなたを案内した後、その調査に向かうわ」

「そ、そんな重要なことを、俺の訓練なんかと並行でやっていいのか……？」

　申しわけなさそうに小さくなる諫斗に、アークは微ほほ笑えみながら首を振ふった。

「ふふ、大した問題じゃないわ。それより、あなたは今日の訓練がどういう内容か分かってる？」

「いや、全然……」

〝夜間訓練〟としか聞いてないし。

「そう。じゃあ教えるけど、あなたはこれから神かみ喰ぐいの目もく撃げき例が多発している、〝アグラールの樹海〟で一夜を明かしてもらうわ」

「お、俺一人でか？」

「ええ、あなた一人よ。通常は五人前後の訓練生と、騎士が二人ほどつくのだけれど──あなたはこの世界を救うのでしょう？」

「もちろんだぜ！」

「じゃあこの程度のことくらいで驚おどろかないの。本当にあなたがこの世界を救う運命を担になっているというのなら、たとえ何があっても生き延びるはずよ」

「そ、そうだな……」

　そう言われると、やや自信がなくなってくるけど……。

「それに、これは団長命令でもあるから」

「団長命令……」

　あの姫ひめさんは一体何を考えているのだろう。

　そんなに期待してくれているのかなあ……。

「まあそういうことなら分かったよ。とにかく一晩生き延びればいいんだな？」

「ええ。期待しているから頑がん張ばってね」

「了解っ！」

「……」

（そう、精せい一いつ杯ぱい頑張りなさい──これが最後なんだから）




　それから二時間ほど荒野なり鬱うつ蒼そうと茂しげった森の中なりを駆かけた諫斗たちは、小高い崖がけの上へと到とう着ちやくした。

　眼下には、どこまでも続く漆しつ黒こくの樹海が広がっており、どうやらあれが件くだんの〝アグラールの樹海〟らしかった。

「ここを拠きよ点てんにするといいわ」とのことだったので、諫斗は周囲に簡易式のトラップ型警報装置を仕し掛かけることにした。

　偵てい察さつ任務に向かったアークを見送り、諫斗は訓練に入ることにした。

　しかし辺りは静せい寂じやくそのもので、よく耳を澄すませてみても、神かみ喰ぐいが側そばにいるような気配や音などは、微み塵じんも聞こえてはこなかった。

　これでも耳には自信がある方だし、昨日もきちんと耳掃そう除じをしたばかりだ。

　その自分の聴ちよう力りよくで何も聞こえないと言うのなら、神かみ喰ぐいどもはこの近辺にはいないのだろう。




　──と、思っていた諫斗は、早々にその判断を後こう悔かいすることになった。




「なっ!?」

　眼下の樹海で一いつ瞬しゆん何かが光ったかと思った次の瞬間、諫斗めがけて巨きよ大だいな魄はく導どう力りよくの塊かたまりが高速で襲おそい来たのだ。

「う、ぐああああああああああっっ!?」

　考える間もなく、諫斗の身体は赤い閃せん光こうに包まれた。




　その頃ころ、ルナティは大聖堂内の図書館棟とうで、諫斗の訓練プランを練っていた。

　必修の時間以外の訓練については、世話役のルナティに一任されていたからだ。

「うーん……。そろそろ魄はく術じゆつを習得させるべきだと思うが……」

　眉まゆ根ねを寄せ、ルナティは思案に耽ふける。

　夜も遅おそいので、館内に人気は少なく、それこそ彼女を合わせて三、四人しかいなかった。

「しかしあいつの場合、剣けん術じゆつ特化の方がいい気がしなくも……むむむ」

　眉み間けんのしわをことさら深くさせ、「どうしようかなあ……でもなあ……」と一人難しい顔をしていたルナティだったが、




「──ねえ、聞いた？　例の異世界人の夜間訓練」




「……うん？」

　ふいに他の利用者たちの会話が聞こえ、その中でも〝例の異世界人〟という単語が、彼女の意識を引きつけた。

「アーティファクター教官が提案したってやつでしょ？　さっきから凄すごい噂うわさになってるよね」

「うんうん。でもさすがだよね。私たちの思いをしっかりと団長に伝えてくれたんだもんね」

「そうだねー。大体異世界人とは自分で言ってるけどさー、結局は男じゃん？　男なんて畑でも耕していればいいのにねー」

「……」

　アークが提案した夜間訓練？

　そんなこと自分は聞いてないぞ？

　ルナティはもう少し詳くわしく話を聞くため、利用者改め訓練生たちに問いかけた。

「すまんが、その話を詳しく聞かせてもらえないか？」

「き、騎士アスラシア!?　お、お疲つかれさまです！」

　慌てて立ち上がり、恭うやうやしく敬礼した二人に力を抜ぬくよう促うながし、ルナティは再度問う。

「アーティファクター教官が提案したと聞いたが、どの騎士が受け持ったんだ？」

　その問いに、訓練生たちは困ったように顔を見合わせた後、言いづらそうに告げた。

「あ、いえ……。単独での訓練だと聞きました……」

「単独？　訓練生の夜間訓練は、確か集団だったはずだが？」

「はい、通常はそうなのですが……その……」

「アーティファクター教官が単独でやれと言ったんだな？」

「……はい。そう団長に提案したと……」

「……ふむ」

　どういうことだ？

　ただでさえ危険度が高い訓練なのに、それを単独で行えとは……。

　いや、だがそれほどあのバカ勇者に期待しているともとれるが……。

　アークの考えが分からず、考えを巡めぐらせているルナティに、「あ、あの……」と訓練生たちの方が逆に声をかけてきた。

「ん？　どうした？」

「その……訓練を行う場所も違ちがって……〝アグラールの樹海〟に向かったって──きゃっ!?」

　突とつ如じよ、ルナティに両りよう肩かたを摑つかまれた訓練生は、小さく悲鳴を上げた。

「〝アグラールの樹海〟だと!?　あそこがどれほど危険な場所か分かっているのか!?」

「で、でも、皆みんなそう言ってて……」

「くそっ！」

　すっかり怯おびえてしまった訓練生の肩から手を放し、ルナティは駆け出した。




「──団長っ！」

「ぶふーっ!?」

　ノックを通り越こし、突とつ然ぜん開けられた扉とびらと張り上げられた大声に、思わずお茶を噴ふき出すウェイレン。

　もちろん姿を現したのは、肩で大きく息をしているルナティだった。

　やはり来おったか……、と小さく息を吐はくウェイレンの下もとに、無言かつ大おお股またで歩を進めたルナティは、「どういうことですか!?」と机を思いきり叩たたいて咆ほえた。

「諫斗の夜間訓練をアグラールの樹海で、しかも〝単独〟で行うと伺うかがいました！　それもアーク副隊長が提案したと！　ただでさえ危険な訓練なのに、何な故ぜそんな無茶な提案を許可されたのですか!?」

「あー、とりあえず落ち着くのじゃ、ルナティ」

「これが落ち着いてなどいられますか!?」再度机を叩くルナティ。

「分かった。分かったから、あまり机をいじめるでない。まずはこれでも飲んで気を静めよ」

　言って、ウェイレンは自分が飲んでいた湯飲みをルナティに差し出す。

　ルナティは湯飲みをひったくるように受け取ると、中のお茶を一気に飲み干した。

「──っぷふう。とにかく！　私たちエストーナ小隊は、これから諫斗の救きゆう援えんに向かいますので！」

　ウェイレンの返答も待たず、嵐あらしのように部屋を去っていくルナティ。

　一人残ったウェイレンは、空の湯飲みに視線を落とし、「元気な女子おなごじゃのう……」と小声で呟つぶやいた。




「くっ!?」

　遠心力を最大にして襲い来る尻尾しつぽを、すんでのところで飛んで回かい避ひし、前宙すると同時に鎧マ霊キ装ナでの斬ざん撃げきを放つ。

　が、斬きったのはやつの薄うす皮かわ一枚で、それ以上の手て応ごたえはない。

「避よけられた!?　──うぐっ!?」

　次の瞬間、金属同士がぶつかり合うような音が辺りに反はん響きようする。

　諫斗の斬撃を躱かわし、その反動を活いかして正面から喰くらおうとしてきたのだ。

　もちろん諫斗もその攻こう撃げきに気づき、現在進行形で神かみ喰ぐいの歯し牙がと鍔つば迫ぜり合っていた。

「こんのおおおおおおおおおっ！」

　魄はく導どう力りよくで身体強化し、必死に押し返そうとするが、身体からだが宙にある以上、踏ふん張りの力が弱い。

　周囲の闇やみに紛まぎれているので、全体像までは把は握あく出来ないが、恐おそらく首長竜りゆうのような体たい軀くの神かみ喰ぐいだろう。
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　だがそんなことを悠ゆう長ちように考えている暇ひまはない。

　一瞬でも気を抜けばこっちが倒たおされる！

　諫斗は柄つかを握にぎる手に一層力を込こめ、「はあっ！」と神かみ喰ぐいの大おお顎あごを弾はじき返すも、やつは間かん髪はつを容いれずに次の攻撃を打ってきた。

「グオオオオアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」

「──なっ!?」

　先ほど諫斗を遠えん距きよ離りから狙ねらった、魄はく導どう力りよくの塊だ。

「ぐああああああああああああああっっ!?」

　当然、空中ではそれを避ける術すべはない。

　防ぼう御ぎよの姿勢は取ったものの、諫斗は神かみ喰ぐいの一撃をまともに受け、

「──がはっ!?」

　樹の幹に背中から叩きつけられた。

　衝しよう撃げきで呼吸が止まりそうになるが、回復するまで神かみ喰ぐいが待ってくれるはずはない。

「グオアアアアアアアッ！」一心不乱に突つっ込んでくる神かみ喰ぐい。

「……な、舐なめるなあああああああああああああっっ!!」

　幹にクレーターを穿うがち、諫斗も神かみ喰ぐいに向けて跳ちよう躍やくする。

　一体何度刃やいばとやつの外がい殻かくがぶつかり合い、その度たびに火花が散っただろうか。

　これがただの刀じゃなくてよかった……っ、と諫斗は思った。

　もし今こうして打ち合っている武器がただの刀ならば、疾とうに刃は毀こぼれを起こしていたことだろう。

　いや、最悪折れていたかもしれない。

「うぐっ!?」「ゴガアッ！」

　激しく反発し合い、諫斗は地面を滑すべって、地に片かた膝ひざを突いた。

　神かみ喰ぐいは低く唸うなりながら、泰たい然ぜんと諫斗を見下ろしている。

　見た感じ、あれだけ斬りつけたにもかかわらず、神かみ喰ぐいの方にダメージはほとんどないみたいだ。

「……はあはあ……こっちは肋あばらが何本か逝いってるってのに……」

　口元の血を手で拭ぬぐい、諫斗は笑い始めている膝ひざに鞭むちを打って立ち上がる。

　──くそっ……。こんなところで死んでたまるかよ……っ。

「……俺は……この世界を救わなきゃいけねえんだっ！」




「おい、ルナ！　いくらなんでも焦あせりすぎだ！」

　ロゼッタに咎とがめられるが、ルナティの速度は一向に緩ゆるむ気配を見せなかった。

「……諫斗……諫斗……諫斗……っ」

　胸むな元もとをぎゅっと握り、ルナティは身体能力強化に加え、《加速》の魄はく術じゆつを使い、道無き道を高速で突っ切っていた。

　どうしてこんなことになってしまったのか。

　困こん惑わくするルナティの華きや奢しやな身体を、焦しよう燥そうという焦燥が包み込んでいく。

　何故だかは分からないが、諫斗の笑え顔がおが消えることを想像してしまうと、途と端たんに胸が苦しくなってしまうのだ。

　理由は分からない──けれど、諫斗をこのまま死なせることだけは絶対に嫌いやだ！

　さらに速力を増すルナティに、ロゼッタとメナスも離はなされないようについていく。

「ったく！　あいつのせいでルナがおかしくなっちまったじゃねえかっ！」

「ロゼ、あなたまで冷静さを欠いたら元も子もないでしょう？」

「んなこと言ったってしょうがねえだろ!?　あの野や郎ろう、あたしがぶちのめす前に勝手に死にやがってみろ！　ぜってえ許さねえからなっ！」

　感情を剝むき出しにするロゼッタに、「……はあ」とメナスは小さな息を吐いた。

（素す直なおに心配だと言えばよろしいのに……）

「……まあ私も人のことは言えないのですけれど……」

（あのように珍めずらしい殿との方がた、そう簡単に失いたくはありませんしね）

「あん？　なんか言ったか？」

「いいえ。ただルナの話だと、別段出撃許可などをもらったわけではないようですし、始末書どころの話ではなさそうですわねと」

「ああ、まったくだ！」

　吐き捨てるように言い、ロゼッタたちもまた速力を上げた。




「──げふっ!?」

　地面に叩きつけられた諫斗は、肺の中の空気とともに血を吐き、ぴくりとも動かなくなった。

　朦もう朧ろうとした意識の中で見えたのは、ゆっくりと近づいてくる神かみ喰ぐいの足元だけだった。

　だがそれとは別に、自らの鼓こ動どうだけは何故かはっきりと聞き取ることが出来た。

　いや、それどころか、鼓動は次し第だいに強さを増しているようにも思えたのだ。

　──どくんっ！

　そして鼓動が一ひと際きわ大きくなった時──〝それ〟は告げた。




　──力ヲ貸シテヤロウカ？　と。




「ゴグアッ!?」

　神かみ喰ぐいの足が止まる。

　何故なら今まで瀕ひん死しだったはずの〝敵〟が、自分を威い圧あつするほどの魄はく導どう力りよくを放っていたからだ。

　神かみ喰ぐいにとっての敵──諫斗の持つ童どう子じ斬ぎりの鎧がい核かくは、普ふ段だんの蒼あおい輝かがやきではなく、鮮あざやかな赤い輝きに満ちていた。

「グ、ガアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」

　何かを吹ふっ切ったように突っ込んでくる神かみ喰ぐいを前にし、




「……ククッ」




　諫斗は──笑っていた。




「こ、これは……」

　ルナティたちがアグラールの樹海に辿たどり着いたのは、夜も明けようかという時間帯だった。

　もし諫斗の身に何かあったらと、焦しよう燥そう感かんも全開に、全速力で駆かけたルナティだったが、

「……あれ？　何やってんだ？　ウナティ」

　不思議そうな顔をしている諫斗の姿を確かく認にんし、思わず地べたに座り込んでしまった。

　しかも、

「き、君は一体何をしているんだ……？」

「いや、腹減ったなあと思ってさ。これ食えないかなって」

　香こうばしい匂においを漂ただよわせながら、神かみ喰ぐいの頭部を焼いているではないか。

「そ、そんなものが食えるわけないだろ～ぅ……このばかぁ～……」

「な、なんで泣いてるんだよ!?　こ、これそんなにやばいのか!?」

　慌あわてる諫斗の問いかけに、ルナティは顔を涙なみだでぐしゃぐしゃにしながら、ぶんぶんと大おお仰ぎように首を振ふった。

「……きみと……きみというやじゅわ……えっぐ……うぐっ……うぅ……」

「と、とりあえず落ち着け！　ほら、これで鼻水を拭ふいて……」

　ちーんっ。

「……」

　ぐちゃぐちゃになったハンカチをそこら辺に投げ、諫斗はルナティの頭を撫なでてあげた。

「よしよし、もう大だい丈じよう夫ぶだ。いい匂いだけど、あれを食うのは止やめにしたからさ」

「……そういう問題ではないでしょうに」

「おお、すまんがウナティを頼たのむ」

　呆あきれ返っているメナスにルナティを任せ、諫斗は名な残ごり惜おしくも火の始末を始めた。

「……これ、お前がやったのか？」

「ああ、そうだぞ」

　途と中ちゆう、ロゼッタが話しかけてきたので、手を止めずに答える。

　ロゼッタは諫斗が倒し、神かみ喰ぐらいし終わった後の神かみ喰ぐいの死し骸がいを見上げていた。

「いきなり襲おそってきたんでな。無我夢中で戦ったんだが……こいつが馬ば鹿かみたいに強くてさ。危あやうくやられそうにもなったんだけど、そこは勇者の底力ってやつだな。なんかいつの間にか倒してたし。まあこっちもずたぼろだから、引き分けみたいなもんだけどな」

　おどけて言うが、確かに諫斗は全身煤すす塗まみれの上、大小様々な傷だらけだった。

「……どうやら、あたしはお前を見くびってたみてえだ」

「そうだろそうだろ。俺だってなかなかのもんだろ？　……うん？」

　顔を上げた諫斗の前には、ロゼッタの健康的な手が差し出されていた。

「さすがにこんなものを見せつけられちゃあな……認めねえわけにはいかねえよ」

「お、おう」

　苦笑するロゼッタの手を握にぎり、諫斗は立ち上がる。

　突とつ然ぜんのことだったので、諫斗も当とう惑わく気味だ。

　そこにようやく泣き止んだルナティが、メナスに支えられながらやってきた。

「……Ｂランク級の中で、最もＡランク級に近い種を〝オラウタス〟というんだが……」

「オラウタス？　教科書に載のってた、めちゃくちゃ力が強いっていうあれか？」

「……うむ。それを一人で倒たおせるようになった者には、団長から〝聖せい騎き士し〟の称しよう号ごうが与あたえられるんだ。その聖騎士が五人がかりでも倒せるかどうかという種が、Ａランク級の中に一つだけいてな。君が倒した神かみ喰ぐいは、そのＡランク級──〝ドラグディブロ〟だ」

「へっ？」思わず素すっ頓とん狂きような声が出る諫斗。

　確かに今思えば、教科書に載ってたやつに似ているような気はするが……。

「こんな馬鹿げた所行、他ほかの方に言ったところで誰だれも信じはしないでしょうね。癪しやくですが、私も認めたくありませんわ」

　そっぽを向きながらも、そう言ってくれるメナス。

　もしかして自分がやったことって、実はとっても凄すごいことなのでは……？

「まああたしとしては、ドラグディブロの野郎を素で食おうとしてたってのが、おかしくて堪たまんねえけどな」

　快活に笑うロゼッタに釣つられ、メナスも「確かにですわ」と笑みをこぼしていた。

「とにかく君が無事で何よりだ……。わ、私は、君にもしものことがあったらと……心配で……ぐすっ」

「あー分かった！　分かったから泣くなって！」

　再び泣き始めそうなルナティを、必死に宥なだめようとする諫斗だった。




「──侵しん入にゆう者は二名。うち一名は国境線外に逃とう亡ぼう。もう一名は私──アーク＝アーティファクターとの戦せん闘とう中に自決。遺体は鑑かん識しき班はんに回してありますが、鎧がい核かくと、それに伴ともなう器官の消失が認められているそうです。恐おそらくは〝自じ喰ぐらい〟によるものだと思われます」

「そうか、分かった」

　眼前で両手を組み、アークからの報告を受けるのはウェイレンだ。

　事案は昨日の件。

　国境線を越こえ、度たび々たび侵入していたと思われるセシュバ帝てい国こくの調査に伴い、アークが侵入者と交戦した。

　侵入者の拘こう束そくを試みたアークだったが、二人のうち一人は国境線外へと逃亡。

　もう一人はアークとの戦闘中、戦せん況きよう不利と判断したのか、鎧マ霊キ装ナで己おのが鎧がい核かくを貫つらぬき、自決したという。

　非は完全に向こう側にある。

　だがしかし、ここ一〇年以上、他国間同士の争いが起きていないことを加味すれば、些いささか大きな問題でもあった。

「して、そなたの方は大丈夫だったのかえ？」

「はい、問題ありません」

「それはよかったのう。さて、問題はセシュバか……」

　無言で頷うなずくアーク。

「どうせこの案件を理由に、我らヴァリエニスを非難するつもりじゃろうて。口だけは達者じゃからのう、あの阿あ呆ほうどもは」

「どうなされるおつもりですか？」

「どうもこうもないわ。いつも通り適当に聞き流すだけじゃ。国境線の意味も分からぬ阿呆どもには、それくらいで丁度よいわ」

「そうですね」

「しかしアークや？　そなたの思おも惑わくは見事に外れたようじゃぞ？」

「……はい？」

　どこか楽しそうに言うウェイレンを、アークは訝いぶかしそうな顔で見つめ、はっと気づく。

「まさか……っ!?」

「うむ。少し前にのう、小こ僧ぞうが無事訓練を終えたという報告が、ルナティたちからあった」

「──なっ!?　どうしてルナが!?」

〝ルナティ〟という言葉を聞き、アークの表情が一いつ瞬しゆんにして青ざめる。

　そんなアークを横目に、ウェイレンは演技がかった口調で言った。

「まったく、昨夜は大変じゃったのじゃぞ？　小僧のことを知ったルナティが、この世のものとは思えぬ形相で詰つめ寄ってきおってな。正式なものとはいえ、妾わらわもそなたの提案を受け入れたゆえ、同罪じゃからのう」

「そ、それは……」

「安心せい。それ自体を責めるつもりはない。妾も小僧の本当の実力を知りたかったからのう。そなたの提案は妾にとっても理にかなっておった」

「……」

「それでまあ待機命令を無視しおって、ルナティらが小僧の救きゆう援えんに行ったというわけじゃ。聞く話によると、あやつ──ドラグディブロを一人で倒したらしいぞえ？」

「──ばっ!?　そ、そんなこと出来るわけ……」

　首を振り、愕がく然ぜんとしながら後あと退ずさるアークに、ウェイレンはさらに追い打ちをかける。

「しかも腹が減ったからという理由で、それを焼いて食おうとしておったという話じゃ」

「ど、ドラグディブロを食べ……っ!?」

　その時、扉とびらの向こうから何やら騒そう音おんが聞こえてきた。

「ほーれ、来おったぞ？　せいぜい上う手まい言いわけを考えるのじゃな」

　途と端たん、けたたましく扉が開かれた。

「──っ!?」

　目を丸くするアークの眼前には、憤いきどおりという憤りで身体中を埋うめ尽つくしたルナティの姿があった。

「──きゃっ!?」

「どういうつもりだアーク!?」

　団長室だというのに、ウェイレンの存在すら忘れ、アークの胸むなぐらを摑つかんで壁かべに叩たたきつけるルナティ。

　ウェイレンは、「妾知ーらない」というように明後日あさつての方を向いていた。

「いくらあいつが特別だからと言って、今回の訓練は明らかに度がすぎている！　お前はあいつを殺したいのか!?」

「ち、違ちがうのルナ！　私はただ……」

「〝ただ〟なんだ!?　あいつは一人でドラグディブロに襲われたんだぞ!?　それがどういう意味か分からないお前じゃないだろう!?　聖騎士のお前でさえ、ドラグディブロを単独で倒したことはないはずだ！　お前が逆の立場なら死んでいたかもしれないんだぞ!?」

「……ご、ごめんな……さ……」

　すでに涙目になっているアークだったが、ルナティの怒いかりは収まる気配を見せない。

「謝れば済む問題ではない！　それにそれは団長──あなたもです！　何を他ひ人と事ごとのように素知らぬ振りをしているのですか!?」

　矛ほこ先さきが自分に向いた瞬間、ウェイレンは「げっ!?」と少々身を引いた。

「こんな馬鹿げた訓練を提案し、あまつそれを受じゆ諾だくするなんて、私は」

「おいおいおいおい!?　何やってんだよウナティ!?」

　遅おくれて団長室に駆かけ込んできた諫斗が、怒り心しん頭とうのルナティを羽は交がい締じめにする。

「何をするんだ!?　君だって今回のことは納なつ得とくがいかないだろう!?」

「いやいや!?　副隊長は別に何も悪くないだろ!?」

「えっ……」

　諫斗の言葉に、アークが儚はかなげに顔を上げる。

「何も悪くないって……君は本気でそれを言っているのか!?　死にかけたんだぞ!?」

「いや、確かにそうかもしれないけど、それだけ期待してくれてたってことだろ？　俺なら一人でも必ず生きて帰ってくるって、そう信じてくれてたから、副隊長は今回の訓練を提案してくれたんだろ？」

　それを聞き、ウェイレンの口から「ほう」という言葉が漏もれたが、誰の耳にも届いてはいなかった。

「だとしても〝限度〟というものがあるだろう!?　アグラールの樹海での単独夜間訓練なんて、過去に一度たりとて行われたことがないんだぞ!?　──って、うわあっ!?」

　いきなり拘束を解かれたルナティは、顔から床に突つっ込んだ。

　そんなルナティを差し置き、諫斗は「おおっ！」と両手を叩く。

「つまり俺は歴史に名を残すようなことをやり遂とげたわけだな！」

「……ふにゅう～……鼻痛い……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ルナ」

「……うん」

　心配そうに寄り添そってきたアークの手を借り、再び立ち上がるルナティ。

　当然、彼女の高い鼻はほんのりと赤みを帯びていた。

「き、君というやつは……っ」

「ああ、悪い。つい放しちまった……」

　申しわけなさげに頭を搔かき、謝罪する諫斗。

「でもほら、結果オーライだろ？　副隊長のおかげで、俺は実戦の経験をたんまりと積むことが出来たし、ロゼッタやメナスも少しは俺を認めてくれるようになった。そんで俺はこうして生きている。これ以上望んだら罰ばちが当たっちまうよ」

「勇者君……」

　屈くつ託たく無く笑う諫斗に、アークの胸がちくりと痛んだ。

　ルナティは大きくため息を吐つくと、頰ほおを膨ふくらませ、「……私の気も知らないで……このバカ勇者……」と小さく呟つぶやいた。




　食堂はいつにも増して喧けん騒そうに湧わいていた。

　もちろんその主な原因は、中央の席で食事を摂とるグループ──エストーナ小隊の面々だった。

　諫斗がドラグディブロを一人で倒したという噂うわさも相まって、より注目度が増していたのだ。

「ほら、ウナティ。俺は気にしてないんだからさ、そろそろ副隊長を許してやれよ」

「……」

　一度顔を上げたものの、アークの顔を見ると、気まずそうに再び視線を下げるルナティ。

　勢いで食ってかかったまではよかった。

　が、当の諫斗がアークを擁よう護ごしてしまったので、どうしていいか分からなくなってしまったのだ。

　そんな雰ふん囲い気きの中でも、ロゼッタだけは親おや子こ丼どんをがっついていた。

　それどころか、「それ食わねえならもらうぞー」とルナティのそばを問答無用で奪うばっていった。

「ちょっとロゼ！　あなたも少しは空気を読みなさいな！」

「あん？　だって冷めちまったらもったいねえだろ？」

　言って、ルナティのそばをすするロゼッタ。

　とりあえず彼女らのことは置いておき、諫斗はルナティとアークの仲を取り持とうとする。

「──よし！　じゃあこういう時は〝あれ〟だ！　ほら、二人とも手を出せ！」

「お、おい!?」「ちょ、ちょっと勇者君!?」

　嫌いやがる二人の手を無理矢理繫つなぎ合わせ、親指同士をくっつける。

「な、なんだこれは……？」

「おう、こいつは〝指ゆび相撲ずもう〟って言ってな。この状態で相手の親指を自分の親指で押さえつけるんだ。んで、先に三カウント押さえつけた方が勝ちっていう子どもの遊びさ」

「こ、こんな時に子どもの遊びだと!?　君は一体何を」

「ストップストップ！　ちゃんと意味があるんだって！　ほら、騙だまされたと思ってやってみろよ。はい、始めー」

「……くだらん。こんなもので私が──って、ずるいですよ!?　何な故ぜすでに押さえつけられているんですか!?」

　ぎゅう～。

「だって勇者君が〝始め〟って言ったし……」

「だからっていきなりそれはないでしょう!?」

「はい、いーち」

「──って、君もカウントを始めるんじゃない!?　くそっ、こんな拘こう束そくすぐに……っ」

　むぎゅう～。

「ちょちょちょちょっと待ってください!?　そんな本気でやらなくても!?」

「……ごめんなさい。でもやっぱり勝負は真しん剣けんにやらないと……」

「はい、にー」

「わああああああああああっ!?　それ以上数えないでええええええええっ!?」

　そうしていつの間にか、諫斗たちのテーブルは笑いに包まれていた。

　それはルナティやアークも同じで、どこかたどたどしいながらも、二人の口元には笑えみが浮うかんでいたのだった。




　翌日、ルナティは自室で鏡に向かい、身だしなみを整えていた。

　諫斗のおかげでアークとも仲直りすることが出来た彼女は、やはりそのお礼をきちんと言いに行こうと考えていたのだ。

「──よしっ」

　何故か緊きん張ちようしている自分に気合いを入れ直し、ルナティは部屋を後にする。

　と。




『──い、いやあ、参ったなあ……』




「……うん？」

　メナスの部屋の前を通った時、ふいに諫斗の声らしきものが聞こえた気がした。

　それも彼女の部屋の中からだ。

「……」

　周囲に人気がないことを確かく認にんしたルナティは、すささとドアに耳を近づける。

『それでどうなんですの？　特定の方はいらっしゃらないのでしょう？』

『い、いや、まあそうなんだけど……』

『だったらいいじゃないですか。それとも……私では嫌でして……？』

『はうあっ!?　む、胸が当たってるぞ!?』

『当たっているのではなく、当てているのです……うふふ』

「～～っ!?」

　その瞬間、ルナティの中で何かが弾はじけた。

「な、何をやっているんだ君たちは!?　──って、うなあっ!?　な、ななな何をやっているんだだだだっ!?」

　ドアのロックを強制解除したルナティは、眼前の光景に思わず意識が飛びそうになった。

「……あら？」

「う、ウナティ!?」

　突とつ然ぜんの来訪者に、当事者の二人も驚おどろきを隠かくせなかった。

　ちなみに半はん裸らのメナスが、諫斗をベッドに押し倒たおしている最中だった。

「ど、どどどどういう状じよう況きようなのだこれは!?」真っ赤な顔で問いただすルナティ。

「どうと言われましても……。ドラグディブロを一人で倒すような殿との方がたですし、彼との子ならば、きっと我がリングロング家に、さらなる繁はん栄えいをもたらしてくれるでしょう？」

「だ、だだだからって、こ、こここんな場所でそんなこととととっ!?」

「こういうのは早い方がよろしいのです。今ならばライバルも少ないですし。それに容姿だけの殿方と添い遂げるくらいならば、この世で最強の殿方の方がいいですわ」

　言って、諫斗の胸元にぎゅっとしがみつくメナス。

「おおう!?」

　当の諫斗もまんざらでもないらしく、だらしなく顔を緩ゆるませ、鼻の穴が膨らんでいた。

　基本的に女じよ尊そん男だん卑ぴ傾けい向こうにあるこの世界では、男女交際の折、女性の方から相手を選ぶ。

　判断基準としては、子のために外見を重視することが多く、性格や家いえ柄がらなどは二の次となっている。

　しかしメナスの家──リングロング家は、外見以上に得るものがある場合、そちらを優先することもあるのだ。

「……っ」

　鼻の下が伸のびきっている諫斗の姿に、沸ふつ々ふつと苛いら立だちがこみ上がってきたルナティ。

　何故苛立つのかは分からないが、諫斗がメナスにデレついている様がすこぶる面おも白しろくなかったのだ。

　ルナティの表情が変わったことを敏びん感かんに感じ取ったらしく、メナスは挑ちよう発はつするように言った。

「ルナ、〝色いろ香か〟は女の武器ですわよ？」

「い、色香だと……っ」

「そうです。現に斎さい賀が君は私の色香にメロメロでしょう？」

　見れば、諫斗の視線はメナスの胸元に釘くぎ付づけだった。

「～～っ!?」

　面白くない！

　面白くない！

　面白くなーいっ！

　胸部装そう甲こうがなんだと言うのだ!?

　色香がなんだと言うのだ!?

　それよりも今大事なのは訓練──そう、訓練だ！

　こ、これは別に負け惜おしみなどではない！

　断じてない！

　騎き士しに必要なのが、色香よりも日々の訓練なのは当たり前だ！

　自分は間ま違ちがっていない！

　……と思う！

「こ、来い、諫斗！」

「お、おい!?」

　ルナティは諫斗の腕うでを強引に摑つかみ、「く、訓練に行くぞっ！」と半ばやけくそ気味に駆かけ出した。

　残されたメナスが「野暮ですわね、まったく……」と呆あきれたのは言うまでもない。







　五　エクスマキナ







　数日後、諫いさ斗とは兵技研の局長室で、シトラスにある相談事を持ちかけていた。

「……激痛？」

「ああ。なんでかは分かんないんだけど、最近魄はく導どう力りよくを使おうとすると、途と端たんに全身を激しい痛みが襲おそうんだ。最初はまだなんとか耐たえていられたんだけど、今じゃ鎧マ霊キ装ナを取り出すのも一苦労というか……。おかげで訓練も思うように出来ていなくてさ……」

「……それはいつから？　……ルナには言ったの？」

「いや、夜間訓練で随ずい分ぶんと心配かけちまったからな……。まだ言ってないよ。んで、たぶん痛み出したのは、その夜間訓練が終わった後辺りからだと思う」

「……」

　無言で思案に耽ふけるシトラスには、一つだけ思い当たる節があった。

　──〝アフリクシオン〟。

　諫斗を鎧マ霊キ装ナ化かする際、ウェイレンとともに封ふう印いんを解いた、Ｓランク級神かみ喰ぐい──アフリクシオンのコア。

　もし彼の身体からだを苛さいなむものがあるとするならば、それ以外には考えられない。

　何故ならシトラスは、諫斗の鎧マ霊キ装ナ化か後、数日に一度は身体検査をし、詳しよう細さいなデータを取り続けていたからだ。

　夜間訓練終しゆう了りよう直後の検査も、基本的にはなんの問題もなかった。

　それは体調面にしても然しかりだ。

「……分かった。……じゃあ検査室に移動して。……色々と調べてみる」

「おう、頼たのむよ」




　そうして行われた諫斗の身体検査だったが、やはり結果は異常なし。

　諫斗の言う、魄はく導どう力りよく放出の瞬しゆん間かんも事細かく調べてみたものの、とくに気になるような異常の類を見つけることは出来なかった。

　再び局長室へと戻もどってきたシトラスは、鉄仮面ながらも難しい顔をしているように見えた。

「……なんかごめん」

「……どうして謝るの？」

「いや、余計な手間を増やしちまったかなって……」

　小さくなる諫斗に、シトラスはかぶりを振ふって否定した。

「……それは違う。……むしろ手間を増やして、それを研究、解明するのが私たちの仕事。……だからあなたは何も気にしなくていい」

「悪い。そう言ってくれると助かるよ」

「……ええ、だから」

　刹せつ那な。




「──貴様カ。我ニ〝楔くさび〟ヲ打チ込ンダノハ」




「──なっ!?」

　唐とう突とつに響ひびいた諫斗ではないくぐもった〝声〟に、シトラスの鉄仮面が崩くずされる。

　見上げれば、諫斗は大きく口を歪ゆがませ、その瞳ひとみは赤く、いつの間にか童どう子じ斬ぎりを手にしていた。

　そして鎧がい核かくも──〝赤く〟輝かがやいていた。

　……これは諫斗ではない、とシトラスは直感する。

「……あなたは誰だれ？」

「──我ニ名ナド無イ。ダガ貴様ラハ、我ニ名ヲ付ケテイタナ」

「……アフリクシオン」

「──クッカカカカカカッ！」

「……何がおかしいの？　──っ!?」

　その瞬間、諫斗──アフリクシオンが鼻先数センチのところまで顔を近づけ、シトラスのか細い首を摑み上げた。

「──ヨク聞クガイイ、脆もろキ者ヨ。コノ身体ニ走ル痛ミハ、我トノ融ゆう合ごうヲ無意識ノウチニ拒こばンデイルカラダ」

「……ぐっ」

「──ダガコノ身体ハ、イズレ我ガ力ヲ欲ほつスルダロウ。何な故ぜナラ我モコノ身体ヲ欲シテイルカラダ」

「……それは、何故？」

「──貴様ニハ感謝シテイルゾ、脆キ者ヨ。貴様ノオカゲデ、我ハコノ身体ヲ手ニ入レルコトガ出来ル。ソシテ──……」

　そこで一瞬にして全身の力が抜ぬけた諫斗の身体は、シトラスの胸むな元もとに抱だき止められるような形になった。

「……はあ……はあ……」

　シトラスが摑まれた喉のど元もとを擦さすっていると、

「……あれ？　俺は一体……」

　意識を取り戻した諫斗が、ぼんやりと瞳を瞬しばたたかせた。

　諫斗には一連のことを伝えない方がいいと判断したシトラスは、普ふ段だん通りの口調で言う。

「……おはよう」

「ああ、おはよ──って、うおっ!?　なんで俺は局長さんに抱きついてるんだ!?」

　素す早ばやく上体を起こし、壁かべ際ぎわまで距きよ離りを取る諫斗。

　だがシトラスの方は、とくに気にした素そ振ぶりも見せず、再度椅い子すに腰こしかけた。

「ご、ごめん……」

「……気にしなくていい。……少し疲つかれていたんだと思う」

　とは言ってくれるが、諫斗としても心中穏おだやかではなかった。

「そ、そうか……」

　何せ、気づいたら女の子の胸元に抱きついていたのだ。

　動どう揺ようするのは当然である。

「……それより少し話がある」

「お、おう。なんだ？」

　やや冷静になった諫斗は、シトラスの前まで赴おもむき、彼女の話を伺うかがった。

「……あなたには少し特別な鎧がい核かくを使っているの。……だからきちんとした原因が分かるまで、しばらくの間、魄はく導どう力りよく並びに鎧マ霊キ装ナを使わないで欲しい」

「いや、使うなって……。それじゃ俺はどうやって戦えばいいんだ？」

「……ごめんなさい。……本当はこんなこと言いたくないのだけれど……」

　と、一度俯うつむいたシトラスは、真まっ直すぐ諫斗の目を見て告げた。

「──局長権限を行使して、今後一いつ切さいの戦せん闘とう及および、それに類する行こう為いを禁じさせてもらう。……以降は別命あるまで自室にて待機。……私から言えるのはそれだけ」




　同時刻。

　ウェイレンは王宮にいた。

　国境線の侵しん入にゆう者についての抗こう議ぎ声明を、先刻セシュバ帝てい国こくに送ったところ、直接申し上げたいと、使者を使わせたそうなのだ。

　ならば面めん倒どうでも女王として謁えつ見けんせねばなるまい。

　そう考えたウェイレンは、わざわざ正装して、その使者とやらを待ちわびていたのである。

「まったく、面倒な話じゃのう……。顔が見たければ、専用の通信回線で構わんじゃろうに……。のう、そなたもそうは思わぬかえ？」

　問いかけられたのは、隣となりでぼーっと佇たたずんでいる金きん髪ぱつの美少女──ルナティだった。

　エストーナ小隊の近きん況きようも聞きたかったウェイレンは、護衛がてらに彼女を王宮へと呼び寄せたのだ。

　が。

「……」

「……ルナティ？」

「──は、はひっ!?　なんでござりましょう!?」

　呼ばれたことにようやく気づいたらしく、飛び跳はねるように反応するルナティ。

　よほどびっくりしたのか、口調が些いささかおかしいことになっていた。

「いんや、向こうからわざわざ来ずとも、通信で済ませればよくはないかとな」

「そ、そうですね。もしかしたら、遺体を引き渡わたせとか、そういう意図があるのではないでしょうか？」

「ふむ、それはあるかもしれぬのう。まあ申してきたところで断固拒きよ否ひじゃがな」

　わっはっはっ、と鷹おう揚ような笑い声を上げるウェイレン。

　相変わらず豪ごう胆たんなお人だ、とルナティは軽けい笑しようした。

　それもこの国が騎き士し発はつ祥しようの地であり、恐おそらくはアークら六人の聖騎士と、そしてドラグディブロを倒たおした諫斗の存在が大きいのだろう。

　ここを攻せめ滅ほろぼせるとしたら、それは遥はるか昔に一度だけ現れたというＳランク級くらいのものではなかろうか。

　とはいえ、それも古いにしえの人々によって倒されてしまったのだが。

「して、ルナティや。小こ僧ぞうの様子はどうなのじゃ？」

「い、諫斗ですか？」

「諫斗ぉ～？　前から気になってはおったが、もう名前で呼び合うような仲になったのかえ？」

「──っ!?」

　途端にルナティの顔がかあっと上気する。

「それは良きことじゃのう。さてさて、いつ頃ごろそなたらの子を見られるか」

「こ、こここここここっこ!?」頭から湯気が噴ふき出すルナティ。

「くふふ、相変わらずからかいがいのある女子おなごよのう」

「じょ、冗じよう談だんはよしてください！」

「さてさて、冗談で終わってしまうのか──それはそなたの頑がん張ばり次し第だいじゃぞ？」

「へ、陛下！　……そ、それに子どもなんて……私はまだ……」

「うん？　〝まだ〟ということは、予定があるということかえ？」

「──うっ!?　そ、そんなことはありません！　わ、私は別にあいつのことなんて、なんとも思っていないのですから！」

「くふふっ、ではそういうことにしておこうかのう」

　それから数分もしないうちに、中央司令部の観測班から連れん絡らくが入った。

　飛空艇ていと思われる機体が、ヴァリエニスへと真っ直ぐに向かってくると言うのだ。

　報告を聞いたウェイレンは、玉座のコンソールを操あやつり、眼前に半はん透とう明めいのディスプレイを出現させる。

　そこには確かにこちらへと向かって飛行を続ける、飛空艇の姿が映っていた。

「このご時世に飛空艇とは……。セシュバの阿あ呆ほうどもめ、また大層なものを持ち出して来おってからに。これではドラグディブロに狙ねらってくれと申しておるようなものじゃぞ」

「確かにそれもありますが、使者にしては随ずい分ぶんと護衛に力を入れているようですね。あれだけの大きさですと、優に二〇〇以上の騎士を伴ともなえるはずですし」
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　冷静に分ぶん析せきするルナティの傍かたわらで、ウェイレンは一人渋しぶい顔をしながらコンソールをいじっていた。

「……妙みようじゃのう」

「何か？」

「ふむ。今計算してみたのじゃが、どうにも速度が出すぎておる気がするのじゃ。それに降下しておる角度も深い」

「しかしあそこには使者の方が乗っておられるのでしょう？　そのような危険な真ま似ねをされるでしょうか？」

「……使者が乗っておれば、な」

　何故か含ふくみありきにそう言うウェイレンに、ルナティの眉まゆ根ねにも力が入る。

　次の瞬しゆん間かん、ウェイレンは勢いよく玉座から飛び降り、声を張り上げた。

「──大天てん蓋がいを今すぐ閉じよっ！　今すぐにじゃっ！」

「なっ!?」

　突とつ然ぜんの発令に双そう眸ぼうを見張るルナティだったが、その数十秒後、彼女をさらに驚きよう愕がくさせる事態が発生するのだった。




「……なんだ？」

　強めの揺ゆれを感じ、自室待機中の諫斗は室内を見回した。

「……局長さんがなんかやらかしたのかな？」

　独りごちるも、答えは返ってこない。

　その代わりなのかは分からないが、先ほどから非常時を知らせる警報の音が、けたたましく鳴り響ひびいていた。

　まさかとは思うが、神かみ喰ぐいの襲しゆう来らいだろうか。

　だったら自分も戦せん闘とうに参加しなければ。

　確かにシトラスには戦闘行こう為いを禁止されている。

　その上、魄はく導どう力りよくを使えば、身体からだ中に激痛も走る。

　だが彼女らだけを戦場に立たせるわけにはいかない。

　どんなことがあっても、自分が守ると誓ちかったのだから。

　そう決意し、踏ふみ出そうとした瞬間──どくんっ。

「！」

　またあの鼓こ動どうだ。

　ドラグディブロを神かみ喰ぐらいして以来、時折聞こえてくる不可思議な〝声〟の予兆。

　今度はなんと自分に告げてくるのだろうか。

「……なんの用だ？」

　──喰くラエ。

「またそれか……。お前一体なんなんだよ……」

　──喰ラエ。

「もういい加減にしてくれ……。メシなら腹はら一いつ杯ぱい食ってるっつーの」

　──喰ラッテ喰ラッテ喰ライ尽つクセ。

「……はあ、分かってるよ。お前が言いたいのは、〝神かみ喰ぐらい〟の方なんだろ？」

　──ソウダ。

　──喰ライ、ソシテ我ヲ受ケ入レヨ。

「お前を受け入れろって？　そしたらどうなる？」

　──貴様ニ力ヲクレテヤル。

　──貴様ノ望ム力ヲクレテヤルゾ。

「……悪いけど、そんなあからさまな誘さそいに乗るわけないだろ？」

　──クッカカカカカッ……。

「……何がおかしい？」

　──脆もろキ者ヨ。

　──我ガ力ヲ与あたエナケレバ、貴様ハアノ程度ノ贄にえニモ及およビハシナイ。

「……俺がお前から力をもらっただって？　そんな覚えは──」

　一度もない──そう言おうとして、諫斗ははたと気づく。

　ドラグディブロに殺されそうになったにもかかわらず、いつの間にかやつを倒していたことを。

　そしてその直前、うろ覚えだが、何か膨ぼう大だいなものが自分の中に湧わき上がってきたことを。

「まさかお前は……」

　──我ヲ受ケ入レヨ、脆キ者ヨ。

　──我ガ力ヲ乞こイ、ソシテ解キ放ツガイイ──……。




「ちっ……。まったく、やってくれるのう」

　舌打ちしながら言うのは、ヴァストールことウェイレンだ。

　彼女が渋じゆう面めんを作りながら視線を送る先には、ひしゃげた大天蓋の姿があった。

　傍らには墜つい落らくした飛空艇の残ざん骸がいもある。

　しかしそれだけでは飽あきたらず、このほのかな輝かがやきを放つ塵ちりだ。

　一体これはなんの塵なのか。

　調査を進める周囲の騎士たちも困こん惑わくしているようだった。

「この惨さん状じよう……。これでは使者の方も助からなかったのではないでしょうか？」とルナティ。

「確かに生きてはおらぬじゃろうな。まあ乗っておればの話じゃが」

「やはり陛……団長は元々乗っていなかったとお考えで？」

「うむ。その可能性は高いじゃろうな」

「なんのためにですか？」

　その問いに、ウェイレンは声のトーンを下げて言った。




「──侵しん略りやくじゃよ」




「し、侵略って……」

「あのタヌキどもめ。使者を使わせると申しつつ、城じよう塞さい破は壊かい兵器辺りを搭とう載さいさせた飛空艇を、閉じかけの大天蓋に叩たたきつけおった。これで大方大義名分を得たとでも思っておるのじゃろう。表向きは、こちらが使者を殺したように発表しておるじゃろうからのう」

「……戦争になるのでしょうか？」

　沈ちん鬱うつな表情でルナティが問いかけるが、ウェイレンは何かが腑ふに落ちていないようだった。

「問題はそこなのじゃよ。はっきり申して、我らとセシュバがまともにぶつかれば、ほぼ間ま違ちがいなく我らが勝利する。そもそも騎士たちの地力が違うし、何も対人などの兵器は向こうだけの専売特許ではないからのう」

「確かに……」

「じゃのに攻せめてきて、一体やつらになんの得があると申すのか……」

　解せぬ、とウェイレンは腕うでを組む。

「それにしても、この光る塵は一体なんなのじゃ？　人体に有害ではないという話じゃが……。この辺り一体どころか、王宮内にも塵が紛まぎれ込んで来おってからに。これではおちおちお昼ひる寝ねも出来ぬわ」

　さらりと正体がバレるようなことを言った気がするが、そこら辺は敏びん感かんに空気を読んだルナティだった。

　と、今まで大天蓋周辺を調査していたアークが戻もどってきた。

「ただ今戻りました」

「うむ、ご苦労じゃったのう。して、被ひ害がい状じよう況きようは？」

「はい。大天蓋の三から五番までは、その機能を完全に停止。市街地にも爆ばく発はつの際に飛び散ったとされる破は片へんが散乱しましたが、奇き跡せき的に怪け我が人は出ていないようです」

「そうか。それは何よりじゃ」

「はい。それでこの輝く塵のようなものについてなのですが、事前の解かい析せき通り、シトラス局長の方でもただの塵であるとのこと。現段階ではウイルス兵器など、それ以上の脅きよう威いはないという結論が出されています」

「うんむ、分かった」

　アークの報告に頷うなずいたウェイレンは、てきぱきと次の行動の指示を出す。

「ではアークは機能を停止した大天蓋付近に、いくつかの小隊を配備し、何があっても神かみ喰ぐいどもを侵しん入にゆうさせぬようにと伝えよ。その後はロゼッタを使い、工事屋の男どもに復旧を急がせるよう要よう請せいせい。ルナティは妾わらわと来い。司令部に向かうぞい」

「「了りよう解かいっ！」」




　ルナティたちが中央司令部に着いた頃ころには、すでに司令部内は騒そう然ぜんとしていた。

　どこを見ても、忙せわしなく足を動かす騎士たちの姿が目に入る。

　前方に大きく面積の取られているディスプレイには、ヴァリエニスを中心とした地形図が映されていた。

　目を凝こらさずとも、東側の国境線付近に、夥おびただしい数の反応が示されていることが見て取れた。

「状じよう況きようを報告せよっ！」

　その一声で、団長のウェイレンがいることに全員が気づいたらしい。

　さっきまでの喧けん騒そうが噓うそのように静せい寂じやくを取り戻し、近くにいた騎き士しの一人が、額に汗あせを浮うかべながら報告した。

「はっ、先ほどの墜落とほぼ同時刻より、国境線沿いにセシュバ帝てい国こくの軍が集結し始めました。今ではその数も三万ほどに膨ふくれ上がっております」

「三万か……。そのうち確かく認にんが取れる鎧がい核かくの反応はどの程度じゃ？」

「おおよそ二千程度かと思われます」

「騎士が二千と、魄はく術じゆつ兵器などの武装で固めた男どもが二万八千か……。その程度でここを落とせると思われとるとは、甚はなはだ心外な話じゃな」

　この緊きん迫ぱくした状況の中でさえも、ウェイレンはその口元に薄うつすらと笑えみを浮かべていた。

　だがその自信も頷ける話ではあった。

　ヴァリエニスは騎き士し発はつ祥しようの地ということもあってか、騎士だけでもセシュバ帝国の五倍以上を有している。

　さらには騎士三〇人分とも言われている、Ｂランク級オラウタスを、たったの一人で倒たおすことの出来る聖騎士の存在だ。

　それがアークを含めて六人（現在は五人）も存在している。

　そして分野によっては、名だたる天才たちが無条件で白旗を振ふるほどの頭脳を誇ほこる、超ちよう天才児──シトラス＝ファファニール。

　彼女がその持てる技術を結集して解析、製作した兵器類が、たんまりと保管されているのだ。

　である以上、ウェイレンにとって、セシュバの軍勢など取るに足らぬ存在だったのだ。

　が。

「た、大変です団長っ！」

「うむ？　どうした？」

「我が国の西側に神かみ喰ぐいの反応が大多数出現！　なおもその数を増ぞう殖しよくさせ、互たがいを捕ほ食しよくし合いながらも、我が国の方へと真まっ直すぐに進行しています！」

「なんじゃと!?　一体どういうことじゃ!?」

「わ、分かりません！　Ｅランク級タラン、ザーフェ、オクトーバが合わせて五〇〇強！　Ｄランク級サスコーガ、シャーカー、ズリーグが三〇〇強！　Ｃランク級ですら、コンダーナ、ダイル、フライヤーで一〇〇近い反応が……って、な、何これ……。び、Ｂランク級ハイウェルとオラウタスの反応がおおよそ五〇！　さ、さらにＡランク級ノスフェリアとドラグディブロが二〇弱もいます！　しかもその先頭にいるのは、え、Ａランク級特とく殊しゆ体──〝マグシーラ〟です！」

『──なっ!?』

　司令部にいた全員が驚きよう愕がくに目を見張った。

　聖騎士は別として、オラウタスですら、騎士たち三〇人がかりでやっと倒すことが出来るのだ。

　さらにその上のドラグディブロは、聖騎士五人がかりでやっとこさ互ご角かく。

　並みの騎士では相手にすらならない。

　Ｂランク級までなら、数のごり押しでなんとかなるかもしれない。

　だがＡランク級の二種だけは別格だ。

　ノスフェリアは、小型ながらもずば抜ぬけた再生力と機動性を誇り、鎧マ霊キ装ナすら貫かん通つうさせる鋭えい利りなブレード状の両りよう腕うでを持っている。

　ドラグディブロに関しては、その剛ごう力りきなる翼つばさで大空を舞まい、魄はく導どう力りよくを集束させて放つ──〝魄はく導どう粒りゆう子し砲ほう〟を有している。

　どちらも並みの騎士では一分と持たないだろう。

　とくに粒子砲の威い力りよくは、結界術式を二重に施ほどこした防ぼう御ぎよ壁へきでさえ、余よ裕ゆうで貫つらぬくほどの威力だ。

　そしてそのＡランク級どもの中でも、極きわめてＳランク級に近いと言われている、ドラグディブロの変異種。

　現段階で最強クラスの神かみ喰ぐい──マグシーラ。

　そんな絶望的な存在までもが、ヴァリエニスに向かって来ていると言うのだ。

「くっ……小こ賢ざかしい阿あ呆ほうどもめ……。最初からこれが狙ねらいじゃったのか……っ。──シトラス！」

　声を張り上げて呼び出せば、大型ディスプレイの中央に、相変わらず寝ね惚ぼけ眼まなこのような表情をした少女の姿が映し出された。

『……団長の推測通り。……風向きから考えても、恐おそらくはあの塵がやつらを呼び寄せている』

「やはりそうか……っ。自分たちは風上で高みの見物をし、呼び寄せた神かみ喰ぐいどもに我らを襲おそわせることで戦力を疲ひ弊へい。そして残存勢力を一気に叩く──そんなところか」

『……たぶんそう。……私たちは神かみ喰ぐいを退ける研究をしていた。……けれど、どうやらあっちは呼び寄せる方に力を注いでいたみたい』

「相変わらず根こん性じようがひん曲がっておるのう……っ」

『……一応外部及および内部防御壁と、機能している大天てん蓋がいに結界術式を張ってはいるけど、それもあの数だとほとんど無意味だと思う。……とりあえず弾だん幕まくを張って時間稼かせぎはしてみる』

「うむ、そっち方面はそなたに一任する。頼たのむぞ」

『……了解』

　シトラスの顔が消え、元の地形図へと映像が戻る。

　それを確認したウェイレンは一度頷き、騎士たちに指示を飛ばした。

「──まずは全すべての民たみたちに避ひ難なん勧かん告こくをせよ！　大聖堂でも王宮でも構わぬ！　訓練生たちを使って、全国民をシェルターへと避難させるのじゃ！」

『はっ!!』

「それから全騎士に対して市街地での鎧マ霊キ装ナの使用を許可する！　教官クラスの資格を持つ者は、ただちに小隊を編成し、ヴァリエニスの西側に戦力を展開させるように！　大天蓋の騎士たちには、そのまま警けい戒かい態勢を緩ゆるめるなと伝えよ！」

『了解っ!!』

　各おの々おのの役割を全うするために動き始める騎士たちを眺ながめながら、ウェイレンは下した唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　──やられた……。まさか神かみ喰ぐいどもに襲わせるなどという手を打ってくるとは……っ。

　Ｂランク級までならなんとかなったかもしれないが、さすがにＡランク級の二種が二〇弱もいるとなると話は別だ。

　アークを以もつてすら、一人ではドラグディブロ一体を抑おさえておくことくらいしか出来ないだろう。

　諫斗にしてもそうだ。

　彼がドラグディブロに勝つことが出来たのは、そこが夜の樹海という、地の利に恵めぐまれた状況だったからだ。

　ドラグディブロは空を舞う。

　ゆえに通常は聖騎士三人と、《捕ほ縛ばく》の魄はく術じゆつに長たけた者を何十人も集結させ、完全にふいを突ついて倒しているのだ。

　ノスフェリアもいる以上、恐らくは混戦になるであろう状じよう況きよう下かで、それを成すのはほぼ不可能に近い。

　ならば聖騎士全員をＡランク級の二種に回すか？

　いや、さすがにそれは無む謀ぼうだ。

　連戦ということになれば、一、二体くらいならいけるかもしれないが、三体目ともなってくると、否いや応おうなくこちらが倒される。

　しかもあのマグシーラまでがいるとなると……っ。

　──仮に、だ。

　全ての神かみ喰ぐいを倒せたとして、問題はその後なのだ。

　騎士は二千しかいないとはいえ、三万もの兵力を迎げい撃げきする余力は最も早はや残ってはいない。

　ヴァリエニスは、やつらの思うがままに蹂じゆう躙りんされ尽つくすだろう。

「……おのれっ」

　完全に自分の驕おごりが敗因だ……っ、とウェイレンは拳こぶしを握にぎった。

　だが、だからと言って諦あきらめるわけにはいかない。

　自分には民と国を守る義務がある。

　──いや、必ず守ってみせる！

　再び闘とう志しを取り戻もどしたウェイレンは、背後で指示を待っているルナティに、アークと合流するよう告げようとしたのだが、

「……ルナティ？」

　彼女の姿は煙けむりのように消失していたのだった。




　ふいに部屋の扉とびらが開く音がして、諫斗は振り向いた。

　誰だれかと思って目を凝らせば、入口付近にやや小こ柄がらな人ひと影かげが佇たたずんでいた。

「……ウナティ？」

　どうして彼女がここにいるのか。

　先ほどから漂ただよってくる、この光る塵ちりのようなものと何か関係があるのか。

　待機命令を受けている今の諫斗には、状況を推測することしか出来なかった。

「何度ルナティだと言っても、君は私をそう呼んではくれないのだな。もしかしてわざとやっているのか？」

　小さく嘆たん息そくし、諫斗の方へと歩みを進める。

「いや、別にそういうわけじゃないんだけど……」

　鼻頭をかく諫斗の前に辿たどり着いたルナティは、儚はかなげに彼の顔を見上げた後、




「──戦争が始まるんだ」




　一言そう告げた。

「えっ……。──なっ!?」

　一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしてしまった諫斗だったが、その隙すきを突いてルナティは彼を抱だき締めた。

「お、おい、ちょっと」

「……逃にげてくれないか？」

「……えっ？」

　胸むな元もとで感じるルナティの吐と息いきの熱さに、諫斗の鼓こ動どうが高鳴っていく。

　しかし彼女の言う〝逃げてくれ〟の言葉で、それも抑えられていた。

「もうすぐ大量の神かみ喰ぐいどもが、この塵に引かれてここへとやって来る。全ては東にあるセシュバ帝てい国こくの策略だ。戦力差を鑑かんがみても、私たちが勝てる可能性は限りなく低い」

「だ、だったら俺も」

〝戦う〟と言いかけた諫斗の言葉は、「ううん」と胸元でかぶりを振ったルナティに遮さえぎられた。

　不ふ謹きん慎しんだが──〝柔やわらかい〟と思った。

　こんなに柔らかくて小さかったら、ちょっと力を込こめただけでも、すぐに壊こわれてしまうのではないのかとも。

　胸元に押しつけられたその華きや奢しやな身体からだの柔らかさとともに、些いささか上じよう昇しようした彼女の体温までもが微かすかに伝わってくる。

「元々君はこの世界とはなんの関かかわり合いもない人間だ。こんなところで死んではいけない」

「な、何言ってんだよ!?　俺はお前らを守るためにここにいるんだぞ!?」

「うん。だから今は逃げて、そしていつかＡランク級の二種ですら、いとも簡単に倒たおせるようになった時が来たら……。その時は、君の周りにいる騎き士したちを守ってやってはくれないか……？　君ならきっとそんな強さを手に入れることが出来るはずだから……」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　それじゃ意味がねえんだよ！　お前らが死んだら、なんの意味もねえんだ！　……ウナティ？」

　諫斗は気づいた。

　自分に身を寄せている少女の身体が、心なしか震ふるえていることに。

「……すまない。最初君が来た時、私は君を馬鹿にしていた。男が女を守るなんて、そんなこと出来るはずがないと、そう馬鹿にしていた。でも君は他ほかの男たちとは違ちがって、私たちを本当に守ろうとしてくれた。私は……私はそれが嬉うれしかったんだ……っ」

「……」

「私が生まれた時から、すでに女たちは戦いに臨んでいた。だから私も母の背中を追って、ずっと努力してきた」

　そして私は守る側へと回った、とルナティは諫斗の服をぎゅっと摑つかみながら言った。

「だが私だって人間だ。たとえ力があろうとも、神かみ喰ぐいどもは怖こわい。自分がいつやつらに喰くわれるのではないかと考えると、震えが止まらなくなる。確かに皆みんなで助け合いながら、なんとか今まで生き延びてきた。だけど、やっぱり怖いんだ！　怖くて堪たまらないんだよ！」

　先ほどよりも力を込めて抱だきついてくるルナティを、諫斗は本当に手が触ふれるかどうかという優やさしさでしか、抱き返すことが出来なかった。

「皆だって本当は怖いはずだ。怖くて堪らないはずだ。誰かに守ってもらいたいと、心のどこかではそう思っているはずなんだ。でも男たちは、私たちのことすら怖がって戦おうとはしてくれない。それだって、私たちが力を持ちすぎたのが原因だとは思う」

「……」

「けれど、君が異世界から来てくれて、私たちを守ると頑がん張ばっている姿をずっと見ているうちに、私は思うようになった。もしかしたら……もしかしたら君なら、本当に私たちを守ってくれる存在になってくれるんじゃないかって……」

「ルナティ……」

　絡からめていた身体を少しだけ離はなしたルナティは、その蒼あおい双そう眸ぼうに薄うつすらと涙なみだを浮うかべ、

「……君はずるいやつだな。こんな時に名前で呼ぶなんて……」

　そう微ほほ笑えみ、




「……でも今は私が──君を守ってあげる」




「──ぐっ!?　……な、何を……？」

　首元に針が刺ささったような痛みが走った後、諫斗の意識は次し第だいに薄うすれていった。

　足に力が入らず、ルナティに体重を預けるような姿勢になり、彼女もまた、諫斗を受け止め、その身体を抱き締めた。

　視界が暗くなっていく諫斗の耳に、最後に聞こえたのは、

「……ありがとう。そして……さようなら、諫斗……」

　という、彼女の儚げな声だった。




　神かみ喰ぐいどもに蹂躙される国の有り様を目まの当たりにしながら、アークは一人愕がく然ぜんとしていた。

　その身体はほぼ全身が傷だらけで、息も途と切ぎれ途切れだった。

　ヴァリエニスの西側に集められた戦力は、波は濤とうとなって押し寄せた神かみ喰ぐいどもによって、あっという間に瓦が解かいした。

　Ｂランク級の二種までなら耐たえられる外部防ぼう御ぎよ壁へきも、その上に結界術式を張ったにもかかわらず、やつらの侵しん攻こうを五分と抑えられなかった。

　半はん壊かいした大天てん蓋がいの隙すき間まを皮切りに、瞬またたく間まに神かみ喰ぐいどもは市街地へとなだれ込んだ。

　今となっては内部防御壁も役割を果たしておらず──国中が戦火に包まれている。

　倒しても倒しても神かみ喰ぐいどもの数は一向に減ろうとしない。

　Ｅランク級も、Ｄランク級も、Ｃランク級も、Ｂランク級も、Ａランク級すらも自分は倒したはずだ。

「こ、こんな……こんなことになるなんて……」

　地に両りよう膝ひざを突き、アークは力なく項うな垂だれる。

　その傍かたわらには、彼女の鎧マ霊キ装ナである白銀の大たい剣けんが、ところどころにヒビが入り、神かみ喰ぐいどもの体液に塗まみれた状態で転がっていた。




「──ゴガアアアアアアアアアアアアッッ!!」




　そんな彼女の前に再びオラウタスが立ちはだかる。

　正面から見たそれは、まるで巨きよ大だいなゴリラを思わせる、体長五メートルほどの異形の存在だった。

　全身を硬こう質しつ化した体毛で覆おおい、腰こしから下は四方に足が伸のびている。

　大樹を彷ほう彿ふつとさせる太い腕うでが特とく徴ちよう的で、物理的な力では、神かみ喰ぐいの中でも最高位を誇ほこる。

　連戦の疲ひ労ろうと精神的なショックで呆ぼう然ぜんとしているアークを、オラウタスはよだれを垂らしながら見下ろしていた。

　しかしアークはそんな巨きよ悪あくを前にしても微び動どうだにせず、ただ虚うつろな瞳ひとみで佇んでいた。

　──この国はもう滅ほろびへの道を進んでいる。

　自分も、そして最愛のルナティすらもがやつらに殺され、自分たちが生きた軌き跡せきは跡あと形かたもなく消え去ることになるだろう。

　だがそれでいいのかもしれない。

　ルナティと同じところに行けるのなら、自分はどこだって構わない。

　だから……。

「……」

　アークは瞳を閉じ、項垂れた。

　己おのが運命を素す直なおに受け入れることにしたのだ。

　彼女の思いを知ってか知らずか、オラウタスの筋骨隆りゆう々りゆうな腕が天へと振ふり上げられる。

　渾こん身しんの力を以もつて彼女を叩たたき潰つぶし、そして喰らうつもりなのだ。

　が。




「──ライオルアノーヴァッッ!!」




「──っ!?」

　聞き間違えるはずもない最愛の者の声に、アークはばっと顔を上げた。

「グギャアアアアアアアアアアアアッッ!?」

　オラウタスが悲鳴を上げながら、どたばたと砂すな埃ぼこりを巻き上げる。

　歯を食い縛しばり、自身の血に塗れた両手で、純白の槍やりを逆手に握にぎる金きん髪ぱつの少女。

　それがオラウタスの肩かた口ぐちに飛び掛かかっていたからだ。

　──ルナティだ。

　身体中は泥どろだらけで、その色白で端たん麗れいな顔にも血が滲にじんでいる。

　どう見ても満まん身しん創そう痍いなのは明白なのに、それなのに彼女の瞳は諦あきらめの色を一いつ切さい排はい除じよしていた。

「まだだ！　まだ終わってはいない！　私たちはまだ生きているんだ！　アーク！」

　振り落とされまいと必死にしがみつき、今までに見たこともないほど真しん剣けんな表情で、彼女は訴うつたえかけてくる。

　──諦めるな。自分たちはまだ生きているんだ、と。

　声を張り上げるルナティの姿に、アークは気づかされた。

　自分はなんのために騎士になったのか。

　何があっても彼女を守りたかったからじゃないのか。

　そのために自分は辛つらい訓練にも耐え、何度も死地を経験し、そして聖騎士になった。

　それなのに、それなのに自分は今何をしているのだ。

〝絶対に守る〟と誓ちかった少女が、自身の命すら差し出さん覚かく悟ごで自分のために戦っている。

　自分を守ってくれている。

　──違う。

　守らなければいけないのは自分の方だ。

　どんなことがあっても、彼女だけは守ると決めたのではないのか。

　そうだ。

　自分は彼女を守らなければならない。

　何な故ぜなら──彼女が大好きだから。

　彼女を──心から愛しているから。

「わ、私は……私はああああああああああああっっ!!」

　咆ほう哮こう──アークは大剣の柄つかを取り、大地にクレーターを穿うがつほどの脚きやく力りよくで跳ちよう躍やく。

　全力を以てオラウタスへと斬きりかかった。

「──シエロイスパーダッッ!!」

　一いつ閃せん。

　瞬しゆん間かん的に魄はく導どう力りよくを爆ばく発はつさせたアークの一いち撃げきは、刀身を犠ぎ牲せいにしてオラウタスを真っ二つに分断した。

「ルナ！」

「ああ！」

　そうして剝むき出しになったコアに、ルナティがとどめの一撃を叩き込む。

　ルナティの鋭するどい突つきに射い貫ぬかれたコアは、彼女の槍へと神かみ喰ぐらいされていった。

「……はあはあ……やったな、アーク」

「……ええ、ルナのおかげよ。……ごめんなさい。私は……」

　今までのことを全すべて謝罪しようとしたアークの肩かたに、ルナティは手を添える。

「気にするな。それより今はやるべきことがあるだろう？」

「ルナ……。──ええ、分かったわ」

　堪らず涙をこぼしそうになったアークだったが、それはぐっと堪こらえ、この上なく力強い首しゆ肯こうで返したのだった。




　鳴り止やまない警報と、度たび々たび訪おとずれる爆発音や振しん動どうの中、諫斗はシェルターに避ひ難なんした民たみたちの傍らで、膝ひざを抱かかえて俯うつむいていた。

　先のルナティの言葉や、〝訓練生は民衆を誘ゆう導どうし、シェルターに避難せよ〟という勧かん告こくからも、外が大変な事態になっていることは分かっていた。

　だが諫斗の思いとは裏腹に、何度試ためしてみても、魄はく導どう力りよくを使えば、身体からだ中を動けなくなるほどの激痛が駆かけ抜ぬけた。

　これでは皆みんなを守るどころか、ただの足手まといにしかなりはしない。

「……」

　あの時──ルナティは泣いていた。

　普ふ段だん気き丈じような彼女が涙を流し、身体を震ふるわせながら、それでも笑顔で〝守ってあげる〟と言ってきたんだ。

　絶対に勝てない状じよう況きようなのに……っ。

　自らが死ぬことが分かっているのに……っ。

　だというのに自分は……一体何をやっているんだ？

　自分は……なんのためにここに来たんだ？

　じいちゃんは常々言っていた──〝絶対に女を泣かせるようなことはするな〟と。

　だから自分はそうしないよう、どんなに辛いことでも耐えて、ずっと修しゆ行ぎようを続けてきた。

　──守れるように。

　たとえどんな状況でも、自分の大切な人たちを守れるように。

　それがいつの頃ころからか、〝勇者〟というものに憧あこがれを抱いだくようになった。

　実際にあるかも分からないような空想上の世界。

　そこで自分の知る異世界の人たちは、常に何かしらの脅きよう威いに晒さらされ、皆悲しんでいた。

　そして、それを他ほかの世界からやってきた〝勇者〟が救ってくれた。

　皆に笑顔を取り戻もどしてくれた。

　自分は英えい雄ゆうになって皆からちやほやされたいんじゃない。

　ただ人々に悲しんで欲しくないだけなんだ。

　ただ皆に笑顔でいて欲しかっただけなんだ。

　それなのに……っ。

「……なんで、俺が泣かしてるんだよ……っ」

　奥歯を嚙かみ締しめ、諫斗は自分の不ふ甲が斐いなさに涙なみだを流す。

「情けねえ……っ。俺に力があれば……こんな……っ。くそ……っ！　くそ……っ！　くそ……っ！」

　床ゆかに拳こぶしを何度も叩きつけ、諫斗は自らの無力さに押し潰されようとしていた。

　が。




　──力ヲ貸シテヤロウカ？




「──っ!?」

　ふいに聞こえたのは、あの〝声〟だった。

　自分に〝神かみ喰ぐらいをしろ〟と語り続ける、不可思議な〝声〟。

　だが今はそんなことどうでもいい。

〝声〟は言った──〝力を貸してやろうか？〟と。

「……本当に力を貸してくれるのか？」

　──ソウダ。

　──タダシ条件ハ貴様ノ〝身体〟ダ。

「俺の身体……。それを渡わたせば、俺に力を貸してくれるんだな？」

　──無論ダ。

　──今一度問ウゾ、脆もろキ者ヨ。




　──力ヲ貸シテヤロウカ？




　当然、諫斗の答えは決まっていた。

「──こんな身体なんていくらでもくれてやる！　だからとっとと力を貸せ！」




「……はは、何かの冗じよう談だんだって言って欲しいところだぜ」

「さすがにそれは無理というものですわ……」

　背中合わせに言い合い、息を切らせながらロゼッタとメナスは周りを見渡す。

　縄なわ張ばり意識が強く、巨きよ狼ろうのような風ふう貌ぼうのＢランク級──ハイウェルが二体と、Ｃランク級以下その他大勢が、二人を囲うように唸うなり声を上げていた。

　ハイウェルの尾おは蠍さそりのように反り返っており、特とく殊しゆ合金製の防ぼう御ぎよ壁へきでさえ、容易に溶とかしてしまうほどの溶よう解かい液えきが満たされている。

　周囲の神かみ喰ぐいどもは、誰だれがいつ飛びかかってきてもおかしくない状況で、二人を睨にらみつけていた。

「なんでこいつらあたしらだけを狙ねらってくるんだ？　普通は喰い合うはずだろ？」

「さあ？　ロゼが太りすぎだからじゃありませんの？」

「あたしのは筋肉だっつーの。なんなら触さわってみるか？　メニィみたいにぶよった腹じゃねえぞ？」

「誰のお腹がぶよぶよですって!?　……まあ冗談を抜きにすれば、一番小さいのに魄はく導どう力りよくが高いからってとこでしょうね」

「どちらにしろ格好の餌えさってことか……。まったく、嫌いやになるぜ……」

　得意げに言うものの、今のロゼッタには、これだけの神かみ喰ぐいを相手にする余力は、すでに残っていなかった。

　それはメナスも同様で、もう一、二発の魄はく術じゆつを放つだけの力しか残ってはいない。

「腐くされ縁えんだとは思っていたけどよ、まさか死ぬ時まで一いつ緒しよになっちまうとはなあ……」

「それはこちらのセリフですわ。でもあなたといた時間は……まあ悪くはありませんでしたわよ」

　どこか嬉うれしそうに言って、微かすかに微ほほ笑えむメナス。

　すでに死を覚悟しているからこそ出来る余よ裕ゆうだ。

「はは、あたしも同じさ。メニィと一緒にいられてよかったよ。またどっかで会ったらよろしくな」

「そうですわね。またどこかで、ロゼ」

　互たがいに微笑み合い、鎧マ霊キ装ナを持つ手を下げる。

　その瞬間を待っていたかのように、周囲の神かみ喰ぐいどもが一いつ斉せいに奇き声せいを上げ、襲おそいかかってきた。

　が。




「「──はああああああああああああああっっ!!」」




　峻しゆん烈れつの咆哮に続いて衝しよう撃げき波はが巻き起こり、二人に飛びかかろうとしていた全ての異形が吹ふき飛んだ。

「な、なんだあ!?」

　衝撃波の凄すさまじさに堪たまらず瞳ひとみを眇すがめる二人だったが、そこに、




「──君たちは仲間に断りもなく勝手に死のうとするな！」




　純白の槍やりを握にぎった美少女が颯さつ爽そうと舞まい降り、さらに、




「──まだ私たちは生きている。諦あきらめるのは早いわよ？」




　刀身の半分が折れた大たい剣けんを担かついだ美女が、悠ゆう然ぜんと姿を現したのだった。

「「ルナ！　副隊長！」」

　ロゼッタとメナスの瞳に再び希望の光が宿り、彼女らは救世主が如ごとく現れた仲間たちの下もとへと駆けた。
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「いやあ助かったぜ。さすがのあたしも、今回だけは駄だ目めかと思っちまった……」

「うん、間に合ってよかった。会えて嬉しく思うよ」

「私もですわ。本当にありがとう、ルナ。そして副隊長」

「ふふ、私もルナにがつんとやられちゃったからね。だからお礼は全部ルナに言ってあげて」

「そ、そんなことは……。わ、私はただ当然のことをだな……」

　ストレートな称しよう賛さんには弱いらしく、ルナティは口ごもらせながら、恥はずかしそうにしていた。

「……と、どうやら悠ゆう長ちように照れている場合ではないようだな」

　槍を握り直し、ルナティは瞬しゆん間かん的に先ほどと同様の戦せん闘とう姿勢へと戻る。

　ルナティがそうしたように、すでに他の隊員たちも、各おの々おのが鎧マ霊キ装ナを握り直していた。

「さっきよりもハイウェルが一体増えたかしら？」

「恐おそらくは先の衝撃音を聞きつけたのでしょう。ハイウェルは耳と鼻がよく利ききますからね」

「とりあえずは一点突とつ破ぱで活路を開こう。たとえハイウェルでも、一体ずつに分断すれば、今の私たちでも勝てるはずだ」

「そうね。その作戦で行きましょう」

「おーけい。そういうことなら全力で行くぜ！」

「承知いたしましたわ」

　ハイウェル三体と、その他大勢を前にして、小隊の意志が一いつ致ち団結する。

　そして彼女たちは互いに頷うなずき合い、眼前の異形どもを蹴け散ちらすために特とつ攻こうを仕し掛かけようとした。

　が、次の瞬間。




「──グオオオオオオオオオオオオオオッッ!!」




　突とつ如じよとして飛来した巨きよ軀くが、ハイウェル三体を含ふくめた、一帯の神かみ喰ぐいどもを全部まとめて喰らい尽つくした。

「「「「──なっ!?」」」」

　全員が驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめたのも束つかの間。

「駄目！　皆みんな避よけてっ！」

　轟ごう音おんに紛まぎれてアークの叫さけびが響ひびき渡った。

　しかし、

「うわっ!?」「ぐあっ!?」「きゃあっ!?」

　直前の警告も空むなしく、ルナティたちは真横から迫せまってきた〝それ〟に、三人揃そろって薙なぎ払はらわれ、枯かれ葉が如く宙を舞った。

　唯ゆい一いつその攻こう撃げきを躱かわしていたアークは、地に伏ふすルナティたちの下へ駆かけようとしたのだが、

「グオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアッッ!!」

　大地が唸るほどの咆ほう哮こうを放つ超ちよう大型の異形が、圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんを以もつて彼女の前に立ちはだかった。

　──マグシーラ。

　ドラグディブロの中でも極きわめてＳランク級に近いと言われている、現在確かく認にんされている神かみ喰ぐいの中で最強クラスの異形だ。

〝特殊体〟と呼ばれる変異種で、その体長は一五メートルを優に超こえている。

　他のドラグディブロが深緑のような体色をしているのに対し、マグシーラの身体からだは赤茶色に変色していた。

　身体と同等の長さを誇ほこる尻尾しつぽと、広げれば体長よりも長く大きな六枚の翼つばさ、そして二つの頭部を有している。

　頭部一つに対して瞳が二つ、対たい峙じした者は計四つの瞳に晒さらされることになる。

　生々しい咀そ嚼しやく音を響かせながら、今しがた捕ほ食しよくしたばかりの異形たちを取り込んでいくマグシーラ。

「……Ａランク級特殊体──マグシーラ……っ。こんなところで……っ」

　アークは口くち惜おしそうに歯を嚙かみ締しめた。

　全快の状態なら、たとえマグシーラ相手でも、なんとか活路を見み出いだすことが出来たかもしれない。

　しかし今の彼女は、連戦により蓄ちく積せきされたダメージと疲ひ労ろうもさることながら、鎧マ霊キ装ナが折れてしまっている。

　戦せん況きようは絶望的だった。

「……？」

　ところが、咀嚼していたものを全て飲み込んだマグシーラは、自身の長い首をしならせ、ある一点にのみ視線を落としていた。

「──まさかっ!?」

　アークの脳のう裏りに最悪の予感がよぎる。

　マグシーラが見つめていたもの──それは苦しそうに呻うめきながらも、懸けん命めいに上体を起こそうとしている金きん髪ぱつの少女だったのだ。

（──ルナッ！）

　瞬間、アークは自身に残った最後の魄はく導どう力りよくを爆ばく発はつさせ、マグシーラに特攻した。

「シエロイスパー──なっ!?」

　だがアークの斬ざん撃げきがマグシーラの身に届こうとした刹せつ那な、やつは雄お叫たけびを上げながらその六枚の翼を広げ、大空へと舞い上がった。

「うぐっ!?」

　凄まじい風圧に弾はじき飛ばされたアークは、空中で身体を捻ひねって体勢を整える。

　それに対し、マグシーラも旋せん回かいし、ルナティ目がけて真まっ直すぐに急降下を始めた。

「ルナあああああああああああああっっ!!」

「……えっ？　……あっ……」

　当のルナティ本人もようやく状じよう況きようが飲み込めたらしい。

　が、先の尾おで薙ぎ払われた時のダメージと、本気で自分を喰くらおうとしてくる存在を前に、恐きよう怖ふで身体が硬こう直ちよくしていた。

　アークが必死の形相で、迫り来るマグシーラを止めようとするも、

「グアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」

　魄はく導どう粒りゆう子し砲ほう一いつ閃せん。

　マグシーラの二つの大おお顎あごで収束した魄はく導どう力りよくの塊かたまりは、赤い光の束となってアークを襲った。

「──きゃあああああああああああああっっ!?」

　当然、速度を殺しきれない今の彼女には、避よけられるはずもない。

　咄とつ嗟さに折れた大剣を盾たてに使ったものの、アークを巻き込んだ粒子砲は、そのまま王宮は玉座の間がある辺りを見事に貫つらぬいた。

「……アー……ク……？」

　一連の光景にもはや認識力が追いつかず、ルナティはへたり込んだまま愕がく然ぜんとしていた。

　ついに自分を邪じや魔まするものは何もないと悟さとったマグシーラは、翼を翻ひるがえして再度降下し、眼下の少女を貪むさぼるため、二つの大顎を開いた。

（……ああ、私はここで死ぬのか……）

　迫るマグシーラを前に、ルナティはぼんやりと思い見た。

　アークも、ロゼッタも、メナスも、苦難をともにしてきた仲間たちや友人たちも、皆みんなここで死ぬのか……。

　結局、自分は誰だれかのために何も出来なかった気がするな……。

　自分は騎き士しとして誉ほまれ高かった母に憧あこがれていた。

　任務に赴おもむく際、いつも母はその広い背に、自分たちの存在がいると言ってくれた。

　守るべき者がいるから強くなれるのだ、と。

　最後に見た時も、それは一いつ切さい変わらなかった。

　いつもと同じ口調で、

　いつもと同じ笑え顔がおで、

　いつもと同じ背中で、

　母は戦場へと向かい──そして帰っては来なかった。

　だが母の最さい期ごは立派だったと聞いた。

　大切な仲間たちを守るため、最後の最後まで戦い続けたのだと。

　ゆえに自分は騎士になろうと思った。

　誰に言われたからではない。

　自らの意志で、自分は騎士になることを決めた。

　最初はただ母を奪うばった神かみ喰ぐいどもに復ふく讐しゆうすることが目的だった。

　だが己おのれの行いが友を死なせ、心の底から悔くいた。

　そして自らを省かえりみ、憧れだった母のようになろうと誓ちかった。

　この手で大切な人たちを守れるようになりたかったからだ。

　けれど……。

　そういえば、異世界から来たあのバカ勇者──斎さい賀が諫斗はどうしているだろうか。

　ああでもしなければ、あのバカ勇者はきっとこの戦いに臨んだだろう。

　必死に隠かくそうとはしていても、ずっと一いつ緒しよにいたのだ──〝不調〟だということくらいすぐに分かる。

　戦闘に支障が出るくらいの症しよう状じようだったということも、な。

　今いま頃ごろはちゃんと避ひ難なんしているだろうか。

　いや、そこら辺はきっと陛下がなんとかしてくださっていることだろう。

　──自分はここで死ぬ。

　そしてこの国も終わる。

　これが自分の運命。

　ここで死ぬことが、ルナティ＝アスラシアという人生の終しゆう焉えん。

　でも……。

「……やっぱり……まだ死にたくないなあ……」

　虚うつろな瞳ひとみに薄うつすらと涙なみだを浮うかべた微ほほ笑えみで、ルナティは両手を差し出すように広げた。

　それはさながら母親が幼子を優やさしく向かい入れるかのような光景だった。

　そうして飛来したマグシーラの歯し牙がが、その華きや奢しやな身体に突つき立てられようとして、




「──させるかああああああああああああああああああああああああっっ!!」




　寸前で彼女の手を引く人物が現れた。

「えっ？」

　ルナティには何な故ぜそういう事態になったのか、知る由よしもなかった。

　ただ彼女がマグシーラの大顎に捕とらわれる直前──誰かがその手を摑つかみ、肩かたが外れてしまいそうなほどの剛ごう力りきで、彼女を放ほうり投げたのだ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれてマグシーラが大地を抉えぐり、粉ふん塵じんを巻き上げながら再び飛ひ翔しようを始めた。

「──うぐっ!?」

　壁かべに背中から激げき突とつしたルナティは、衝しよう撃げきで呼吸が止まりそうになった。

　しかし痛みで意識が覚かく醒せいし、その時になって初めて気がついたのだった。

「……あ、ああ……」

　翼を羽ばたかせるマグシーラの口元で、糸の切れた人形のように、下半身を喰らわれている少年の姿を。

　自らの身を挺ていして、あの悪あく魔まから守ってくれた少年の姿を。

　何故彼がここにいるのか。

　民たみとともにシェルターにいたのではないのか。

　いや、それよりも彼は自分を守って……。

　様々な思考がルナティの脳裏を渦うず巻まき、その絡からみ合った複雑な思いは、彼女の喉のどを通して溢あふれ出した。

「い、い、諫斗おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

　悠ゆう然ぜんと空に舞まい戻もどっていくマグシーラの背を前に、ルナティの悲痛な叫びだけが辺りに延々とこだまし続けたのだった。




（……ここは……どこだろうか……？）

　途と切ぎれそうな意識の中、ふと諫斗は疑問に思う。

　とても息苦しく、そして生なま臭ぐさい──そんないるだけで吐はき気けを催もよおすような空間。

　そこで諫斗は、滑ぬめりけのある生暖かい〝何か〟に埋うもれるような形で横たわっていた。

（……ああ……そうか……）

　自分は喰われたのか。

　あの大きな異形に襲おそわれそうだったルナティを、なんとか助けたところまでは覚えている。

　それでその後は、彼女の代わりに自分が……。

（じゃあ……）

　ルナティは守れたんだな。

　よかった……、と諫斗は安あん堵どした。

　もう下半身の感覚も、左ひだり肩かたから指先までの感覚もない。

〝喰われた〟というくらいだから、きっとぐちゃぐちゃになっちまったんだろうな。

（でもいいや……。あいつを守れたんだから……）

　静かに瞳を閉じ、諫斗の身体からだが肉壁の中へと埋もれていく。

　諫斗の中に宿る鎧がい核かくを、マグシーラのコアが捕ほ食しよくしようとしているのだ。

　ゆっくりと、赤ちゃんのはいはいと同程度の速度で、諫斗の身体は肉壁の中をコアの下へと運ばれていった。

　左ひだり腕うでと腰こしから下を失った状態でまだ息があるのは、恐おそらくは〝Ｓランク〟の名を持つ鎧がい核かくのおかげだろう。

　やがて閉じたまぶた越ごしにも分かる、明めい瞭りような光こう彩さいが姿を現した。

　再び薄うす目めを開けた諫斗の眼前には、鮮せん血けつのように麗うるわしい輝かがやきを放つコアの姿があった。

（俺を……喰うのか……？）

　脈動するそれを前にして思う。

　いや、恐らくはそのつもりでここまで運んだのだろう。

　どうせすぐに尽つきる命だ。

　喰らうならひと思いにやって欲しい。

　そう諫斗が覚かく悟ごを決め、コアの下へと誘さそわれようとした時。




　──否いな。




　と、彼の覚悟を否定する声こわ音ねが、どこからともなく聞こえてきた。

　……違ちがう。自分は知っている。

　この〝声〟の出どころを。

　この〝声〟の主を。

　──喰くラウノハ貴様ノ方ダ。

　自分の胸むな元もとに宿る神かみ喰ぐいのコア──鎧がい核かく。

　──サア喰ラエ。

　──喰ラッテ喰ラッテ喰ライ尽クセ。

　それがこの〝声〟の正体。

　それがこの──奇き妙みような鼓こ動どうの正体。

　──喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ。喰ラエ──。

　脳内に延々と語り続ける異形の声。

　──喰ライ尽クセ。

　──喰ライ尽クセ。

　──喰ライ尽クセ。

　もう何度その声を聞いたことだろうか。

　──今コソ貴様ノ身体ヲ渡わたシテモラウゾ。

　──我ガ力ヲ解放セヨ。

　──貴様ハタダ喰ライ続ケレバイイ。

　──ソウスレバ貴様ノ望ム力ヲクレテヤル。

　──貴様ノ力トナリ、仇あだナス全すべテノ存在ヲ喰ラッテクレル。

　──我ガ首ヲ斬きリ落トシシ一族ノ力、早ク我ニ明ケ渡セ。

（……一族の力……？　……いや、それより力をくれるんだったな。……ならもらってやろうじゃねえか……その〝力〟とやらをさ……っ）

　──ナラバ喰ラエ！

　──ソシテ解キ放テ！

（……ああ、喰らってやる。……全部──喰らい尽くしてやるっ！）

　死の淵ふちに瀕ひんしているにもかかわらず、諫斗はそれを感じさせないほどの大口を開けた。

　すると、諫斗の瞳が緋ひ色いろへと変色し、歯並びのよかった口こう腔こう内が、神かみ喰ぐいを彷ほう彿ふつとさせる歯牙に埋め尽くされた。

　そして──耳を塞ふさぎたくなるような水音混ざりの異音が、マグシーラの体内に忽こつ然ぜんと響ひびいたのだった。




　それは唐とう突とつに訪おとずれた。

「──グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?」

　耳を劈つんざくような痛々しい悲鳴。しかし人のものではない。

　人を喰らいし異形──神かみ喰ぐい。

　そのＡランク級特とく殊しゆ体──マグシーラと呼ばれる個体から轟とどろいた絶ぜつ叫きようだった。

　恐らくはこの地にいる同どう胞ほうの中で、最も強大な力を持つマグシーラの、断だん末まつ魔まともとれる悲鳴。

　ヴァリエニス中の神かみ喰ぐいどもが行動を停止し、各おの々おのが空へと視線を移した。

　それは生き延びた騎き士したちも同様で、彼女たちの視線もまた、マグシーラへと集中していた。

　そこでは大おお仰ぎようにその巨きよ軀くを右へ左へ捩よじりながら、悶もだえ苦しむマグシーラの姿があった。

　先ほどまで圧あつ倒とう的てきな力で市街地を蹂じゆう躙りんしていたマグシーラが、何故あんなにも死にそうなほどに苦しんでいるのか。

　騎士たちもさることながら、マグシーラに先導されてきた神かみ喰ぐいどもにも、その理由は分からなかった。

　しばらくの間、マグシーラはこの世のものとは思えない喘あえぎ声を、ヴァリエニス中に響かせていた。

　が、やつの悲鳴と動作は、ある時を以もつて完全に停止した。

　しかしその巨軀は停止した体勢のまま滞たい空くうし続けており、一向に落下してくる気配を見せなかった。

　ところが次の瞬間──マグシーラの身体に変化が起こった。

　それはまるでやつの体内に、〝空間の裂さけ目〟なるものが突とつ発ぱつ的に現れ、身体を内側から異空間へと放ほうり出しているような光景だった。

　徐じよ々じよに小さくなっていく異形の姿に、ヴァリエニス中から無言の視線が突き刺ささる。

　そうして収縮し続けたマグシーラは、やがて体長三メートルほどの人型へと相成り、




「──ウオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ!!」




　東の山やま間あいに展開するセシュバの軍にまで届いたであろう、超ちよう弩ど級きゆうの咆ほう哮こうを轟かせたのだった。




「──〝何か〟が生まれたようだな」

　自身の胸むな元もとに手をあて、セシュバ帝てい国こく軍総司令──ゼラ＝セシュベリアはそう呟つぶやいた。

　年の頃ころは二〇代前半。

　漆しつ黒こくの衣ころもに身を包み、その双そう眸ぼうは血のように赤く、顔つきはまるで永久凍とう土どが如ごとく冷厳に整いすぎていた。

「殿でん下か、どうかなされましたか？」

　側近の騎士に問われるが、ゼラは「いや」と彼女を下がらせる。

　確かにこの世界では、どこの国も女じよ尊そん男だん卑ぴ傾けい向こうにある。

　だがセシュバ帝国の女じよ帝ていである、レネシス＝フロー＝セシュベリアの意により、彼女の兄──ゼラは男性でありながら、軍の総司令を任されていた。

（……俺のコアがざわついている）

　ゼラは、部下たちに気取られないよう、努めて冷静に状じよう況きようを判断していた。

　このざわつきは恐きよう怖ふだろうか。

　それとも歓かん喜きだろうか。

　いずれにせよ、それほどまでに強大な〝何か〟が、ヴァリエニスに現れたということだろう。

　レネシスはヴァリエニスを手中に収めたいようだが──自分の目的は違う。

　ヴァリエニスの大聖堂地下深くに眠ねむる、Ｓランク級神かみ喰ぐい──アフリクシオンのコアと外がい殻かく。

　その奪だつ取しゆこそが真の目的なのだ。

　しかしこのざわつきは、件くだんのアフリクシオンに何かしらの変化が生じたからに違いない。

　であるならば、この場にいるのは少々危険だろう。

　仮にアフリクシオンが復活したとなれば、滅めつ亡ぼうするのはヴァリエニスどころの話ではないからな。

「……さて、撤てつ退たいも視野に入れておくか」

　とくに動じた様子も見せず、ゼラはそう独りごちた。




〝それ〟は未いまだかつて誰だれもが見たこともない、白しろ妙たえの異形だった。

　腰まで届く白のざんばら髪がみを風になびかせ、こめかみ辺りからは髪の流れに逆らうように、二本の角が生えている。

　さらには額のど真ん中からも、天を衝つくかのように三本目の角がその姿を見せていた。

　身体中を当世具ぐ足そく然とした強固な外殻が覆おおい、腰には翼つばさのような草くさ摺ずりが備わっている。

　身体の中心と両りよう肩かた口ぐちの外殻には、脈動を打つ蒼あおい鎧がい核かくが剝むき出しで備わっており、眼光は剣つるぎのように鋭するどかった。

　手にするのは鎧がい核かくと同系色の光彩で、ほのかに包まれた異容の大おお太た刀ち。

　──鬼き神じん。

　その異形は、まさにそう呼ぶに相応ふさわしい存在だった。

「あれは一体……」

　気を失っているロゼッタとメナスの手当てをしていたルナティも、思わず手を止め、その異形に見入っていた。

　すると、〝それ〟は音もなく下降し、直下の瓦が礫れきを全て弾はじき飛ばしながら着地した。

　そして一いつ切さいの逡しゆん巡じゆんも見せずに真まっ直すぐと、巻き起こった粉ふん塵じんの中を、ルナティの方へと向けて近づいてきたのだ。

　だがルナティは〝それ〟を警けい戒かいしようとはしなかった。

　何な故ぜかは分からないが、あの異形からは、懐なつかしさに似た感情を覚えたからだ。

　周囲の騎士たちどころか、神かみ喰ぐいどもさえもが動きを停止した静せい寂じやくの中で、ルナティの眼前に〝それ〟は訪れた。

〝それ〟は初めて見る異形で、しかもあのマグシーラを糧かてとして、そこから生まれた者だ。

　単純な力なら、自分を遥はるかに凌りよう駕がしているだろうし、それこそ赤子の手を捻ひねるように殺せるだろう。

　ところが何故だ。

　まったくと言っていいほどに恐怖を感じない。

　じっとあれに見下ろされているのに、身体からだに一筋の緊きん張ちようも起こらない。

　だってこいつは……。

「諫斗……なのか？」

　困こん惑わくしながら、でも確信を以て問う。

　向かい合った異形は、あの異世界から来た少年とは似ても似つかない姿をしている。

　けれど、自分にはなんとなく分かるのだ。

　この異形は神かみ喰ぐいなどではない。

　様相は違えど、眼前に佇たたずむこれは、自分の見知るあの少年だ。

　だからこそルナティは問う。

「私を……守ってくれるのか？」

　胸元で両手を握にぎり、薄うつすらと涙なみださえ浮うかべた眼まな差ざしで問いかける。

　と。

　ふいに異形が、その無骨な左ひだり腕うでを差し出してきた。

　異形は頰ほおを伝いつつあったルナティの涙を優やさしくすくい、




「──守るよ」




　彼女の見知る、〝彼〟の口調でそう告げ、




「だって俺は──〝勇者〟だからな」




　その大きな口元を、得意げに歪ゆがませたのだった。

「──っ!?　い、諫斗ぉ～……っ！」

　堪こらえきれなくなったルナティは、諫斗の腰こし元もとへと飛び込んだ。

「お、おい、そこ痛いだろ？　あんまりくっつかない方が……」

「……ううん。とても心ここ地ちよくて、とても安心する……うぅ……ひっぐ……」

　──死んだと思った。

　マグシーラに喰われて死んだんだと。

　でも彼は生きていた。

　それどころか、マグシーラを取り込み、未だかつて誰もが成し得なかった強大な力すらをも手に入れて、帰ってきてくれた。

　外見などなんの関係があろうか。

　だってどんな姿になっても、諫斗は諫斗なのだから。

　自分を守ると約束してくれたのだから。

「心配かけてごめんな」

「まったくだ……。このバカ勇者……」

「はは、でももう大だい丈じよう夫ぶだ」

「……うん」

「皆みんなも、この国も、もう何も失わせたりはしない」

「……うんっ」

「後は俺が──全部終わらせるから」

「ああ……ああ！　行ってこいこのバカ勇者！」

　涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げ、ルナティは微ほほ笑えみ混じりにそう告げた。

　諫斗はルナティの激げき励れいに「おうっ！」と力強く返した後、彼女を下がらせ、

「──覚かく悟ごしておけよ！　てめえら全員──まとめて喰くらい斬きるっ！」

　凄すさまじい跳ちよう躍やくで特とつ攻こうしていった。




　まさに鬼神の如き暴れようだった。

　軽快な動きで駆かけながら、その異容の大太刀を振ふり回し、圧倒的な力で神かみ喰ぐいどもを斬った傍そばから神かみ喰ぐらいしていく。

　諫斗には見えていたのだ──やつらのコアが。

　これも以前シトラスが言っていた。

　コアの場所が分かるのなら、外殻の上から一気に貫つらぬくという手もあるが、なかなかそう上う手まくはいかないと。

　だが今の諫斗には──鎧がい核かくの力を解放した今の諫斗には、それが出来ていた。

　だからこそ諫斗は、ほとんど駆け抜ぬけると同時に、やつらを神かみ喰ぐらいしていたのだ。

「小こ僧ぞうのあの力は一体……」

　中央司令部のディスプレイに映し出された諫斗の姿に、その場にいた全員が驚きよう愕がくの眼差しを送っていた。

　ドラグディブロやノスフェリアですら、易やす々やすと粉ふん砕さいしていくあの強大な力は一体なんなのか。

　一同は狼ろう狽ばいすると同時に、しかし今まで消えかかっていた〝希望〟という名の灯火ともしびが、再び胸のうちに燃え上がるのを感じた。




「……〝真鎧霊装エクスマキナ〟」




　そんな中、ふと沈ちん黙もくを破ったのは、シトラスの呟いたこの一言だった。

　彼女自身、髪の毛はぼさぼさで白衣に血が滲にじんではいるものの、鉄仮面は健在の様子だ。

　大聖堂内に侵しん入にゆうしてきた神かみ喰ぐいどもを排はい除じよしつつ、職員などを避ひ難なんさせ、隔かく壁へき閉へい鎖さしてここに立てこもっていたのだ。

「真鎧霊装エクスマキナ？　そなたが構想しておった、あの真鎧霊装エクスマキナか？」

「……そう。……鎧マ霊キ装ナ化かで取り出せる魄はく導どう力りよくに制限がかかってしまったのは、鎧がい核かく本来の意志を無理矢理抑おさえ込んでいたからに他ほかならない。……真鎧霊装エクスマキナは、その意志を排除し、鎧がい核かくの持つ本来の力を全開で使う戦せん闘とう構想」

「確か実験では一度も成功しなかったはずじゃな？」

「……ええ。……鎧がい核かくの意志を失わせるということは、すなわち鎧がい核かくの死を意味するから」

「じゃが小僧は、その〝真鎧霊装エクスマキナ〟という状態にあるのじゃろう？」

「……たぶん。……どうやっているのかは知らないけど、鎧がい核かくの力を完全に引き出している。……だから身体もやつらと同じ外殻が覆っている。……何故あの姿なのかは分からないけれど、もしかしたら彼自身の潜せん在ざい的なイメージが絡からんでいるのかもしれない」

「なるほどのう。申してみれば、〝神かみ喰ぐい化か〟というような感じか」

「……端たん的てきに言えばそう。……今までは神かみ喰ぐいの持つ力を強制的に借りているような感じだった。……でも真鎧霊装エクスマキナは、自分自身が鎧がい核かくと同等の神かみ喰ぐいになることで、爆ばく発はつ的てきな力を得る戦闘フォーム。……それを彼が実証してくれた」

　再び視線を移したディスプレイでは、真鎧霊装エクスマキナと化した諫斗がドラグディブロのコアを突つき、地面に叩たたきつけているところだった。

「……異世界の勇者、か」

「……何？」

「いや、なんでもない。ただあやつは本当に面おも白しろいやつじゃと思ってのう」

「……それには私も同感。……団長はもう気づいてる？」

「何をじゃ？」

　問うと、シトラスはウェイレンの鼻先に、自分の両手をゆっくりと差し出した。

「これは……」

　ウェイレンは眼を疑った。薄らと輝かがやいているのだ。

　しかも赤く──諫斗の鎧がい核かくと同じように。

「……この赤い輝きが始まってから、私の傷は加速度的に治ち癒ゆされている。……今ではほとんど痛みもなくなった」

「ど、どういうことじゃ？」

「……これは仮説だけど、ディスプレイを見て欲しい」

　言われて振り返れば、胸むな元もとと両肩から出いでた鮮せん血けつの光こう彩さいを、まるで糸を引いているかのように、後ろに残しながら駆ける諫斗の姿があった。

「あれは……」

「……神かみ喰ぐらいしたコアと外がい殻かくの魄はく導どう力りよくを、あの三つの鎧がい核かくを通じて、傷ついた騎き士したちに送っているんだと思う」

「そ、そんな芸当が……」

「……彼には出来る。……そして実際に私たちの傷は治癒している。……他の映像も見て。……さすがに捕ほ食しよくされてしまった後では駄だ目めみたいだけど、瀕ひん死しだったはずの騎士たちが起き上がっていく」

「なんと……」

「……これはもう私の構想していた真鎧霊装エクスマキナとは違ちがう。……何か別の、彼独自の真鎧霊装エクスマキナ」

「これが……小僧の力……。真鎧霊装エクスマキナの真の力じゃと申すのか……」

　ウェイレンは震ふるえが止まらなかった。

　それは決して未知なるものに対する恐きよう怖ふから来る震えではなく、ただ純じゆん粋すいに目の前で起こっている奇き跡せきに胸が躍おどっていたのだ。

　──勇者。

　それは世界を救いし運命を担になう者。

　または世界を救いし英えい雄ゆうに与あたえられる敬けい称しよう。

　だが実際に世界を救った者などというのは、今までの歴史の中で、ただの一度も現れたことはない。

　それこそ夢物語や絵空事などの、空想上の話でしかなかった。

　しかしディスプレイの向こうに映る彼は、その与よ太た話を心から信じた。

　そうなれるようひたむきに努力し、ついには異世界であるここにまで辿たどり着いた。

　そして今──彼はまさにその英雄になろうとしている。

　こんな面白いことがあって堪たまるか。

　こんな馬ば鹿かげた話があって堪るか。

　こんな馬鹿な──勇者がいて堪るものか。

　ウェイレンは口元をこの上なく大きく歪め、声を張り上げた。

「──小僧っ！　そなたは最高の大おお馬ば鹿か者じゃっ！」




　ウェイレンたちが中央司令部で歓かん喜きに沸わいている頃ころ。

　当然のことながら、諫斗は神をも屠ほふれるほどの力を発揮し、神かみ喰ぐいどもを蹴け散ちらしていた。

　拳こぶしを振り上げるオラウタスの股また下したに潜もぐり込み、身体からだを捻ひねって四本の足を同時に斬る。

　そうして体勢を崩くずしたオラウタスを、足を斬り落とした時の回転力を活いかしたまま、巻き込むように斬り伏ふせる。

　それもコアごとだ。

　さらにはオラウタスの外殻さえもが、一いつ瞬しゆんで大おお太た刀ちの刀身に神かみ喰ぐらいされていく。

　しかも諫斗の攻こう撃げき方法は、何も大太刀の斬ざん撃げきだけではない。

　腰こしに広がる草くさ摺ずりが分ぶん離りし、意志を持つ矢のように飛び回っているのだ。

　もちろん諫斗だって、先ほどから神かみ喰ぐいどもの攻撃を少なからず受けている。

　だが先のように外殻も神かみ喰ぐらいすることによって、同じ外殻で覆おおわれた自分の傷をすぐさま再生させていたのだ。

　それを繰くり返せば、当然、再生する必要のない余計な力が余る。

　余った力を他の騎士たちへと送ることで、彼女らの傷を治癒させていたのである。

　真鎧霊装エクスマキナとなった諫斗の感覚は、超ちよう人じん的なまでに昇しよう華かしていた。

　それはもう国中に散らばっている騎士たちの状態が、戦闘をしながらでも全すべて分かるほどだった。

　瀕死に近い騎士にはより多くの力を飛ばし、軽傷な騎士にはそれなりの力を送る。

　諫斗は数えるのも億おつ劫くうになるほどの異形どもを相手にしながら、生き延びている騎士たちのことも考えていたのだ。

　何な故ぜなら〝全てを守る〟と誓ちかったから。

　全ての神かみ喰ぐいどもをぶっ倒たおして、誰だれも傷つかないようにすると約束したから。

　そして、




　──モットダ。貴様ニ仇あだナス全テヲ喰ライ尽つクセ。




　こいつがそれを望んでいるから。

　こいつがなんの目的を持って、自分に力を与えてくれているのかは分からない。

〝身体をよこせ〟とは言っていたが、今は意識までを奪うばうつもりはないらしい。

　一体何を考えているのか──だがそれでも自分は構わない。

　自分は力が欲ほしい──皆みんなを守れる力が！

　──アア、クレテヤル。

　──貴様ガ望ム力ヲクレテヤル。

　──喰ライ続ケルノナラバクレテヤル。

「──なら俺は喰らってやる！　俺に仇なす全ての存在を喰らって！　喰らって！　喰らい尽くしてやる！　だから力をよこせ！　俺に──俺に世界を変える力をよこせ！」

　──クッカカカカッ……イイダロウ。

　──貴様ガ喰ライ続ケル限リ、我ハ貴様ニ力ヲクレテヤル。

　──ソウシテ最モ強キ存在トナレ。

　──並ブ者ナキ存在トナレ。

　──モシ貴様ガソノ高ミニ到とう達たつスルコトガ出来タノナラバ──

　そこで言葉を切った諫斗の鎧がい核かくは、まるで不気味な笑えみでも浮うかべているかのような声こわ音ねで最後にこう告げた。




　──我ガ貴様ヲ喰ライ、究極ノ存在トシテ在あリ続ケテクレル。




「はっ、望むところだ！　だったらその時は俺がお前を完全に取り込んでやる！　せいぜい首を洗って待ってるんだな！」

　どこか楽しそうにそう言い放ち、諫斗は再び刀を振ふり上げたのだった。




　ほどなくして、ヴァリエニスを襲おそい来た神かみ喰ぐいどもは、諫斗と復活した騎士たちによって、一いつ匹ぴき残らず殲せん滅めつされた。

　やつらを誘おびき寄せた謎なぞの塵ちりも、いつの間にやら効力を失ったようで、多数の犠ぎ牲せい者しやが出てしまったものの、戦闘は終しゆう了りようした。

「後は……」

　半はん壊かいした東側の外部防ぼう御ぎよ壁へき上に佇たたずんでいた諫斗は、視線を遥はるか遠方に見える山やま間あいに向ける。

　強化された視力で見ずとも、そこでは黒い蟻ありの群れのようなものが蠢うごめいていた。

　──セシュバ軍だ。

　数は……おおよそ三万と言ったところだろう。

　その中で鎧がい核かくの気配は二千程度。

　確かに〝やつ〟の力を借りていなければ、本当に国が落ちていたことだろう。

　民たみたちも理り不ふ尽じんに殺されて、今いま頃ごろは国中に悲しみが溢あふれていたことだろう。

　だが戦せん況きようは変わった。

　生き延びた騎士たちも、各おの々おのがほぼ全快している。

　たとえこのまま両国が激げき突とつしたとしても、恐おそらくはヴァリエニスが勝利するとは思う。

「あちらさんはすこぶるやる気のようだしな」

　それにしても酷ひどい作戦だ、と諫斗はこの上ない憤いきどおりを覚えた。

　神かみ喰ぐいにヴァリエニスを襲わせ、全ぜん滅めつしたならそれでよし。

　万が一全ての神かみ喰ぐいを退けた場合は、疲ひ弊へいした戦力を全軍で一気に叩く。

　この状じよう況きようから鑑かんがみて、恐らくはそんなところだろう。

「とはいえ、いくらなんでもさ──」

　防御壁の外へと飛び降りた諫斗は、異容の大太刀を両手で握にぎり、天高く構えた。

　すると、腰の草摺が刀身に纏まとわりつき、大太刀はさらに巨きよ大だいな剣つるぎへと変へん貌ぼうを遂とげた。

「これで終わりってことはねえよなっ！」

　咆ほう哮こうとともに、刀身に凄すさまじいまでの魄はく導どう力りよくが集つどっていく。

　それはさながら竜たつ巻まきの如ごとく渦うずを巻き、周囲に火花を散らした。

　そして諫斗は、




「──朱しゆ天てん雷らい吼こうッッ!!」




　渾こん身しんの力を以もつて刀を振り下ろした。

　刹せつ那な、その刀身から鎧がい核かくと同系色の魄はく導どう力りよくが、決けつ壊かいしたダムが如く飛び出していった。

　それは巨大な斬撃の塊かたまりとなって、大地を二分しながら一直線にセシュバ軍へと向かっていく。

　馬鹿みたいに巨大な魄はく導どう力りよくの斬撃は、そのままセシュバ軍の脇わきをかすめ、隣りん接せつする山の頂を木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばした。

　山間に集っていたセシュバ軍が、蜘く蛛もの子を散らすように撤てつ退たいを始めるまで、大した時間を要さなかった。







[image: ]










　慌あわてて撤退していく自軍を横目に、ゼラは魄はく導どう力りよくの塊が飛んできた方向を睥へい睨げいしていた。

　今の攻撃はあきらかに自分たちを狙ねらっていた。

　いや、自分たちに当たらぬよう、わざと軌き道どうを変えていた。

　それが何を意味するのか──ゼラはすぐさま理解した。

「どうやらアフリクシオンの力を制せい御ぎよしたようだな」

　馬上で独りごちるゼラの口元は、撤退中であるにもかかわらず、微かすかに歪ゆがんでいた。

　その力──今はヴァリエニスに預けておこう。

　だがいずれ必ず我が手中に収めてくれる。

　その時が来るまで、せいぜい大切に保管しておくがいい。

　そんな思おも惑わくを抱いだきながら、ゼラは衣ころもを翻ひるがえらせた。




「……ふう。とりあえずは一件落着なのかな」

　セシュバ軍が撤退したことを確かく認にんした諫斗は、鎧がい核かくの色を〝赤〟から〝蒼あお〟へと戻もどし、再び市街地へと降り立った。

　と。

「……おっ？」

　眼前には彼を迎むかえるかのように、国中から全ての騎き士したちが集結していた。

　こんな姿になってしまった自分を粛しゆく清せいするつもりだろうか……、とも思った諫斗だったが、すぐにただの杞き憂ゆうであったことに気づかされた。

　皆が皆、程度の違ちがいはあっても嬉うれしそうに笑っていたからだ。

　首を傾かしげる諫斗に、ウェイレンを筆頭として、エストーナ小隊の面々が近づいてくる。

「よくやってくれたのう、小こ僧ぞう。そなたのおかげでヴァリエニスは滅ほろばずに済んだ。民たちも皆みな無事じゃ。心より礼を申す。この通りじゃ。ありがとう」

　慇いん懃ぎんな物もの腰ごしで頭を下げる彼女の姿は、シルフェニス魄はく導どう騎き士し団だんの団長──ヴァストール＝セシュトゥーヴではなかった。

　このヴァリエニス王国の女王──ウェイレン＝オッド＝ウォーヴァリエニスその人であったのだ。

　服装は騎士団の制服のままなのだが、いつもの仮面を外し、壮そう麗れいな容よう貌ぼうを皆の前に晒さらしていたからだ。

「いやいや、頭を上げてくれよ姫ひめさん。俺はあんたと約束したことを、完かん璧ぺきじゃなかったけど、果たそうとしただけなんだからさ」

「ふふ、やはりそなたは面おも白しろい小僧じゃ。妾わらわはそなたを信じてよかったと心から思っておるぞ──異世界の勇者よ」

「いやっはっはっ、そう言われると照れるなあ」

　身長三メートルはあろうかという人型の異形が、にこやかに照れている。

　そんな怪かい異い的な光景ではあるが、しかしそれを不気味に思う者は、この場に誰もいなかった。

　それは彼女たちもまた、異形をその身に宿す者として、怖おそれられ、疎うとまれてきたからだ。

「とはいえ、さすがにその姿のまま凱がい旋せんというわけにもいくまいて。元の姿には戻れるのじゃろう？」

「おうよ。待ってろ、今すぐイケメン勇者がばーんっと登場してやるから」

　言うと、諫斗の身体からだを蒼く淡あわい輝かがやきが包み込み、徐じよ々じよにその姿を変えていった。

　皆の知る異世界人──斎賀諫斗の姿へと、その姿を変貌させていったのだ。

　が。

「……ふう、完璧だぜ。さあ皆！　勇者のご帰き還かんだっ！」

　瞬しゆん間かん、黄色い歓かん声せい──ではなく、大絶ぜつ叫きようが国中に響ひびき渡わたった。

『きゃああああああああああああああああああああああああっっっ!?』

「はーっはっはっはっ！　サインは一人一枚までだぞ！」

　力の限りに指を差す諫斗の下腹部で、釣つられて何かが揺ゆれていた。

　今の今まで笑顔だった騎士たちが、顔を真っ赤にしながら一目散に逃にげ出していく。

　諫斗は「はっはっはっ、まったく皆みんな恥はずかしがり屋さんだなあ」と腰こしに手をあて、爽さわやかな笑い声を上げていた。

　当然のことながら、笑う度たびに腰が揺れて、やはり何かが揺れに揺れていた。

「……あたし、親おや父じと弟以外で初めて見たぜ」

「……私、今にも瞳ひとみが腐くさって落ちそうですわ……ああ……（チラッ）」

「……私は何度も見ているから、別に大だい丈じよう夫ぶ。……でも……ぽっ」

「……勇者君、全然気づいていないみたいね……」

「……まああやつらしいと申せば、あやつらしいのじゃが……」

「……あのバカ勇者……っ」

　高笑いを上げる諫斗に対し、十人十色の意見を述べる女子たち。

　ついに堪こらえられなくなった一人の美少女が、大おお股またで彼に詰つめ寄った。

「おいこらこのバカ勇者っ！」

「おう、ウナティ！　お前も無事でよかったぜ！」

　諫斗が大きく腕うでを振ふり──〝それ〟も激しく揺れる。

「──ぷっ!?　こ、この……っ」

　俯うつむき、赤い顔のまま小刻みに身体を震ふるわせるルナティ。

「はっはっはっ、もしかして俺に抱だき締しめて欲しいのか？　この甘あまえん坊ぼうめっ」

　その一言で何かが切れた。

「そんなわけあるかこのボケ勇者あああああああああああああっっ!!」

「え、ちょっ!?　うぼあがああああああああああああああああああああああっっ!?」

　ルナティ渾こん身しんの拳こぶしをまともに食らった諫斗は、大気を螺ら旋せん状に貫つらぬきながら飛んでいき、

「──ぶるぼっ!?」

　一〇メートルほど先に落下して、大の字のまま失神してしまった。

　言わずもがな、彼は真鎧霊装エクスマキナを解いた時から全ぜん裸らだった。







　エピローグ







　ヴァリエニス王国に甚じん大だいなる被ひ害がいをもたらした大災害から一ヶ月。

　市街地の復旧作業は急ピッチで進められ、犠ぎ牲せいとなった騎士たちの弔とむらいも、厳おごそかな雰ふん囲い気きの中、つつがなく執とり行われた。

　この災害で失ったものは大きく、人々の心に安あん寧ねいが戻るまでにはまだまだ時間が必要だったが、それでも失っただけではなかった。

　そう、彼らは得たのである──〝希望〟を。

　──斎さい賀が諫いさ斗と。

　自ら〝勇者〟となるべくして、異世界からやってきた少年。

　そして亡国の危機を救った英えい雄ゆうでもある少年。

　その彼が示してくれた可能性──真鎧霊装エクスマキナ。

　もしそれを全すべての騎士たちが扱あつかうことが出来たのならば、あるいは世界を変えることが出来るかもしれない。

　人を喰くらいし異形──神かみ喰ぐいどもが蔓延はびこるこの世界を。

「──もしかしたら、私たちは世界が変わる瞬間に立ち会えるかもしれません」

　ルナティは母の墓前に手を合わせながら、実に様々なことを報告していた。

　彼女自身、自覚はなかったが、そのほとんどが諫斗に関かかわることだった。

「私はまだまだ未熟者です。でも彼がいれば、私はもっと強くなれる気がします。彼となら、私は憧あこがれだったあなたのように、大きな背中になれる気がするのです」

　何な故ぜならあの時──真鎧霊装エクスマキナとなって神かみ喰ぐいの群れに突つっ込んでいったあの時。

　諫斗の背と母の背が、一瞬だけだが重なって見えたから。

　ふふっと微かな笑えみを浮うかべ、ルナティは踵きびすを返して歩き始めた。

　足取りは軽く、しかし力強く、彼女は大地を踏ふみしめていく。

「今日の訓練は魄はく術じゆつの指導だったな。たっぷりと扱しごいてやるかっ」

　そう独りごちながら、ルナティは歩いていく。

　異世界の勇者──斎賀諫斗の下もとへと。







　あとがき




　まず拙せつ作さくをお手に取ってくださいましたこと、本当にありがとうございます。

　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。

　この度、富士見ファンタジア文庫より本を出させていただくことになりました、草くさ薙なぎアキと申します。

　この物語は、第24回後期ファンタジア大賞で、光栄にも銀賞と読者賞をいただいた作品に、改かい稿こうという改稿を重ねた代しろ物ものでございます。

　あとがきから読まれる方もいらっしゃると思いますので、極力ネタバレは控ひかえますが、この『神かみ喰ぐいのエクスマキナ』は、〝異世界の勇者〟に憧あこがれる少年が、自ら女じよ尊そん男だん卑ぴの異世界へと赴おもむき、世界を救うために切せつ磋さ琢たく磨まするお話です。

　コメディ色の強い作品ばかりを刊行してきた私にとっては、初のシリアスものとでも申しましょうか……。

　どちらかと言うと、シリアス色が強い作品になっております。

　というか、実はシリアス大好きなんですよね……（遠い目）。

　投とう稿こう時代は、超ちようシリアスかつダーク＆バッドエンドなファンタジーものを他社さまに送り、見事に一次落ちした経験もしばしば……。今ではいい思い出です。

　これからも皆みなさまに楽しんでいただけるよう、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばって参りますので、今後とも何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます。

　と、それでは謝辞の方に移らせていただきたいと思います。

　選考中、拙作を読んでくださいました編集部、読者モニター及および選考委員の皆さま。

　未熟にも程がある私に、辛しん抱ぼう強づよくお付き合いしてくださり、作品をより面おも白しろい方向へと導いてくださいました、担当編集さま。

　美び麗れいなイラストの数々で、作品を彩いろどり尽つくしてくださいました、絵師のＣＨ＠Ｒさま。

　拙作を刊行するにあたり、ご尽じん力りよくしてくださいました、全すべての皆さま。

　そして、今こうしてあとがきを読んでくださっている、読者の皆さまに、心よりの御お礼れいを申し上げたいと思います。








二〇一三年七月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ












神かみ喰ぐいのエクスマキナ








草くさ薙なぎアキ
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